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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　寿命で死んでも、事故で死んでも、災害に巻き込まれて死んでも、自ら選んで死んでも、殺されて死んでも、身近な誰かのために死んでも、結局、この世のすべての人のための死でなければ、それは全部、ムダ死に、になる。

　ムダ死にではない死があるとすれば、それは、きっと必ず歴史に残る死になるはずだ。

　これまで、そのムダ死にでない死に向かって、生きてきた。

　人々が悲しみを乗り越えて自分の命日を祝日にしてくれる、と信じて生きてきた。

　それなのに──。




　少女は、今、裏切りの声を聞いていた。

　第五研究所の所長室の前の廊下。赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、扉の両脇の花瓶には生花が飾られていた。偶然の盗み聞きである。

　所長が部屋で誰かと通話している。

　話の流れから話題は自分だとわかる。

「──政治家のくせに女の子に『殺さつ戮りく兵器』なんてあだ名をつけるのはいかがかと思うよ。たとえそれが事実でもね」

（わたしが兵器？　全人類の幸せのために死ぬはずじゃないの？）

　長く邪魔な金色の髪を耳に掛けると、所長室の扉に耳を強く押しつけた。

「──本人は本当の計画のことを知ってるか、なんて愚問は、君の嫌いなマスメディアでもしないよ。こう言うじゃないか。知らぬが仏だ、ってね」

（約束が違う……。わたしの力は一部の誰かのためには使わせない）

「──だって。『君のおかげで数千人が死ぬよ』なんて、口が裂けても教えられないでしょ。アハハ」

　全人類に評価される死を迎える約束が、ムダ死にどころではない。自分の命が犯罪の道具にされようとしている。

　所長の話は、自分の話題ではなく、他の別の人の話だと、思い込もうとしても、

「──二重魂なんて珍しい人おも間ちやには、感謝しかないよ。僕らの成功間違いなしだ」

（二重魂。わたしのことだ）

　頭の中が真っ白になる。呼吸が浅くなる。

（わたしが生きてきた意味は……）

「──百五十年祭には、とっておきの酒を用意しておくことだね」

（わたしが死ぬ意味は……）

　少女がその場を離れようとした時、飾ってあった花瓶に引っかかり、花瓶はゆっくりと、驚くほどゆっくり、床に落ちてゆき、音を立てて割れた。

「誰だい？」

　という声を聴く前に、少女は走り出していた。

　何も考えていなかった。ただ、夢中で走った。

　捕まれば、自由も思考も奪われるだろう。『本当の計画』とやらに完全に組み込まれてしまうだろう。

　ここが警備の厳しい場所なのはよく知っている。正門、裏門、通用門。そんなのあるのか知らないが、門を通って逃げられるわけがない。

　昇降機を待つ余裕もない。階段は階下から誰かが上がってくる音がしている。

　逃げ場がない。考える時間もない。

　薄暗い部屋に入る。でも扉に鍵はない。しかも出入り口はそこだけだ。

　もうダメだ、

　と思った時、２つのダストシュートが目に入る。清掃員がゴミ処理に使うものだ。

　燃えるゴミと燃えないゴミのマークがある。

（わたしはどっち。燃えるゴミ？　燃えないゴミ？）

　蓋を開けた先に見えるのは、ひたすらな暗闇。

　少女は息を吞のむ。

　扉を開ける音と同時に、少女は、燃えないゴミのダストシュートに飛び込んだ。
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「このヒドい外観、なんとかならないかな。普通が一番だってのに」

　天あま神がみ円えん四し郎ろうが、自らの所属する学校のメイン校舎を見てつぶやいた。

　第五研究所附属独立教育学校インデイペンデント・スクール・ナンバーフアイブの校舎の一階から二階までは、赤と白のレンガを用いた百五十年前の美麗なレトロ建築ではあるものの、レトロが故に現代の教育環境になじまず、三階から六階までハーフミラーの青白い没個性的な建物が接つぎ木きされたように増築されている。レトロ建築が当時のデザインの粋を集めた会心作だけに余計に現代的建物との違和感が際きわ立だつ。

「『独立』してるのか『附属』してるのか。名前からしておかしいし」

　校舎に『年間咒幣オース・コイン消費量インターハイ』の上位者を喧けん伝でんするバナーが揺らめくのも気に食わない。

「咒か幣ねをムダ遣いして何が偉いもんか」

　この不穏当な学校批判、ひいては社会批判を気にする者はいない。

　今気にするべきは、風に乗って聞こえる喜びの絶叫と悲しき鼻水をすする音であった。

　掲示板の前で少なくない数の生徒たちが集まって、胴上げしている。

　かと思えば、地面にへたり込んだり、落胆している友人を慰めていたりする光景もある。

　まるで入試の合格発表だが、今は五月だし、感情を発露させているのは上級生たちだ。

「天あま神がみ氏しがここにいるということは、ギリギリだニャン」

　上級生の様子を横目に歩く円えん四し郎ろうに後ろから声がかかる。そして円えん四し郎ろうの横に並んで来たのはクラスメイトの足あし尾お鉱こう太た郎ろうである。足あし尾おは、一年Ｄクラスでは顔のいい、天然茶髪、背が低めの小型男子生徒で、なぜか、猫耳の飾りをつけた変わり者である。

「あれなんだ？」

　円えん四し郎ろうは、上級生たちが感情を爆発させている方を顎でシャクった。

「特性能力検査の結果が出たんだニャ。先週やったらしいニャ。今週から一年の検査が始まるニャ」

「たかが検査くらいで、あんなに大げさに泣くか？」

「奨学金の支給額が変わったり、進学先が決まったりするから大事だニャ」

「なら俺たちには関係ないな。検査前もゼロ、検査後もゼロ」

「勝手に天あま神がみ氏しと一緒にしニャイでもらいたいニャ。絶対奨学金をゲットするニャ」

「無理無理。今から地べたに四よつん這ばいになって泣く練習でもしておくんだな」

　二体のミノタウロスの像が校舎の入り口に立っている。

　人であって人ならざる大きな力を持っている、この学校の生徒を暗喩するミノタウロスの手の上には、地球を模した球たまが浮いている。

　もう片方のミノタウロスはもうじきやってくる咒幣コイン誕生百五十年祭の旗を握っていた。

「こいつらまで百五十年祭に染まってやがる」

「学校だけじゃなくて、街中そうなってるニャ」

　咒幣コインが発明されて百五十年というのは、世界が救われて百五十年という意味でもあった。

　世界中が、クリスマスをさらに煮詰めたみたいな祝賀ムードに染まっている。

「浮かれ過ぎなんだよ、どいつもこいつも。税金のムダ遣いだ」

「今週が過ぎるまで待つニャ。ムダといえば、こいつらムダに動くんだよニャ～」

「じっとできない生おれ徒たちに似せたんだろ」

　魔力を動力源として動く傀かい儡らいであるが、初めて見る者は生きていると勘違いするほどの精巧さだ。

「これ、一日にどれくらいの維持費がかかるのかニャ？」

「咒か幣ねのことは俺に聞くな。頭痛がする」

　円えん四し郎ろうにミノタウロス像が眼めを向ける。自動とはいえ、円えん四し郎ろうは像の精巧さゆえに生身の人間にされたのと同等の不快感を覚えて、一方の像の腹筋に向けて軽く張り手をした。

「良いい筋肉だ」

　円えん四し郎ろうの手の甲にあるアザのような聖痕、カニッツァの三角形が誰の目にも気づかないほど、仄ほのかに光る。

「セクハラだニャ」

　足あし尾おがそう言い終わる間もなく、円えん四し郎ろうが触ったミノタウロス像の手から、地球儀がこぼれ落ちた。

「何だニャ!?」

「また、やっちまったか……」

　円えん四し郎ろうがつぶやく。ミノタウロス像の故障は、地球儀を落とすだけにとどまらなかった。

　眼球が飛び出し、口から舌がだらしなく垂れ下がった。

「死んだニャ！」

「壊れ方までリアルにするなんて、なかなかこだわってるよな」

「まるで自分が壊してニャイみたいなコメントだニャ……」

　足あし尾おは呆あきれながら、校舎に入る円えん四し郎ろうの後に続く。

　階段を上がった二階の廊下には、美術館のように絵画や彫像が並んでいる。高名な作者によるものも多かったが、他の生徒たちと同様、その価値を理解することなく素通りする。

　始業ギリギリにやってきた連中が列をなす。教室の入り口に設置されたパネルに手をかざす。画面に氏名と『出席確認』という表示されるが、入学から一ヶ月経たつ今、わざわざ目視する者などいない。

　円えん四し郎ろうは、教室の後ろにある時計が始業時間丁度になるのを見計らい、パネルに手をかざした。

　円えん四し郎ろうに触られたパネルは、ミノタウロス像同様、息絶えたように静かにパネルの表示が消えていく。入学から一ヶ月経たつ今、もうため息をつくことすらしない。

　他の生徒同様、気にせず自席に座る。

「天あま神がみくんは、今日も元気に学校の備品を破壊するのでした」

　後ろの席にいたショートヘアの女子生徒、富とみ田た莉り々り利りが煽あおってくる。

「何もしてないのに壊れるんだ。俺は悪くない」

「『何もしてないのに壊れた』って、何か余計なことをして壊した人の常じよう套とう句くじゃん」

「誰にも迷惑かけないように、時間ギリギリまで待ってるだろ。それにしばらくしたら直るんだから壊れてないも同然だ」

「『直る』んじゃなくて、用務員さんが直してるの。他人の仕事増やしてんじゃないわよ」

「仕事が増えれば、それだけクビになるリスクが減るだろ」

　円えん四し郎ろうは悪びれない。破壊だらけの日常で、いちいち罪悪感を覚えていては身がもたない。

　莉り々り利りは、何を言ってもムダだ、とばかりにため息をついた。

「ところでお願いがあるニャン。『若き鉱こう太た郎ろうの悩み』を聞いてほしいニャ」

「何、その深刻そうな悩み……」

　莉り々り利りは少し真面目に足あし尾おの方を見る。

「ハッピー・ミンツ・エクストラのコンサートのチケットを手に入れたいのニャン」

「そう思うなら、手に入れればいいじゃないか。で、それ誰だ？」

　莉り々り利りが、

「三人組のアイドルで、信者がすごいというか、濃いので結構有名だよ」

　と説明し、足あし尾おのカバンを指さした。

「缶バッジがカバンに群がってるじゃねえか……」

　円えん四し郎ろうは少し引く。足あし尾おのカバンに缶バッジがついているのは入学時から知っていたが、興味が無いのと、毎日少しずつ増えていたのもあって、足あし尾おのカバンの惨状にようやく気づく。

「そんなわけで、恥ずかしながら、咒か幣ねを貸してほしいニャ」

「『貸し借りは友を失う』ってゲーテも言ってるよ」

　円えん四し郎ろうも頷うなずきながら、

「それに、そういうのは自力でお布ふ施せして信仰心を試すもんじゃないのか？」

「自力で買えたら他人に頼んだりしないニャ」

「今回は諦めて、次まで頑張って稼げばいいだろ。別にお前、すぐに死ぬ予定ないだろ」

「そうはいかニャいにゃ」

「ん？」

　円えん四し郎ろうは姿勢を少し正した。

「ハッピー・ミンツ・エクストラは第三生存可能都市エリアスリー以外ではコンサートをしないので有名だニャ。知らニャいか？」

「いや、知らん」

「常識だニャン。だから我が第五エリアフアイブに来るのは奇跡なんだニャン」

「なるほどね。百五十年祭関連。十年ごとに祭があるとして、これを逃すと、次は10年×都市エリアの数９の……」

「九十年後だニャン！　その頃にはみんなよぼよぼニャ！」

「その頃もアイドルやってる前提で考えるお前は、すごいよ。九十年貯金しておくんだな」

「あ、天あま神がみ氏には聞いてないニャン。そもそも咒幣コイン使えニャいのに他人に貸せるわけニャいニャ。俺っちのことより、ミノタウロスの弁償方法を考えておくニャ」

　円えん四し郎ろうは「ああ、そうかい」と机に肘をつき、顔を背けるようにして話の輪から出る。

「そういうわけで、奨学金が入ったらニャンと返すから……」

「あんたが奨学金なんてもらえるわけないじゃん」

「最後の頼みの綱だニャ、莉り々り利り。いや、莉り々り利りさまさま」

「敬称を重ねても無理なものは無理。無理無理」

　足あし尾おは本気の涙を目に浮かべ、床に崩れ落ちるようにへたり込む。

　莉り々り利りは「咒か幣ねのないアイドルオタクって、哀れを通り越して、少し面白いわね」と端末を足あし尾おに向けた。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーという奴やつで、写真を撮る機能も情報端末としての機能もある。

「こっちはちっとも面白くないニャ！」

　立ち上がった足あし尾おが地団駄を踏みながら抗議をしているうちに、クラス担任がやってくる。




　余計なシワひとつないスーツに身を包んだその偉丈夫は、学校の問題児を矯正する委員を務めている。すなわち問題児の集まる一年Ｄクラスの適任者であった。

　むろん、生徒から好かれてはいない。生徒からつけられているあだ名は『サクセスマン』。

「今日から放課後に、クラス編成のための実技能力検査を行う。今から配信する対戦表で時間を確認し必ず受検するように」

　端末でもある黒板ブラツクボードの画面にも対戦表が表示されたが、すぐに画面が切り替わり手続きの流れが表示される。

「研究所附属の我が校において、研究者に奉仕する義務は極めて重要なのは当然理解していると思う」

　黒板を叩たたくと『サクセス』という小さな文字が無数に現れては消える。誰かが仕掛けたいたずらであるが、サクセスマンは別に気にもせず、話を続ける。

「しかし、こういう重大な手続きを無視するようなルーズな奴やつは決して成サク功セスしない。君たちの成サク功セスは、小さな成サク功セスの集合であることを忘れないように」

　話はいつも、どう成サク功セスするか、成サク功セスしたければどうすればいいか、で締めくくられる。

　Ｄクラスの生徒たちは入学から一ヶ月経たった今も、ほぼ毎日ずっと『成サク功セス』『成サク功セス』と言われ続けて、食あたりならぬ耳あたり気味となっていた。

「と、ここまで話しているのにまだ対戦表を見ていない奴やつは成サク功セスしない」

　円えん四し郎ろうの汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーはいつも文鎮化しているので、足あし尾おの端末に送信された対戦表を見る。今日の午後六時の最終番。相手は『三さんの宮みや美み夜や』。

　他の連中が対戦相手を確認して一喜一憂する中、円えん四し郎ろうは何の感慨もなく、机に座る。後ろの莉り々り利りが、円えん四し郎ろうの背中を突く。

「今日の夜のお相手は、ミヤミヤちゃんね」

「誤解を招くような言い方はやめろ。あだ名で呼ぶほど三さんの宮みやと知り合いなのか？」

「一応小学校からの幼おさな馴染なじみ。ミヤミヤのお父様は管理公社の幹部様。勝ち組。サクセス。サクセクロス」

　莉り々り利りは勝ち誇ったように親指を立てた。足あし尾おが、「女の子がそういうこと言うのはどうかとおもうニャ」と言っても、莉り々り利りは「君の女性像など知ったことではない」と手厳しい。

　話題の三さんの宮みや美み夜やはこのクラスにはいない生徒だ。

　円えん四し郎ろうたちのいるＤクラスとは違い、成績優秀者が集まるＡクラスの中でも文武両方において群を抜き、公社からの特性強化指定ランクＡＡＡ＋の、いわばエリートオブエリートの人間だ。

「なんで、こっちのクラスと対戦するのかな？」

　莉り々り利りは首をかしげる。

「格下なぶって『ワタシ強ぇｅｅｅ』したいんだろ」

「そんなコじゃないよ」

「どうだか。そうだ、足あし尾お。三さんの宮みやとかいう奴やつに金を貸してもらったらどうだ？　咒幣コインはうなるほど持ってるだろ」

「いや、とても怖くて近寄れニャい。難攻不落。無理ニャン題を言わニャいでくれ」

　足あし尾おは、恐怖を振り払うかのように、頭をブンブン振った。

　確かに、才色兼備な三さんの宮みやは、男たちに頻繁に言い寄られるのに辟へき易えきとしているのか、常に『近寄るな』といわんばかりの不機嫌オーラをまとっている。髪の毛が赤いのも相まって、不機嫌を超えて常に怒りに燃えていると思う人もいた。

「俺っち、自分の対戦相手に『負けるから、咒幣コイン貸してくれない？』って頼んでみるニャ」

「八や百お長ちようじゃねぇか……」

　先生の前で八百長話をする足あし尾おに呆あきれたが、円えん四し郎ろうは特に何も言わなかった。ただ案の定、

「足あし尾お、騒ぐな。授業もまともに聞けない奴やつに成サク功セスする資格はない！」

　と自分だけサクセスマンに𠮟られた足あし尾おは、口をとがらせた表情を円えん四し郎ろうに見せた。

　そのせいか、

「天あま神がみも、今日受検があるが、今回は何も壊すことなく終えるように。学校の器材をよく故障させる雑な奴やつも、成サク功セスしないんだからな」

　と釘くぎを刺された。

「では、地理の№12の講義データを開きなさい。百五十年前の災厄により何が起きたのかの復習とそれからの人類の進サク歩セスについて学習する」

　黒板に映し出された世界地図が汚染され半分近く黒く染められていく様子を見ながらアクビをする。

（まーたこの話か。寝よ。寝よ）





◇◆◆◆◆◆◆






　放課後の教室で、能力検査のない連中が帰っていくのを横目に、持参したサンドイッチで腹ごしらえをする。心なしかいつもよりもよく嚙かんで味わう。

　校舎の外で歓声が上がる。複数の女子の声だ。

　隣の教室にいる女子生徒たちも、

「烏からす丸ま星せい次じ郎ろうが来てるんだって！　見に行こう」

「サクセスマンに呼び出し食らってるんだけど。それ誰？」

「知らないの？　めっちゃイケメンだよ。それに次の次の次くらいに首相になるかも」

「ほんと!?　そっちの方が本当のサクセスじゃん。見に行く！」

　足さばきの基礎もできていないバタバタした音と甲高い声が遠ざかっていく。

　誰もいなくなった教室の窓からグラウンドを見ると、グレースーツの男性が、体たい軀くのいいサングラス男二人を引き連れている。

　できるだけ近寄って見ようとする者。その様子を遠巻きに見る者。何らかの騒ぎが起きたのかと新たに見に来る者。あと、三さんの宮みや美み夜やの姿も見えた。

　女子たちの歓声に手を軽く振って応じながら歩いている烏からす丸まをじっと見ていた。

（それにしても、学校なんかに何しに来たんだろ。未来の有権者へのアピールかな？）

　烏からす丸まの歩き方は悪くない。どころか、体の動かし方を見ても並ではない。

　円えん四し郎ろうは烏からす丸まに少し興味を持ち、ちょっと本気めの殺気を飛ばしてみた。

　すると、烏からす丸まは、円えん四し郎ろうのいる教室の方を見た。円えん四し郎ろうは視線がカチ合わないように窓から遠ざかる。

（そばのボディガードよりもよほど優秀じゃないか）

　ただ、円えん四し郎ろうには自負と確信がある。

（天あま神がみ無刀流に敵は無い）

　円えん四し郎ろうは最後にパセリをムシャムシャ食べると、検査会場に歩を進めた。





◇◆◆◆◆◆◆






　銅色をしたドーム型の体育館。それが検査会場となる。もちろん街の総合体育館よりも機能は上である。床面は液晶パネルのようにスポーツに合わせてデザインを変更できる。何より、床も壁も自己補修機能が付与されている。それらの機能を可能とする高価な魔法実行素子エンチヤントデバイスが建材に組み込まれているのだ。それだけ、ここの生徒が社会的に重要で、そして潜在的暴力性が高いことを物語っている。

　控室にいくと、足あし尾おがいた。

「コレに着替えるニャ」

「お前こんなとこでなにしてんの？」

「サクセス先生に咒幣コインを無心したら、検査アシスタントのバイト頂戴いたしたニャン」

　書類とダイバースーツのようなものを渡される。

「何これ」

「検査用ＥＧエンチヤギアだニャン。力もりもりになるらしいニャ」

「なんか胡う散さん臭くさいな」

　匂いをかごうとすると、

「胡う散さん臭くさくニャいよ。というか、胡う散さん臭くささを鼻の嗅覚で判断するニャンか……」

「いや、夏場の剣道着みたいに臭かったら嫌だろ」

「心配御無用ニャ。全裸で着ないといけないから新品で使い捨てニャ」

　確かに更衣室の前の箱に、脱ぎ捨てられたものが積まれていた。

「もったいないな。もらって売れば結構な額になるんじゃないか」

　円えん四し郎ろうは、検査の説明書類の内容を流し読みして、署名欄に署名と血判を押す。

「三さんの宮みやさんのだったら売れるかもしれニャい。あとで回収するニャ」

　足あし尾おは消毒用エタノールの滲しみた脱脂綿を円えん四し郎ろうに渡す。

「やめておけ。お前ごと燃やされるぞ」

「萌もえ萌もえ、だニャ！」

　足あし尾おはふざけてみせた。

「で三さんの宮みやはもう来てるのか？」

「見てないニャ。違う入り口から入ったようだニャ」

　遠くにあるゴミ箱に血を拭いた脱脂綿を投げ捨てた。美しい放物線を描いて入る。

「天あま神がみ氏やる気だニャ」

「ゴミを捨てただけだろうが」

　円えん四し郎ろうにやる気などない。更衣室にゆき、平常心のまま淡々とＥＧエンチヤギアに着替える。

　関係者以外立ち入り禁止となった、ガランとした廊下で、構内放送が流れるのを待つ。

「三さんの宮みや美み夜やと天あま神がみ円えん四し郎ろうの二名、入場せよ」

　映画館のような分厚い扉を自分で開けて広い検査会場に入る。床に描かれた二つのサークルの一つに入る。

　大型モニタには、生徒二人の名前と各咒まり幣よく使用額のゲージが表記されてある。もちろん今は『ゼロ』である。

　モニタの上、二階席に設けられたガラス張りの部屋には、人影が三つあった。

　検査を担になう専門の教官と、後の二人は第五研究所所長のジョン・ヨハネスブルグと烏からす丸ま星せい次じ郎ろう。

「これはこれは。所長殿がこんな学校まで来るなんて珍しいですね」

　烏からす丸まはそう言って長い前髪を少し搔かき上あげた。

「この学校は研究所の附属機関だからね。ボクは一応責任者なんだよ。生徒を健全に育成する責任があるわけ」

「『健康なモルモットの育成』の間違いでしょう？」

「そうとも言う！」

　烏からす丸まの皮肉にも笑ってそれに乗る余裕が所長にはあった。

「これはどういう検査ですか？」

　検査教官に確認すると、

「主に新型ＥＧエンチヤギアの性能調査と被験者の身体能力調査に併せて、被験者の《特性》を調査するものです」

「《特性》ですか。学生の時は嫌というほど習ったけど、嫌というほど定義が変遷して、学校教育の限界を感じたものですよ。今はどういう定義なんでしょう」

「今もおんなじ感じで、特性という言葉の定義は揺らいでますね。ですから、簡易的に『精霊に咒幣コインを支払って魔術行使する場合の、親和的精霊の種類や方向性』くらいの定義で済ませています。大事なのは、その特性がどの類型にあたるかなので」

　所長が「土水火風の四大類型とハズレ類型・空くうの五つだね」と付け加える。

「なるほど。所長の特性はなんでしたっけ？」

「《金細工師オルフエーヴル》だよ。咒幣コインの基幹術式文言コードを調整する特性だよ。もちろんハズレの『空』だね」

「完全にデスクワーク向きだね」

「だから、高校の頃は、こういう検査で相手にボコボコにされたよ」

　検査教官は「非戦闘型特性の生徒が学校で不遇なのは今も昔も同じですね」と苦笑いした。

「今は立場が逆だけどね」

　烏からす丸まは、

「で、面白い生徒は見つかりましたか？」

「二人とも面白いよ。特に天あま神がみくんは。これ見てご覧よ」

　烏からす丸まは、円えん四し郎ろうの一生涯の消費量を見せられ、一瞬言葉に詰まった。

「ゼロ……。一度も咒幣コインを使ったことがないなんて……」

「びっくりでしょ。しかもこのコが触ると学校の備品は壊れたり機能停止するそうだよ」

「野生児か何かか？　ってもしかしてそれが特性なのか？」

「面白いでしょ。咒幣コインを使わずに特性を発揮してるとしたら」

「奇術師か、野生児か、はたまた、現代咒幣コイン社会を破壊する麒き麟りん児じか……」

　烏からす丸まはそう言って、腕組みをする。窓の下の円えん四し郎ろうの姿をじっと見た。

「相手の女の子も結構面白い子だよ。三さんの宮みや美み夜やって子なんだけど」

「公社会長プレジデントの血縁者だろ。知ってるよ」

「そっち目当てで見に来たんだね」

「もちろん違うさ。一応、『許いい嫁なずけなので見てこい』と言われてはいるがね」

「へぇ。ボクも、若い嫁ほしいなぁ」

「親が決めたことで、私もあの子も迷惑しているところだよ」

「でも、安全管理はしっかりしてるから、ここで死んだりはしないよ。残念でした～」

　所長はおどけてみせた。ときおり見せる所長の幼児性・非社会性は、しかし、周囲には天才性の裏返しとして許容されていた。

「そんな物騒なことは今は考えていないよ」

「うん。じゃあ、本当の物騒な話は後でしよう」




　円えん四し郎ろうは軽く屈伸していると、

「このＥＧエンチヤギア、実験用だけど、従来のより二十％くらい性能が向上してるって知ってた？」

　五メートル先で三さんの宮みや美み夜やが軽くストレッチしながら訊きいてきた。

「初耳だな」

「だから、手加減できずに怪け我がさせたらゴメンね」

　軽く煽あおられる。

　検査自体はまだだが、

（しょうもない戦いはもう始まっているというわけか）

　俊しゆん英えい揃ぞろいのＡクラスの人間が落ちこぼれかけのＤクラスの人間を煽あおるのは別に珍しいことじゃない。Ａクラスどころか、Ｄクラスの生徒は街に出ても煽あおられる。

（でも意外と、怪け我がさせると思って本気で謝ってるのかもな。それはそれで重症だ）

　それでも、

「普通は同じクラスの人間と対戦するはずなのに、なぜなぜどうしてＡクラスの天上人様がＤクラスの下々の人間なんかと一緒に検査する憂うき目めに遭ってるんだろう？」

　棒読み気味で言ってみる。

「……ちょっと手違いが起きただけよ……」

　戦い一般において、戦う直前にダラダラと話せる状況なんてめったにない。天あま神がみ無刀流初級兵ひよう法ほうの実践の格好の場だとばかりに、続ける。

「あれだろ。お前、Ａクラスでもハブられてるんだろ。『ペアになる人～』みたいなのにも入れず、右往左往しているうちに時間が来て、Ｄクラスとやる羽目になったって」

「……違うわよ。……これは対戦表は先生たちが組んだものだし」

「先生も大変だなぁ。哀れな生徒に悟られないよう、色々忖そん度たくしてあげないといけないなんて」

「……忖そん度たくなんてないわよ……」

　三さんの宮みやはストレッチする手を止めてこちらを睨にらむ。

（変な間が空いたということは図星だな……。かわいそうだけど、あと少し煽あおらせてもらおう）

「どうせ、クラスで自分の生まれの良さや能力を鼻にかけてたんだろ。そりゃみんなに避けられるってもんだ」

「Ａクラスに近寄ることもできないＤクラスのあんたが何を知ってるっていうの？」

（知ってるさ。精神的に潔癖で曲がったことが嫌いなんだろ。むしろＡクラスの調子乗ってる連中と対立してるって話は風の噂うわさで聞いてるさ）

「でも、自分が望んでいないのにクラスで孤立してるのは事実だろ。事実から目を背けて耳をふさぎ続けた結果が、俺と今ここにいる現実なんじゃないか？」

「うるさい！　黙って」

　三さんの宮みやは床を一回強く踏みしめた。

（チョロいな、こいつ）

　怒りは客観的認知を歪ゆがませる。距離感、体の動き、判断力すべてに狂いが生じる。数センチ数ミリの差で生死が決まる状況ではそれは致命的である。

　達人同士の争いでは使われない、初級兵ひよう法ほう。容易にそれにハマる相手を弄ぶほど悪趣味じゃない。

　円えん四し郎ろうは、言われたとおり黙ってやる。

　検査担当教官が、

「まず、一般能力検査を始めます。ではＥＧエンチヤギアを使って十分間、またはこちらが制止するまで格闘を行ってください」

　カウントダウンの音。そしてブザーが鳴る。

　礼をする間もなく、三さんの宮みやが突っ込んでくる。

「先手はやるよ。お手並みを拝見するとしよう」

　円えん四し郎ろうはすでに三さんの宮みやとの力の差を見切っていた。

　躊ちゆう躇ちよなく顔面に向けられた三さんの宮みやの正拳突き、左手による手刀、左回し蹴り。右裏拳。踵かかと落とし。右手刀。そしてまた右中段回し蹴りなどなど……。

（ひとつ打っては次。ひとつ打っては次。攻撃の手を緩めない残心の理ことわり。基本はしっかりできているな）

　ただ、三さんの宮みやのいずれの攻撃も空振りに終わっている。

（動きも結構速いけど、新しいＥＧエンチヤギアの性能のおかげかな）

　モニタに映る二本のゲージバー。片方が激しく増えていく。三さんの宮みやの魔力使用量すなわち、咒幣コインの使用額のゲージがモリモリと増えていた。

　その後十秒ほどの連撃は、すべて完全に空振りに終わり、三さんの宮みや自ら少し距離を取った。

「あれれ。もう疲れちゃったのか？」

「新しいＥＧエンチヤギアに慣れてないだけよ」

　ＥＧエンチヤギアのおかげで三さんの宮みやの肉体的疲労はほとんどなかった。にもかかわらず一旦引いたのは、攻撃が当たらないことで溜たまる精神的疲労による。怒りの発散のつもりが、さらなるストレスを溜ためる結果となっていた。

「そっちこそチョロチョロしてないで正々堂々戦いなさいよ」

「チョロチョロしているのはそっちだろ。俺はＥＧエンチヤギアも使ってないし、最初の位置から一歩も動いていないぞ」

　そう言われて三さんの宮みやはようやく円えん四し郎ろうの足元に初期位置のサークルが描かれているのに気づいた。

　三さんの宮みやは何か言い返そうと言葉を絞り出す。

　モニタ上、円えん四し郎ろうの咒幣コイン使用額も全く動いていない。『ゼロ』のままだ。

「ＥＧエンチヤギアを使わないのは規定違反じゃないの？」

　検査教官に聞こえるように言う。そしてそう言いながら、気づく。

　相手に完全に舐なめられている、と。

　検査教官から「ＥＧエンチヤギアを使うように」と指示が出る。

　円えん四し郎ろうはＥＧエンチヤギアを使わないのではない。使えないのだ。

　使った瞬間丸裸、変質者確定なのである。

「金欠でして」

　言い訳をしてみても、

「着替える時に契約書を渡しただろ。検査で使用する分は学校からちゃんと支給されている。どうせ余ったら返却してもらうんだ。存分に使え」

　そう言われてもなぁ、というふうに頭を搔かいた。

「使うまでもないって言いたいの？」

　三さんの宮みやもすでに彼我の力量の差を感じ始めていた。

「絶対使わせてやるんだから」

　三さんの宮みやは、ＥＧエンチヤギアの出力を上げた。ゲージもガツンと上がる。

　三さんの宮みやの中段蹴りをガードした円えん四し郎ろうの体が、初期位置のサークルの外にはじき出される。

　円えん四し郎ろうも困惑していた。

　使わないままだと、三さんの宮みやのプライドを傷つけて恨みを買うかもしれない。

　敵を作るのは、天あま神がみ無刀流の教えに反する。

（検査が続行できないようにしよう、っと）

　円えん四し郎ろうは決断してから速かった。

「ＥＧエンチヤギアを使いたいのはやまやまですが」

　そう言いながら、三さんの宮みやが突いてきた右拳を摑つかむ。

「魔力を供給したものに触るとこうなるんですよ」

　力の流れを利用してグッと身体からだを引き寄せ、そして三さんの宮みやの胸部に掌底突きを入れた。

　三さんの宮みやの身体からだは、検査場の端までふっとぶ。

　三さんの宮みやは立ち上がる。そして異変に気づく。
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　身体からだを覆っていたＥＧエンチヤギアに無数のヒビが入っている。何が起きたか考える間にヒビは広がる。パラパラと崩れていく。

　慌てて胸と下腹部を隠しているのを横目に、

「どうも俺、《破壊》の特性もってるみたいで、俺が使っても多分こうなると思います。裸の学生二人を密室に閉じ込めて何もないわけがないですよね。検査を中止してください」

　検査教官が返事をする前に、

「このままじゃ終われないわ！　特性確定のための、自己端末ノード化検査への移行をお願いします」

「許可します」

「マジかよ」

　三さんの宮みやは、崩れゆくＥＧエンチヤギアのポケットから汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを取り出し、手の甲に浮かぶ聖痕にかざす。

「活性化アクテイベート！」

　聖痕は、この独立学校の生徒なら誰でも持つ。というより聖痕があることが入学の要件である。ただ、聖痕の形は人によって異なり、特性同様類型化はできるが、全く同じものはない。

　赤く小さな巴ともえ模様が円環状に並んだ聖痕は、三さんの宮みやの指令と汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーに触発され虹色に輝く。

　起動した聖痕こそ特別な力の証あかし、すなわち、自分の肉体自体を端末に変え、魔力を直接受容し行使する魔術師たる証明であった。

「私の特性は《炎術士フアイアウイルダー》。蘇そ生せいできる限界まで焼いてあげるわ」

　精霊界とこちらの世界を繫つなぐ聖痕を通じ炎の精霊との交渉を可能にし、炎を自在に操ることができるこの特性は、強力な戦闘力を与えるのは当然として、それ以上に、各種の産業を支える社会的な意義も存在した。すなわち、

「羨ましい特性だ！　就職にも困らなくていいな！　ボイラー会社おすすめだぞ。瞬間湯沸かし器さん」

　三さんの宮みやから放たれた火球を軽く避けながら円えん四し郎ろうはそう茶化す。

　余裕を見せてはいるものの、円えん四し郎ろうも自身の特性を明示して検査できる状況にしなくてはいけなくなった。

「俺に一いつ矢し報いれたら、俺も本気出してやるよ。頑張って俺の尻に火を着けてみろよ」

「言ったわね！」

（同じ場所に居着いては、炎の餌え食じきだな）

　円えん四し郎ろうはここで初めて走った。距離を取り、円弧を描くように走る。

（でも、少し角度をずらすだけでもう当たらない）

　三さんの宮みやのＥＧエンチヤギアはすでにすべて崩れ落ちていたが、その白い裸体を曝さらしはしない。

　炎の衣で身体からだを覆いつつ、間断なく火球を円えん四し郎ろうに放ち続ける。

「面白い衣装だな！　早く俺に当てないと、自分の炎に焼かれるぞ」

「私の炎は私を焼いたりしない。愚か者だけを焼くのよ。お望みなら、頭をチリチリアフロにしてやるわ。口ばっかり達者のようだからＤＪにでもなるのがお似合いよ。さあチョロチョロせずに止まりなさい！」

「ＤＪ、悪くないね。でもあいにく音楽を聞く習慣がないんで、遠慮しておくよ」

「ずっと逃げてばかりだけど、もしかして予算切れ狙ってる？」

（ご名答）

　モニタを一いち瞥べつ。火球を放つたびに加速度的に累積する使用額を確認する。ゲージの棒が何行も積み重なっている。

　ムダ撃ちさせて学校から支給された予算、すなわち魔力が切れるのを待っているものの、その気配がない。

「もうすぐ高級国産車が買えるくらいになるけど、支給額ってそんなに多かったか？」

　これは検査だ。具体的な支給額を知らなくてもある程度は予測がつく。そんなにたくさん出ているわけがない。

「先に言っておくけど、予算なんてとっくに切れてて、自腹切ってるから」

「たかが学校の検査にそこまでするか！　金持ちブルジヨワめ！　こちとらお前に燃やされる前から、台所はいつも火の車なんだよ！　そんな庶民の気持ちも知らないでバカスカと使いやがって。さては腹も乳首も真っ黒だな！」

　三さんの宮みやは小さな爆発を起こした反動を利用し、円えん四し郎ろうの目の前に高速移動する。

「サーモンピンクだけど！」

「鮭サーモン!?」

　脳裏に鮭さけが舞う。三さんの宮みやの思わぬ返答に、円えん四し郎ろうは少し動揺し、三さんの宮みやの拳が円えん四し郎ろうの鼻をかすった。ただ、かすっただけでも威力は生身で殴られたのと同じ。

　衝撃を軽くするため後ろに軽く飛びながら、無意識のカウンターで軽く胸の近くにある経絡を数箇所同時に押しておく。

「どさくさに紛れて、胸触ろうとしたでしょ！」

「そんなつもりねぇよ。お前が変なこと言うから、調子狂ったんだろうが。お前、『サーモンピンク』とか何だよ？　何の色指定だよ……」

「いや、その……」

　三さんの宮みやは自分の発言に改めて赤面する。ごまかすように、

「や、約束どおり、一いつ矢し報いたわよ。あなたの特性みせてちょうだい」

　と円えん四し郎ろうをビシッと指さした。

「俺も修行が足りないな」

　一発もらった自分にがっかりしながら、聖痕のある腕を出す。

　聖痕の紋様は、カニッツァの三角形と呼ばれるもの。欠けのある三つの円が本来ない三角形を錯覚させる模様だ。

　見飽きた模様だが、自分の聖痕を活性化アクテイベートさせる試みは初めてだ。円えん四し郎ろうだけ特別珍しいというわけではない。公的機関の承認なしに勝手に聖痕を活性化アクテイベートさせてはいけない決まりがあるのだ。とはいえ三さんの宮みやのように別件で許可を得てすでに特性の名前まで確定している者もいるし、罰則や監視がゆるいのを奇貨として勝手に自分の特性を確認している者も少なくない。

　もちろん円えん四し郎ろうがルールを守っていたのは律りち儀ぎだから、ではない。

（コレを使うとどうなるか……）

　普段からＥＧエンチヤギアやその他の端末などを意図せずバンバン破壊してきた光景が頭をよぎる。

（朝に壊したミノタウロスみたいになるんじゃないか）

　目が飛び出し、舌をだらしなく口からはみ出す死に様。あるいは自己端末化アクテイベートした途端自分の頭がスイカみたいに破裂。そういった破滅的イメージが頭をよぎる。

（死ぬなら、それもまた運命）

　天あま神がみ無刀流の修行では常に死と隣り合わせであった。

　死を恐れることはあっても、死に怯おびえることはない。

「本当にいいんだな。後悔することになるぞ」

　身構える三さんの宮みや。身を乗り出す教官陣。

　円えん四し郎ろうは左手に刻まれた聖痕に意識を集中させて、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを当てる。

「活性化アクテイベート！」

　普段は動かない汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーが息を吹き返したように稼か働どうする。

　火打ち石の小さな火花が燃え移り次第に大きな炎となるように、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーの加えた僅かな魔力的刺激が聖痕を活性化アクテイベートさせる。カニッツァの三角形が増殖して二重に重なり、星の形を幻出する。

（何か来る！）

　活性化アクテイベートした聖痕から身体からだの中に、血潮よりも熱い何かが駆け抜けた。

　たちまち目の前は黒一色。平衡感覚は絶無。検査教官の「検査中止！」という命令。

　身体からだを締め付けていたＥＧエンチヤギアの触覚が消える。

（俺今、全裸だ）

「ちょっと、何公開してるのよ！」

　くぐもった三さんの宮みやの声。緊急ブザー音。そして無音。

（だから、後悔することになるぞって、言っただろ。主に俺が、だけど）
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　意識を取り戻し、ここが病室であると気づくとほぼ同時に看護師が部屋に入ってきた。

　やたらスカートが短く、サイズが合っていないのかウェアの胸のあたりがパッツパツになって中身が弾はじけ出ないかと思うほどであった。職務の経験は浅そうだったが、人生の経験値は高そうだった。

「ご気分はいかがですか」

「まあまあです」

　と曖昧に返事する。

「遠慮ばっかりして育ってきたのね。かわいそうに」

　看護師は円えん四し郎ろうの顔に胸を押し付けるように抱きしめた。

「患者さんは遠慮しちゃ駄目なんだよ」

「いえ、遠慮とかしてません。大丈夫です」

　看護師の腕からすり抜ける。

（ここはどこだ？）

　窓から外を見る。山側の街の夜景が見えた。

　美しい夜景の帯は、途中で切れている。途切れ目では、生きる物を寄せ付けぬ汚お泥でいが山から海に至るまでへばりつくようにしてマグマのように赤黒く光っている。

　部屋には校章の入った置き時計がある。午後七時半。

　学校の五階にある医務室だとわかる。怪け我がや体調不良と縁遠い円えん四し郎ろうにははじめての場所だ。

　医務室というよりほぼ病院の個室といえた。ナースも配置するとは少し大げさだなと感じたが、流血も珍しくない独立学校の活動からしてコレくらいの施設は当たり前か、とも思う。

「何か気になることとかありますか」

「治療代が気になります」

　冗談と受け取った看護師が笑った。が、円えん四し郎ろうは割と本気だった。

　食費を何日削ろうか。バイト行けなくなった分どうしようか。

　そんなことを考えていると、聴診器をぶら下げた白衣の女性が入ってきた。

「治療代については考えなくていい。学校が出すからな」

「まず患者さんの心配を解いてあげるなんて、お医者様の鑑かがみですね！　先生！」

　看護師が女医を褒ほめ称たたえ抱きしめようとした。女医はさっと、避けた。二人が抱こう抱かれまいと、レスリングのように対たい峙じしている。

「なんで逃げるんですか」

「なんで会うたび、お前の胸で窒息させられそうにならんといかんのだ」

　女医は慣れているのか、巧みに組み伏せ、「いや～ん」と声を出す看護師を聴診器で後ろ手に縛った。

「冗談はこれくらいにして。心配事といえば、どうして意識を失って倒れたのかを説明しないといけないな。どこまで記憶がある？」

「学校で検査があって、格闘の途中までの記憶です。聖痕を活性化アクテイベートさせて、身体からだに魔力を入れたあと記憶がないです」

「倒れた原因について心当たりはあった？」

「俺の特性のせいですかね？　自分まで壊しちゃったかなって……」

「うーん。ハズレね。君の特性は《破壊者》って名付けられてるけど、別に自分を破壊したってわけじゃないから」

「じゃあ、なんですか」

「『先天的咒弊コイン適応不全症候群』って知ってる？　まあ知らないわよね。簡単にどういうことか説明してあげるわ」

　女医がさっと円えん四し郎ろうに紙とペンを差し出した。メモを取れということだと理解する。

「百五十年前、地球の四分の一を汚染した邪精霊・サマエルが降臨したのは知ってるな」

「はい、一応、悪サマ魔エルが黒い汚お泥でいを世界中に撒まき散ちらして、人類の生存可能地域がそれまでの半分以下になったそうで」

「しかし、賢者ミッドブックが悪魔を無害化し咒幣コインに変え世界に平和をもたらした。魔力と通貨の両側面を持つ咒幣コインは、エネルギーと産業の革命をもたらし、今や日常生活において不可欠の存在となった──」

　小学校で習う話だ。女医は続ける。

「だが、この話は少しだけ噓うそがある」

「噓うそ？」

「そう。実は、咒幣コインは完全には無害化されていない」

　円えん四し郎ろうは初耳であった。悪魔由来でも完全無害化されているからこそ人々は安心して使っている。『咒幣コイン』はどの教科にも顔を出し、咒幣コインは無害、咒幣コインは無害と、有害なほど繰り返される。

「自己端末化アクテイベートって誰も常時してないでしょ。長時間することはできないのよ。健常者でもせいぜい二日で精神汚染マインドダウンを起こしてしまう」

「精神汚染マインドダウン？」

「君みたいにぶっ倒れるのさ」

「だから大人は滅多にアクティベートをしないんですね」

　看護師は「大人は思春期ほど色々したくなったりはしないんだよ。思春期はみんなお猿さんだけど」と後ろ手にされたまま、尻を振った。

「思春期の猿をむやみに刺激するな」

　女医は、看護師の尻を蹴った。

　看護師は、ああん、とわざとらしく声を上げた。

「アレルギーというのは知っているだろ？」

　女医は、看護師の口に脱脂綿を詰め込みながら聞いてきた。

「カニとか卵とか、特定の物を食べたら痒かゆくなったりする奴やつですよね」

　看護師が脱脂綿をうまく吐き出し「花粉症とかもね」と追加する。女医は看護師の口封じを諦めた。

「君は、咒幣コインに対してアレルギーを起こす、と思ってもらえればいい。それも、命にかかわるレベルでだ。だから、これから君は自己端末化アクテイベートによる咒幣コインの使用は一切禁止だ」

　看護師が「普通の生活はできるから」と慰めるが、女医は、

「いや、悪いが、今までどおりの生活はできないかもしれない」

　そう言って、円えん四し郎ろうの前に、書類を示した。『退学願』という文字が目に飛び込んでくる。

「なんですか、これ……」

　女医は視線を窓に向ける。

「この独立教育学校インデイペンデント・スクールは、自己ＥＧエンチヤギア化のできる、いわゆる魔術師の強化と健全な育成を目的にした組織だ。つまり──」

　円えん四し郎ろうが自分で、

「実質的に魔術師ではない俺は、この学校にはいられないと……」

　退学処分ではなく、『退学願』を書かせて、角が立たぬよう自主退学をさせるというわけだ。

　看護師は「そんなぁ、ひどいですぅ」と円えん四し郎ろうを抱き寄せた。円えん四し郎ろうはリアクションせず、

「でもまあ、仕方ないですよね。むしろ、今まで学校の備品を壊しまくって退学にならなかった方が不思議なくらいなんで……」

　看護師は「残念だけど落ち込まないでね。学校なんて行かなくても全然幸せになれるんだから」

　そういってさらに強く円えん四し郎ろうを抱きしめ、顔をたわわで柔らかな胸に埋没させる。

（この看護師、感情表現が激し過ぎる……。俺に嫌けん悪お感を抱く経絡でも刺激しておとなしくさせようかな。いや、一般人はあまり刺激しない方がいいか……。もう会うこともないんだし）

　とりあえず、話を終わりにして巨乳から逃れようと、『わかりました。学校はやめます』──。

　そう言いかけた時、病室の扉が勢いよく乱暴に開けられた。

「ダイジョーブ。その心配はありませーん」

　と乱入してきた男が一直線に円えん四し郎ろうのところに来て『退学願』をビリビリと破り捨てる。

　笑顔の絶えないメガネの男にその場にいた者の視線が集まった。

　看護師が「教頭のジョン先生」というと、男はチッチッと指を横に動かし、

「ちょっと違いまーす。特別教頭でーす。こんばんはー」

　看護師が女医にコソコソと「特別教頭ってなんですか」と聞いている。本人に丸聞こえだった。

「校長より偉いですけど、校長よりも責任は負わないずるーい立場なのでーす」

　女医が看護師に「ああ見えても第五研究所のトップだから失礼のないように」と釘くぎを刺した。

　そんなことにかまわず、ジョンは口を開いた。

「あなたが今どーして生きているかごー存知ですか？」

「医ドク者ターたちが頑張ってくれたからでは」

「ちょっと違いまーす。この人たちがしたのはあなたをここに寝かせただけー。あなたが生きているのはボクの先見の明のおかげー」

「そうなんですか」

「そうなんですそうなんです。どうやってか知りたいですか。知りたいですよね。そうですよねー」

　聞いてほしそうだったので円えん四し郎ろうは「はい」と答えた。

「あなたのような『先天的咒弊コイン適応不全症候群』の生徒が出てくることを見越して、検査の前に、強制的に給付した魔力を回収する契約書ギアススクロールを用意していたのでーす」

　円えん四し郎ろうは検査前に渡された文書をまともに読んでいなかったが、

「血判を押した奴やつですか」

「そのとーり。それであなたの体内に入れた咒幣コインは無事回収させていただきーました。ボクの先見の明はすごいでしょー」

「ええ。まぁそうですね」

「咒幣コインの毒性というのは、調べるのが大変むずかしいのでーす。ですから、あなたのような敏感な実験体──いや失礼、生徒がいると将来の研究に役立てることができるのでーす」

　女医が腕組みをしながら、「なるほど。モルモットとして学校に残っても良いということですね」と不満げな顔を浮かべる。ジョンは、

「人聞きの悪い。病気を理由に問答無用で退学にするのは教育機関としていかがなものか～、というだけのことですーよ」

　看護師は「理由なんてどうでもいいじゃないですか。よかったね、円えん四し郎ろうくん」とまたぎゅうぎゅうと円えん四し郎ろうの顔に胸を押し当てるように抱きしめた。

　その間にジョンは、「じゃ、そーゆーことだかーら」と言って出ていった。




　一日くらい様子見で入院してはどうか、というありがたい看護師の提案に首を振り、円えん四し郎ろうは夜道となった帰路をゆく。

　帰路とはいっても、家に帰るのではない。アルバイト先にゆくのだ。

　大遅刻した円えん四し郎ろうを待っていたのは、館たて林ばやしスクラップ興業の社長からの口汚い詰きつ問もんだった。

「今会社がクソ繁忙期だってのに、仕事サボったら状況がどうなるのかわかっとらんのか。百五十年祭のおかげで大型商業施設の建て替えや機材の買い替え需要にアホどもが沸き立ってるというのに。お前みたいなアホのせいで、仕事が遅れてチャンスがパーになったらどう責任とるつもりなんだ」

　修理できない大型機材や建築廃材が積まれた倉庫に社長の声が響き渡る。

「サボる気は全然なかったんですが、病気で倒れたので遅れてしまいました」

「あぁ？　病気？　どうみてもピンピンしてんじゃねぇか。噓うそつくならもっとマシな噓うそを言え」

　本当のことを言っても信じてくれない。この社長は自分で見たものしか信用しない男だった。

「アルバイトだろうが正社員だろうがビジネス感覚を持って働くのは当たり前だろう。そんなことも理解できない薄らトンカチなのか、ああ？　第一、連絡ひとつ入れずにいけしゃあしゃあと顔出しやがって。お前の頭ん中、一体どんなクソッタレた神経が詰まってやがるんだ？」

《破壊者》と名付けられた特性のせいで、通話機器も使えないので連絡できないなんて、言ってもしかたがない。ここはもう、ひたすら、

「すみません」

　と謝る他ないのだ。

「謝ってもらっても金にならん。だからお前には今からそこにある粗大ゴミをゴミ処理場に捨てに行ってこい」

　ひょろりとして気弱な男性従業員・伊い川かわ谷だにさん（三十六歳独身・山口出身）が、「車で積んで持って行ったほうが早いですよ」というが、

「勝手に口挟むんじゃねぇ。それじゃ燃料費もかかるし、こいつへの罰にならんだろうが。作業着の使用は許さんが、大八車くらいは用意してやる。それでゴミ積んで持っていけ」

　伊い川かわ谷だにさんに大八車を用意させた社長は、

「あと金になりそうなもんが見つかったら拾って来い。まあ女でも構わんぞ」

「メス猫がいたら拾いますね」

「獣はいらん」

　円えん四し郎ろうの肩をバンと強めに叩たたき、社長室に姿を消した。




　バイト先から三キロほど離れた辺へん鄙ぴなゴミ処理場にて、月明かりのみを手掛かりにゴミを運び込む。フェンスには『家庭ゴミの投棄禁止』『頭上注意』『危険物の持ち込み禁止』『火気厳禁』などの看板が貼り付けられている。

　粗大ゴミが絶妙なバランスをとってうずたかい山脈を形成していた。

　山の谷間に沿って進む。洗濯機や冷蔵庫といった家庭用咒式装置アプライアンスや廃車以外にも、周囲には重要部分が取り除かれ、使えそうな部材をはぎ取られた巨大な工業用咒式装置アプライアンスの残骸もあった。搬入された痕跡は新しい。

　百五十年祭は管理公社から多くの予算を引き出し、関連企業を潤していた。企業に対する減税政策もあいまって、積極的な設備投資と機材の新陳代謝が行われている証あかしがこの廃棄物というわけである。

「好景気もいつまで続くやら」

　このように大きな廃棄物はトラックで運搬されるものの、小さい廃棄物は転移装置でゴミ処理場に直行である。時折、物が落下してきた音が夜の静けさを破る。小さいといっても一つ数十キロある物もある。

「金床が落ちてくるなんてギャグよしてくれよ。同じギャグなら女の子でも降ってこいってなもんだ」

　そんなバカなこと考えてないで早く帰ろうと、からっぽの大八車のもとに駆け寄ろうとした時、暗い空が急に一段暗くなった。

（なんか降ってきた？）

　素早く逃れようとした円えん四し郎ろうだったが、月光が作り出す影シルエツトに目を丸くした。

「おいおい。女の子の形に見えるんだが！」
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　空を見上げて、影を見る。

「見れば見るほど、人だな！」

　衝撃度の計算は、経験からお手のもの。

　落ちてきたものを受け止め、その瞬間に、あえて膝を折り姿勢を崩す。自分のダメージを尻もち程度の最小限に留とどめる。

「で、そっちは大丈夫か？」

　キャッチされた女の子は口を半開きにしたまま、瞬まばたきひとつせず円えん四し郎ろうの顔を黙って見つめていた。

　金色の髪。菫すみれ色いろの瞳。長いまつ毛。袖に三本のベルトがついた白い拘束着という非日常的な衣服。返事もなく、動かない。空から人間が降ってくるなんて信じられない状況から考えて、

　ただの人形か──。

　放り投げようかと思った時、つるつるした非天然繊維から体温がジワリと伝わってきた。

　とんだ金床だ。

「わざわざ月から来たのか？　お姫様」

　もちろん、ダストシュートとかに落ちたのだろうと予想はついている。

　返事のない女の子をよく見ると、金色の髪の毛にペンダントの鎖が絡からまっていた。円えん四し郎ろうは親切心を出して外してやったが、ペンダントトップに手が触れた時、パキッと破裂したような微小な振動を感じた。

（あ、やっちまったな）

　意図しない破壊。悪気はないし、見た目も変わりはない。知らぬふりをする。

　驚嘆から復帰した女の子は、一言、

「あ、ありがとう」

　と絞り出す。

　立ち上がった少女の目を見て、円えん四し郎ろうは少しドキリとした。

（この目はよくない。この目は、死を覚悟した人間の目だ。それも相当長い間……）

　自殺願望者の暗く物悲しい目ではない。死を運命として受けいれた者の持つ、底の深い、ある種の達観、ある種の開き直りを帯びた明るい目だ。『どんなに弱くても争いの相手に回せば厄介で、味方でもその人のために自分が何かできると期待してはいけない』と、師であった父に教えられた通りの目だった。そしてその目は父の目であり、自分の目でもあった。

「ここはあまり安全な場所じゃないから移動しよう。また女の子が降ってくるかもしれないし」

　女の子は円えん四し郎ろうの冗談にも笑わず、

「大丈夫。精霊が大丈夫だと教えてくれるから」

　とよくわからないことを言った。『精霊』という単語は魔術師特有の単語だ。

　ということは、独立教育学校インデイペンデント・スクールの生徒か、と思うが、

「月へは一人で帰れるかい？」

　軽い冗談で目の雰囲気が変わってくれないか、と心のどこかで叶かなわぬ願いを祈っていた。

　少女は首を横に振り、

「帰るところなんてないよ……」

　まるで空気の中に溶け込んでいくかのような、薄い声だった。

　家出少女。妙なものを抱え込んだものだ、と頭を抱えたくなるが、すぐ対処法が浮かぶ。

　ひとつは、社長のところ。もちろん却下である。なので、

「交番まで送るよ」

　というが、少女は首を振る。

「それよりここはどこ？」

「ここはゴミ処理場の粗大ゴミ置き場さ。落ちたのが粗大ゴミの方でよかったね。もし燃えるゴミの方だったら、今頃消し炭さ。今度地球に来る時は着陸地点も考えないとな」

「うわぁ、外ってこんなふうになってるんだ」

　少女は周囲を楽しそうに見回しながら独り言のように言った。

「いやいや、どこの箱入り娘だよ。まあゴミ箱には入ったんだろうけどさ。というよりゴミ処理場でそんなふうに楽しそうにする奴やつなんて普通いないぞ」

「そうなの？　普通の人はもっと楽しいところ知ってるの？」

「普通の人は、家で楽しく家族と過ごしてるよ」

「じゃあ、あなたの家に行きたい」

　不意を打つ応答に、円えん四し郎ろうは困惑した。そして少女のその目に圧おされ、

「知らない男について行ってもろくなことないぞ。大事なもんを盗とられてしまう」

　駄目だ、とはっきりと断り文句を告げることができなかった。

「わたしには盗とられる物なんてないし、あなたは大丈夫よ。それともわたし、何か盗とられるの？」

「いや、君は安心安全大丈夫だけど、俺が大丈夫じゃない。おまわりさん案件なんだよ」

　実を言うと、警察なんかより大家さんに怒られる方が心配であった。

　女の子を連れ込んで喜ぶ大家などおよそいないだろう。

　それに、好意で部屋をほぼ無料で貸してくれているのだ。激怒とまでいかなくても、機嫌を悪くするようなことも控えたい。

　やはり警察一択だ。

　交番に行こうと告げようと少女を見る。

　少女はさきほどのペンダントをふいに触り始めていた。

「あれ？　これ、壊れてる？」

　ペンダントの飾りがポロポロと崩れていく。

「あ、それは、」

　少女の視線が円えん四し郎ろうに刺さる。

　髪と絡からまっていたのを外した時の感触を思い出す。

「どうやら壊しちゃったみたいだな……。悪かったよ。ゴメンな」

「大事なものなのになぁ。本当に大事なものだったのになぁ」とじっと見てくる。

「わかったよ。俺んちに連れて行ってやるよ」

　ペンダントを壊してしまったのは、申し訳ないし、償いをしないといけないと思ったが、

（まあ、逆に大家さんへの言い訳になるな）

「俺の名前は天あま神がみ円えん四し郎ろう。そっちは？」

「メリル・ヒューストンか、リン・チューリッヒ」

「は？　名前が二つあるの？」

「うん。二つというか二人なの。で今はメリル」

「は？」





◇◆◆◆◆◆◆






　月は南中し、未成年者のうろつく時間ではなくなっていた。今最も輝くのは、はるか先に見えるカジノとその周囲の歓楽街の光。一定の所得が無いと入れないエリアの光が、遠く夜空を照らし、そこに全く縁のない円えん四し郎ろうの帰路を佑たすける。

　ゴミが載っていた大八車。今は少女が乗っている。

　メリルとリンという二つの名前をもつなんて、色々ややこしい事情があるのが明らかだ。

　いわゆる厨ちゆう二に病びようという奴やつか。拘束具もコスプレ的なものだろうか。

　そう思って円えん四し郎ろうは深くは訊きかない。

「外の世界って、なんか広いねー。一度外に出たかったんだよね」

　空想や妄想や、設定。そういった類なのか、摑つかみかねた。

「冗談抜きで、今まで本当に外に出たことがないの？」

「うん」

　気の毒に思う。本当ならばその現実を、噓うそであれば自然に噓うそを吐ける性格を。

「なら、ここよりもいいところを見せてやるよ」

　円えん四し郎ろうが連れて行ったのは、百五十年祭の一般会場だった。

　広大な敷しき地ちに、イベント用のステージ、サーカス小屋、子ども用コースターと、ちょっとした仮設遊園地もできている。

「楽しそうだね」

「前夜祭は特に気合が入ってるらしいぞ」

　咒幣コイン誕生百五十年祭の前夜祭と本祭は祝日だ。

「この日は何買っても税金はかからないし、囚人には恩赦も出て、刑も軽くなるそうだ」

「ふーん」

　二人は中央を突っ切り進んでいく。

「今あそこで作ってるのが観覧車だ。仮設だから高さは低いけどな」

　骨組みだけでまだ資材が置いたままのあたりを指差した。

「観覧車、知ってる。漫画で見た」

「お前が乗る時は、メリルとリンの二人分の料金取られるから注意しろよ」

「そんなぁ」

「冗談だよ」

　メリルは、簡素な観覧車をしばらくじっと見上げた。

「あれって、家族か恋人同士で乗るんだよね」

「そうだろうな。祭りもほとんど、そんな感じだろうよ。家族連れや恋人用レジャーが咒か幣ねを浪費させるのには一番だし」

　円えん四し郎ろうも行く予定はない。

「わたしには家族も恋人もいないから来ちゃいけないのね……」

　メリルは涙を目に溜ためた。

　見知らぬ女の子に、じゃあ一緒に行こう、と誘ったりしない。ましてや家出娘に。

「一人で行ってもいいし、お前可愛かわいいから祭りで恋人もできるかもしれない」

　お世辞は言える性質だが、お世辞ではなかった。メリルは今でも可愛かわいいし将来美人になることは見てとれた。

「うん。絶対恋人作る。新しい家族も作る」

「恋人はともかく新しい家族は間に合わないだろ」

　第一お前まだ子どもだろう？　といいかけて止める。最近の女の子は色々早いのである。

「うわ～。お花がいっぱい。わたし、花好き！」

　花壇が、『祝百五十年』に見えるように植え替えられている。

　会場の周りに広がる道もパレードの行進やバザーの出店のため、当日は交通規制する旨むねを注意する張り紙があちこちに貼られている。

「あとは前夜祭の日に打ち上げ花火も上がるくらいだな」

「花火かぁ。でもわたし、やっぱり見れないだろうなあ」

　さっきの意気込みはもう萎しぼんでいた。

　円えん四し郎ろうは、勝手に盛り上がり勝手に落ち込んだメリルを、近くの旧小麦粉波止場と呼ばれる海浜公園まで大八車で引っ張っていった。

「不思議な匂いがする」

「海の匂いさ。摩ま耶や市は、山と海との間に広がる街だから、海から街全部が見えるんだ。後ろ向いてみろよ」

「うわー、すごーい」

　生存可能都市のなかで最も美しいひとつとされる夜景が眼前に広がる。

「こっちも面白いぞ」

　円えん四し郎ろうは、落ちていた石ころを拾って海に投げた。

　投げられた石に反応して、ウミホタルが海面に青白い淡い光を放ち、ゆっくりと消える。

「すごーい」

　メリルは真ま似ねして石を海に投げては「すごーい」を繰り返す。

　何度も石を投げるうちにウミホタルの反応が徐々に薄れ、とうとうメリルも石を投げる手を止めた。

「疲れた」

「はしゃぎ過ぎだ。忙しい奴やつめ」

「あっちの方、なんか変な色してるけどなんで？」

　メリルは西の方角を指差した。夜景が黒く塗りつぶされたように途切れ、細い道が一本だけ地平線へと伸びていた。暗闇の中、マグマのように仄ほの赤い光が漏れている。

「あそこを境に、汚染されて人が住めない場所になってるんだよ」

　メリルはあまり興味なさそうに「ふーん」といった。

（眠そうだな）

　半分眠りかけているメリルを大八車に乗せてやった。

　しばらく歩き、二階建ての慎つつましやかな白く四角い、似た形の家が四つ、並んでいるのが見えてくる。共有されている庭には、花や野菜が植えられていた。

　土地の乏しい都市においては極めて贅ぜい沢たくな土地の使い方で、高校生が借りるには全く似つかわしくない邸宅であった。

　円えん四し郎ろうはその一番右端の家の扉に慣れた手つきで鍵を差し込む。

　今度こそ本当に家に帰った。




　明かりを灯ともす。自作のランプに自作のライターでつけた。

　土間もなく、靴を脱ぐ必要もない。ホテルスタイル、といっては格好つけすぎだが、調度品はアンティークの一流のものが揃そろっている。むろん、これらは自作ではなく大家の趣味である。

　メリルは目についた緑色のソファにすぐ飛び込み、転がるようにしてはしゃぐ。

「子どもか、おまえは。いくつだよ」

「十三くらいだと思う」

「『思う』って、曖昧だな」

「うん」

　さらに部屋を明るくしてメリルをよく見ると、衣服も髪もホコリや泥で汚れていた。

　メリルが遊んでいるソファを見ると、もう泥がついて汚れていた。

「あまりあちこち触って汚したら、俺が大家さんに怒られる。きれい好きだから」

「オーヤさんって男の人？」

「いや、女の人だ。言っておくが、人の名前じゃないぞ。この家の持ち主で俺に部屋を貸してくれている人だ」

「オーヤのおばさんに怒られるんだ」

　メリルは更に飾り棚をいじろうとする。

「やめろ」

　首根っこを摑つかんで遠ざける。

　メリルは「おばさん、おばさん、𠮟られるー」と歌いながらぐるぐる回っている。

「近所迷惑だからもう歌うのやめろ。あとで大家さんに会っても『おばさん』なんて言うなよ。『お姉さん』と言わないとただじゃ済まないからな。それから風ふ呂ろ沸かすから入れ」

「えー。お風ふ呂ろに入っても楽しくない」

　そして不満を言うようにメリルの腹が鳴った。

「風ふ呂ろから上がったら、軽く何か食わせてやるよ」

「その後、色々楽しいことあったりする？」

　円えん四し郎ろうは子どもの頃から天あま神がみ流の修行ばかりで遊ぶ習慣なく育ってきた。遊びというものを知らない。楽しいこと、と言われても何をすればいいかわからない。

「できることはしてやるよ」

　と適当にいう。

「じゃあ、入る。円えん四し郎ろうも泥だらけ。一緒にシャワー入る？」

　応答を待つ表情からは、人をからかっている様子はうかがえない。

「遠慮しておくよ。お前の着替えの用意もしないといけないしな」

　風ふ呂ろの場所を教えた後、来客用のパジャマを大家さんの部屋のタンスから持ち出す。

（サイズはガバガバだろうけど、無いよりマシだろ）

　そのパジャマとタオルを置こうと脱衣所に戻ってきたが、メリルは服もまだ脱がずに棒立ちになっていた。

「なんだ？　虫でもいたか？」

「この服、一人じゃ脱げない」

「は？　いつもどうやってるんだよ」

「いつもは身の回りの世話をしてくれる人がやってくれる」

「どこのお嬢様だよ」

「早くぅ。まず後ろにあるボタンを外して、出てきたジッパーを開けて、それから」

「一度に言うな」

　メリルは手を横に広げる。拘束服のような衣装は組木細工のように複雑で、確かに一人で脱ぐのは難しい構造であった。

（このロックさえ外れれば……）

　半ば強引に生地を引っ張ったところ、バンッ、バリッという音とともに、バサッと急に服が床に落ちた。

　裸身の前面の全面が目の前に現れる。

「あっ」

　メリルが胸を隠したと同時に、円えん四し郎ろうはメリルの身体からだをグルリ半回転させる。

　期せずして全身を見ることになった円えん四し郎ろうは、

「せ、聖痕はないな」

　まるで最初から聖痕を確認するためだったかのように言うと、

「おでこにあるけど、消してるの」

　検査の時もそうだし、こんなことで少し慌ててしまう自分に呆あきれる。

　もっと異性になれた方がいいかもしれない、と思うが面倒くささが勝つ。

　円えん四し郎ろうの、絶対距離感とも言うべき鋭い感覚は、その間も無意識にメリルのサイズ感を把握していた。

　頭に『金床』の文字がよぎる。

「わたし、裸になった後、何が起きるか知ってるよ」

「なんだ言ってみろ」

「なんか、雄しべと雌しべの説明が出てきて──」

「うん。お前が何で情報を得たか知らんけど、そんな説明シーンは出てこないから。その後ベッドの上で窓の外でスズメが鳴くのを二人で聴くシーン、とかもないからな」

「え、そんなのもあるの？」

　円えん四し郎ろうの方を向こうとするメリルの頭を押さえ、

「だから無いって言ってるだろ。早く風ふ呂ろに入れ」

　肩を摑つかんで風ふ呂ろ場へ誘導する。

　蛇口をひねる音に続き、シャワーの音がする。湯気の気配もちゃんとある。

（俺が使うと水しか出ないけどな）

　水が出ればマシな方で、水すら出ないこともある。

　同様に洗濯機も円えん四し郎ろうは使えない。というより、大家さんから「触らないで」と言われているので、大家さんがいない今日のような日は、洗濯板と石せつ鹼けんで手洗いである。

（下着を着ていないのには驚いたけど、逆によかったな）

　一部引き裂いてしまった拘束服を洗面台でガシガシと洗って脱水、そして部屋干し。

　それが終わって二階の自室で着替え、一階のリビングダイニングに戻ってきた時、玄関の呼び鈴が鳴った。




　女の声で、

「夜分遅くに失礼します。私、天あま神がみ円えん四し郎ろうくんと同級生の三さんの宮みやと申します」

　円えん四し郎ろうが「よう」と言いながらドアを開けると、

「何だ。本人か。緊張して損した」

「何だとは何だ。そして何だ？　こんな時間に。夜よ這ばいか？」

　美み夜やは、顔を真っ赤にして、

「ち、違うわよ。玄関から夜よ這ばいするバカなんていないでしょ！」

「俺は夜よ這ばいなんかしたことないから知らないけど。そうなの？」

「知らないわよ！　あんたが無事かどうか心配で、見に来たの！」

　円えん四し郎ろうは頭を搔かいた。

「あー。俺も色々謝ることあるから、まず中に入れよ。茶でも出すよ」

　美み夜やは、一瞬返事に詰まったが、

「そうね。お茶も飲まずに帰るのも失礼かもしれないわね。じゃ、一杯だけですぐ帰るわ」

「そうしてくれると助かる。俺もまだ色々やることが残ってるんだ」

　ソファに案内し、湯をカセットガスコンロで沸かそうとしていると、

「は？　なんでそんなの使ってるの？」

「もちろん魔力のコンロの方が割安だし使いたいけど、変な《破壊者》って特性あるから使えないんだよ。下手すると今日お前のＥＧエンチヤギア壊したみたいになるんだよ」

「能力のコントロールできるんじゃないの？」

「できない。俺は汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーすら使えない」

　円えん四し郎ろうは、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを見せた。

　画面はグルグルと不規則な表示を繰り返してバグっていた。

　美み夜やは、理解が追いつかず、しばらく呆ぼう然ぜんとした。

　消費生活や労働、日常生活においても、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーの使用はほぼ必須だ。通貨で魔力たる咒幣コインは美み夜やからすれば水や空気と同等で、それなしに飄ひよう々ひようとしている円えん四し郎ろうは、霞かすみを食べて生活している仙人も同然であった。

「そんなの買い物ひとつするのも大変じゃない！」

「買い物なんて基本しないけど、まあなんとかなるよ」

「まともな日常生活送れてないじゃない。って、この明かり、ランプ!?　家族の助けとかないの？」

「家族はいない。親戚もいないかな。たぶん。天涯孤独って奴やつだよ。まあ大家さんが手伝ってくれるし、大抵は自分でなんとかできるし」

「ふーん」

　美み夜やは、円えん四し郎ろうの生活が想像を超え過ぎていて、考えるのをやめた。

「で、俺の日常生活まで心配してくれるのか」

「私は、あんたが倒れたのが私のせいなんじゃないかって思って、わ・た・し・の心配をして見に来たのよ」

「そうか、別に俺のことが頭から離れないとか、気になって仕方がないとか、そういう症状に悩まされてるわけじゃないんだな？」

「そ、そんなわけないじゃない。私には許いい婚なずけがちゃんといるし。自意識過剰にもほどが有るわよ」

　美み夜やは手振りを激しくして、そして糾弾するように人差し指を円えん四し郎ろうに向けた。

「人間には様々な経絡があるのさ。体を不動状態にする経絡もあれば、筋力を一時的に強化する経絡もある。こんなふうにな」

　円えん四し郎ろうは美み夜やの腕を指が食い込むほどグイと摑つかんだ。

「えっ」

　美み夜やの視界が真っ暗になり、身構えた。

「一時的に視力を奪う経絡だよ」

　円えん四し郎ろうは腕の同じ場所を刺激すると、視界が戻った。美み夜やは驚き、息を吞のむしかなかった。

「検査戦でお前に一発殴られたとき、カウンターで手近な経絡をいくつか押したんだよ。無意識だったから、効果を狙っていたわけじゃないけど、後から考えたら、その組み合わせが『今眼めの前まえにいる人間を好きになる』パターンだったような気がしてな。違ってたなら別に構わんけど」

「身体からだを何箇所か押しただけで心を操れるわけないでしょ。そんなのできるわけ、ないでしょ？」

「脳だって身体からだの一部さ。信じられないなら、今グイッとその『想おもうツボ』を押してやってもいいけど」

　証明しようと、下心なく、美み夜やの胸に手を伸ばそうとすると、美み夜やは後ろに飛とび退のいた。

「か、仮によ、心を操る方法があるとして、解除する方法もあるんでしょ？」

「残念だけど、すぐに解除する方法は無いな。まあ、三年くらいで効果は自然消滅するはずだ」

「さ、三年!?　いや、信じてないけど、信じてないけど、どうしてくれるの！」

「別に、そんな効果出てないんだろ？」

「そ、そうよ。別にあんたのことなんてなんとも思ってないよ。そんな荒唐無稽な話は、どうでもいいわ。結局、あんたは私のせいでぶっ倒れたわけじゃないってことでいいのね」

「その点は安心してくれ。あれは俺の完全なる自爆だ」

「自爆？　自分の《破壊者》って特性で自己破壊したってこと？」

「いや、どうもそうじゃなくて、俺の体はアレルギーみたいに受け付けないらしい」

「あー。『先天的咒弊コイン適応不全症候群』ね」

「知ってるのか」

「そういうのがあるって、どこかで聞いたから」

　格差というのはカネだけでなく情報についても存在するのである。

「つまり、まとめると、倒れたのは『先天的咒弊コイン適応不全症候群』のせい。検査の時、自分のＥＧエンチヤギアスーツに魔力供給しなかったのは、私を侮あなどってたんじゃなくて、単に使えなかったからなのね」

（まあ、舐なめていたけど）

「そう。ＥＧエンチヤギアの服なんて、俺が使うと真まっ裸ぱだかだ。あんな感じで──って」

　メリルが一糸まとわぬ姿で、風ふ呂ろ場から出てきていた。

「服を着ろっ」

　円えん四し郎ろうは慌てて、メリルを風ふ呂ろ場に押し込める。

「脱がせたんだから、着せてよぉ」

　風ふ呂ろ場のドアを押さえる円えん四し郎ろうの背中を、扉の裏からドンドンとメリルが叩たたく。美み夜やは、

「脱がせたぁ？」

　険しい顔をして円えん四し郎ろうをドアに壁ドンするように追い詰める。

「いや、誤解だ」

「誤解も何も現行犯」

「このこは親戚の子で、」

　と言い訳をしたが、

「さっき、『親戚はいない』って聞いた」

　しまった、と目をそらす。

「お、俺は何もしてない」

　メリルが風ふ呂ろ場から「上がったら、色々楽しいことしてくれるって言ったじゃない。もしかして、雄しべと雌しべをくっつけて、朝ハダカで一緒に鳥の声を聞くんでしょ」

「頼むから、これ以上火に油を注がないでくれ！」

　美み夜やが、

「子供に、いたずらしようとするなんて、この犯罪者ロリコンが！」

「誤解し過ぎ！　第一、ロリコンは犯罪者じゃない。あと俺はロリコンでもない。犯罪者でもない」

　メリルは「きゃはは、円えん四し郎ろうがおばさんに怒られてる」

「お、おばさん!?」

　メリルにとって、新たにこの家に登場した人間を、大家と即判断するのは自然であった。

「円えん四し郎ろうが言ってた通り、おばさん、超怖い！」

　美み夜やは、円えん四し郎ろうをにらみつける。そして、平手でビンタしてきた。

　よけたらややこしくなる奴やつだ、とビンタの痛みに耐えた。

　メリルが「円えん四し郎ろう、大家さんにいじめられてるの？」と訊きく。

「たぶん嫉妬してるんだよ」

「ち、違うから」

　美み夜やは円えん四し郎ろうから離れる。

「よ、夜も深いし、今日のところは帰るけど、私は、大家でもないし、いじめてもないから。嫉妬なんか絶対してないから。そこんとこはちゃんと誤解を解いておいてよ」

　逃げるように出て行った。

「いや、お前の誤解も解いておけよ」

　円えん四し郎ろうのつぶやきはもちろん届かなかった。ポットの湯が沸く。

「茶も飲まずに帰るのは失礼、なんじゃないのかよ」
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「なんか、おなか空いたなぁ」

　襟ぐりの穴から体がすぽんと抜けそうなくらいガバガバなパジャマを着たメリルがいう。

「大したものは作れないが、ちょっと待ってろ」

　とりあえず、美み夜やが口をつけなかった茶をメリルに出し、円えん四し郎ろうは冷蔵庫から食材を取り出す。あらかじめ低温加熱してタレに漬けておいた豚肉である。

（あまり食べ過ぎても寝付けないだろうし、二人で一人分という感じでいいか）

　肉をビニール袋に入れて湯煎で熱している間に、野菜を洗い、

（天あま神がみ無刀流っていっても、刃物は使えるんだぜ）

　と、円えん四し郎ろうは巧みにサラダにする。

「早わざだねぇ」

　メリルは「おっなかすいた。おっなかすいたぁ」と箸をドラムスティックにしてテーブルを叩たたいている。

　肉を切り分け皿に盛ると、メリルから箸を取り上げ、できた料理を並べた。メリルの分は美しく盛り付け、自分の分は適当な盛り付けだ。

　円えん四し郎ろうが席に着く前にメリルは食事にがっつき始めていた。

「おいしい。おいしい。何これ、おいしい。世界でイチバンおいしい料理だよ」

「天あま神がみ流は、料理においても、敵無しだからな」

　円えん四し郎ろうのことなど興味はないというふうにメリルは料理にだけ集中している。とはいえ、円えん四し郎ろうは悪い気はしていなかった。

「こんな素晴らしい料理が作れるなんて、わたしの専属料理人にしてあげるよ」

「謎の上から目線が気になるが、それだけ喜んでもらえれば何よりだよ」

（雇ってもらっても数日で解雇だろうけどな）

　円えん四し郎ろうは、すでに料理人の仕事を一度ならず解雇されている。調理器具を破壊するからだ。

「で、この丸いのは何？」

「炊飯器が使えないから、ご飯の代わりにパンケーキを作った。砂糖は入っていない」

　メリルは砂糖抜きのパンケーキを二口ほど食べただけで、感想は言わなかった。

「お気に召さないなら、これをかけた方がいいか？」

　メープルシロップをパンケーキにかけてやる。

　仕方なさそうに口に運んだ瞬間、メリルの頰が緩み、

「これは、間違いなく世界でイチバンおいしい料理だよ」

「一瞬で世界イチ更新したな」

「この奇跡の液体、なんて名前なの？」

　テーブルに置いていた茶色い瓶を指差す。

「これはシロップ。メープルシロップだよ」

　メリルから離れて台所で調理の後片付けをしている間、メリルは、ドボドボとメープルシロップをパンケーキに注いでは、満面の笑みで口に運んだ。

「パンケーキ。そうか、君はメープルシロップを受け取めるために生まれてきたんだね」

「たぶん、違うと思うぞ」

　しばらくして、メリルは、ペットでも死んだかのような暗い声で、

「メープルシロップ……。どうして消えてしまったんだろう」

　空の瓶を握りしめ、円えん四し郎ろうをじっと見た。

「そりゃ、お前が全部食ったからだろう。なんで『勝手に無くなった』感を醸かもしてるんだよ」

「あー。これは、リンにも残してあげたかった。でも全部食べてしまった。あーあーあーあー」

　メリルは何かと戦うかのように激しく首を振った。

「ん？　どうした？　喉にでも詰まったのか？」

　メリルの身体からだは一度テーブルに突っ伏す。円えん四し郎ろうが、大丈夫か、と駆け寄ると、

「無論、大丈夫だ。あれれ。ボクの分はあまり残っていないじゃないか」

　丁寧に「いただきます」と手を合わせてから食事を再開した。それまで使っていた箸ではなく、フォークとナイフに持ち替えている。

「『ボク』？」

　急に一人称が変わり困惑する。

「聞いていなかったかい？　ボクたちは、二人いるんだよ。ボクはリン・チューリッヒ」

「急にどうしたんだ？　そんなにこの肉、傷んでたかな？」

　いつのまにか冷蔵庫が壊れていたのではないかと円えん四し郎ろうは訝いぶかったが、

「メリルはボクと違ってバカだから、難しいことに直面したり混乱したり、感情が昂たかぶったりすると、意識を失ってしまうんだ。その後ボクの登場というわけだよ。ククク」

「って、お前、髪の毛の色が変わってる」

　金色の髪が、メッキが剝げるように銀色に変わっていく。

「別に君の料理がおいしいあまりに髪の毛の色が変わったわけじゃないよ。金色なのはメリルがその色が好きだから、アイツ昔に咒じゆ術じゆつを使って色を金に染めたんだ。ボクはそんな趣味は無いから元々の髪色に戻ったというわけさ」
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「本当に、二重人格、なのか？」

「まあね。正確には、ひとつの体に二つの魂が入っている、二重魂だね」

「信じがたいが、本当にそうみたいだな」

　円えん四し郎ろうがそういうと、

「意外と素直に受け入れるんだね。やはり、ボクの方がメリルより三倍可愛かわいいからね」

「見た目の差は微差だぞ」

　微差。つまり差はある。絶対距離感からして、微妙にメリルとリンは胸のサイズが違う。

（リンの方が五ミリ平たい、なんて言えないな。我ながらキモいからな）

　そこでもうひとつの違いを指摘する。

「文字通りお前の目はメリルの目と違う」

「『目』？　眼球は変わらないはずだけど」

「メリルの目は、その、もっとこう、深いんだ」

　メリルの眼めの奥にはあった、死を受け入れた者固有の深い何かが、リンと称する少女の眼めには決定的に欠けていた。

「非論理的な説明で到底同意できないけど、結論としては間違っていないから良しとしよう。というか、メリルの奴やつ、ボクに全然残してくれてないじゃないか。すまないが、おかわりはあるかい」

「肉はもう無い」

「ちっ。本当に割り算のできない奴やつだ、メリルは。キミも明日から食事は一人分を半分に分けておいてくれ」

「いや、待て。明日からって、明日すぐ帰れよ。心配してる家族とかいるだろ。あの拘束服からして、病院から抜け出してきたんだろ？」

「……病院からは抜け出していない。確かにボクには母様がいる。ちなみにメリルにはいない」

「で、家出娘よ。家出をした理由はなんだ？」

「そんな重大なことは、信頼できる人間にしか言えないな。キミはボクの信頼を勝ち得ていない以上教えてやるわけにはいかんのだよ。まあ一週間ほどここにいさせてもらえれば教えてやらんこともないが」

「いや、そう上から目線で言われてもな。単に家出の理由によっては、ここにいさせてやってもいいかなぁ、と思ったから聞いただけで、言いたくなければ言わなくてもいいけど、朝には学校経由で保護依頼届とか出すからな」

「うむ。それは困る。ただ、キミにもメリットがないとダメということだね。じゃあ、どうだろう。一週間ここにいさせてもらえたら、キミの破壊的な特性の原因と対策を教えてやろう」

「!?　どうして俺の特性を知ってるんだ？」

「そんなのは初歩的な推理だよ」

「名探偵なセリフだな」

「この家の照明は油のランプだし、キッチンにコンロがあるにもかかわらず、カセットボンベ式のコンロを出している。これらは魔力を使わない原始的なものだ。普通こんなものを使う奴やつはいない。使えない奴やつを除いて。まあそれより何より、ボクのペンダントを壊してくれたのが決定的だけど」

　リンは首からさげたペンダントを指した。

「これは、ボクたちの位置を教える発信機だ。まあ別の役割もあるのだけど。ともかく、物理力で壊れる代物じゃない。かといってわざと壊したふうにも見えない。とするとキミはデバイスを壊す原理を自分で把握していない、ということはおバカさんでもわかることだ。つまりわかることがわからなかったキミはおバカさんということだ」

「おバカさんでもなんとでも呼んでくれてかまわないから、教えてくれ。なんで触ったものを故障させちまうのかを」

「だからおバカさんというのだ。そんなことすぐ教えたら追い出されるかもしれないじゃないか」

「そんなことしねぇよ」

「慌てるおサルはもらいが少ないのだよ、アメデオ」

「円えん四し郎ろうだ」

「一週間ほどここにいさせてもらえれば、その恩に報いて教えてあげるよ。メリルが調べて、ボクが教え……る……くっ。もう交代……か……」

　リンはそういうとまたもやテーブルに突っ伏す。

「なんだよ、今教えてくれよ」

　寝息を立てている。揺すっても起きない。

　しかたなく少女を二階自室のベッドに寝かせる。

　円えん四し郎ろうは一階のソファで寝ることにした。
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　リンとメリルはまどろみの中にいた。

　二人はひとつの身体からだにいるので、どちらかの意識が覚醒している時は会話ができない。ただ夢の中のわずかな時間のみコミュニケーションが取れた。

「ノープランで研究所を出たのはメリルらしいけど、全くグッジョブだよ」

「えっへん」

「所長の企たくらみは、ボクたちがいなければ実行不可能だからね。逃げ続けることが邪魔することにつながる。メリルは安心してしまっているようだけど、研究所から逃げるのはそんなに簡単じゃないんだよ」

「そうなの？」

「そりゃこの街の支配者だからね。ただ、ボクらには『時間』という味方がいる。時間が来ればボクたちは死ぬんだから」

「ひとつの身体からだに二つの魂なんて状態はそう長く持ちこたえられないって話だったね」

「ただ、メリルと違って、ボクはやすやすと死ぬつもりはない。つまりボクがメリルの身体からだを完全に譲ってもらうには、研究所の協力が必要だ。だから戻らないといけない。その矛盾の中にボクたちは立たされている」

「うーん？」

「確かに、研究所に戻ろうと戻るまいと、メリルの運命はどう転んでも変わらないね。訂正しよう。ボクがこの矛盾をどうにかしないといけない」

「そうだねー」

「とすると、所長の研究だけをうまく阻止すればいいわけだ」

「そうなのかー」

「円えん四し郎ろうとかいうのに匿かくまってもらう間に作戦を練ろう」

「でもあの人、すぐ死んじゃうよー」

「病気なのか？」

「円えん四し郎ろうはね、自分のいのちを切り売りしてるの。だからすごい力持ちなんだー」

「精霊に咒幣コインじゃなくて、直接生命力を売っているのか。いつまで保つんだ？」

「長くてもリンのお母さんくらいまでには死ぬよー」

「その半分と見積もっても、二十歳くらい。ならこっちには関係ない。それより生命力を直接使うなんてのは、百五十年前以前の原始魔術だ……。今はもう存在しないはずだけど。メリルの言うことが事実なら、ボクの見立てでは、円えん四し郎ろうは、ボクたちの運命を変える可能性を持っているかもしれないぞ」

「わっかんない。ふふふ。いろいろ大変だねぇ」

「他ひ人と事ごとのように言うんだね。メリルだって、犬死にとかムダ死にとかはしたくないんだろ？」

「でも、そうなっちゃうよね」

「ま、ボクが生きるだけでも、ムダ死になんかじゃないんだから」

「えーそんなの、ほとんどムダ死にと同じだとおもうな」

「言ってくれるじゃないか。でも、ボクにとってはその誤差が大事なのさ。だから協力してくれよ。人格制御のペンダントを壊されたせいでボクはあまり表に出られないからね」

「何を協力すればいいの？」

「当面は、円えん四し郎ろうが信用できるかだ。運命を変えてくれる、って言っても悪い方に変えられちゃ困るからね」

「ダイジョーブだと思うよ。ゴハン、おいしかったし」

「ああ、確かに料理はおいしかった。だが、信用できるかは別だ」

「じゃあどうするの？」

「人間の欲望の中心にあるのは経済的利益だよ。つまりは人は金で動く。大金を目の前にしてどうなるか、試してみようと思う。そんなことで心が動く人間なら、ボクたちを簡単に売るだろうからね」

「精霊も大丈夫って言ってるし、気のせいだと思うよ」

「メリルがすべての精霊と交渉できる《交渉人タフネゴシエーター》の特性をもつのは承知してるけど、せっかくの特性をうまく使えないのが玉にキズだ。つまり、メリルは交渉が下手くそなんだよ」

「だってー難しいことわからないし」

「その特性があるなら、本当はありとあらゆる術が使えるはずなのに、精霊と雑談する以外なーんにもできないなんて信じられないよ」

「何もできないなんてことはないよ。傷を消したり髪の毛の色を変えたりできるよ。噓うそを見破ることもできるもん」

「そんなのはキミの本来の能力からすればゴミみたいなもんさ」

「ゴミー」

「ダストシュートに捨てても構わないくらいさ」

「プンプン」

「そう怒るなよ。ボクたちが一緒にいられるのはそう長くないんだから」





◇◇◆◆◆◆◆






「今日も生きている」

　天あま神がみ無刀流継承者は、過去すべて短命であった。円えん四し郎ろうもそれを知っている。生命力というべき生き物が持つ根源的力を消費しているからだとも推察できている。

　コントロールさえできれば多少は長く生きられるはず。貴重な時間を削って学校に行くのはその手がかり、足がかりを得るためでもあった。

　朝の瞑めい想そうと、体の動作確認というべき軽い体操をした後、円えん四し郎ろうの部屋で寝るメリルを揺さぶる。

「俺は学校に行くからな。部屋でいたずらするなよ。たぶん今日大家さん帰ってくるから」

　寝ぼけているメリルは、「パンケーキ、おかわりー」と話が嚙かみ合あわない。そして再び寝た。

「寝てる時も飯食ってるのか？」

　そうつぶやきながら制服に着替えて学校へゆく。

「放置しておいたけど、まあ大丈夫だろ。置き手紙もしておいたし」




　円えん四し郎ろうが家を出てしばらくした頃、家の前に高級スポーツカーが停とまった。トランクケースを持って降りてきたのは、ツバの広い帽子をかぶった、ワンピース姿の女性であった。この家の大家、紙かみ屋や茉ま莉りである。車を運転していた女性は彼女の同級生で、窓から首を出して、

「今日はお疲れ様。『コインバレーの貴婦人』」

　と、いたずらっぽく言った。

「その呼び名やめて。恥ずかしいし、まだ十八なのに『貴婦人』なんて言われて嬉うれしくないわ」

「茉ま莉りは雰囲気が落ち着いてるから、未亡人って感じがするのよ」

「勝手に架空の旦那殺さないでよ。もう知らないわ」

「今夜も神社で何かあるみたいだけど、行く？」

「今回は遠慮しておくわ。じゃ、送ってくれてありがとう。気をつけてね」

　去る自動車を、軽く手を振りながら見送る。

　玄関を開けた瞬間から、室内に違和感を覚えた。耳を澄ますとキッチンでガサガサ音がする。

　トランクケースを静かに床に置き、代わりに箒ほうきを握りしめる。

　おそるおそるキッチンを覗のぞくと、金色の髪の少女が冷蔵庫を物色しているのが目に入った。パジャマも見覚えがあった。

「どうしたの？」

　少女に話しかけると、

「今度こそ大家のおばさん！」

「『おばさん』かぁ。貴婦人と言われるよりもキツイわね……。でも大家と知っているということは、円えん四し郎ろうくんのお友達かしら」

「うん。円えん四し郎ろうはわたしの専属料理人だから」

　ちょっと理解しがたいが、不法侵入者ではないとはわかった。

「お腹なか空いてるの？　じゃあ、ちょっと待っててね。メイク落とすから。あと、あなたもお着替えしましょう。それから作って差し上げるわ。料理の腕は円えん四し郎ろうくんほどじゃないけれど」

「ありがとう。大家のおばさん！」

「私は紙かみ屋や茉ま莉り。茉ま莉りと呼んでいただけると嬉うれしいわ。あとお腹なかが一杯になったら、今日頂いた楽しいご本を一緒に見ましょうね。うふふふふ」




　授業が終わり、バイトもないその日、メリルが少し気になり家路を急いでいた円えん四し郎ろうは、近道を通ることにした。

　円えん四し郎ろうの通学路上にあるのは、大まかに３つのエリア、すなわち、学校のある人工島、その対岸の高所得者層地域、家がある所得中間層地域だが、貧困層の集まる場所がまだら状に点在する。大抵は相続問題などで所有者不明となり塩漬けになった土地に不法占拠者が居座り、無断で増築改築を繰り返した、鵺ぬえのような建物に大量の貧困者が集まって、ある種の町のようなものができあがってしまったものだ。

　そして、そんな一画に入ってすぐ、円えん四し郎ろうの背中に銃が突きつけられた。両手を挙げ、それとなく相手を見る。フードをかぶった女だ。

「ここがなんて呼ばれているか知ってる？」

　女が言った。

「竜宮城、だろ」

「そう。行けば最後。まともには戻れない」

　背を押される形でエリアの奥へと誘導される。

　建物で使われているのは粗末な燃料なのだろう。いくつかの窓からは煤ばい煙えんが流れ出ている。ただでさえ入り組んだ建物に、さまざまな煤ばい塵じんや鳥の糞フン・産うぶ毛げがこびりついている。屋上には鳥たちも住んでいるのだ。

「でもこんなところにも、百五十年祭の飾りがあるんだな。咒幣コイン様は偉大だぜ」

　表の街の賑にぎわいに引きずられるように、竜宮城にも安っぽい照明とどこかから盗んできた垂れ幕で、咒幣コイン誕生百五十周年を祝っている。

「咒か幣ねならないぞ」

「知ってる。命が惜しかったら、学校を辞めてくれない？」

「そんなことで命が買えるなんて、なかなか優しい強盗だな。だが、学校を辞めるのは、ちょっと無理な相談だな。あの学校は調べ物するのにちょうどいいし、俺みたいな端末もろくに使えない不審者は、学生の身分が無いと生きにくいのさ。不審者同士仲良くしようぜ、三さんの宮みや」

　円えん四し郎ろうは背に銃を突きつけられているのも構わず、振り向いた。

「誰が仲良くなんか」

「じゃあ、撃つか？」

　美み夜やが握る銃に自分の胸を押し当てる。戸惑いを隠せない美み夜やの瞳をじっと見つめてやる。美み夜やは視線に耐え切れず目を逸そらした。頰が紅潮し目に涙を溜ためていた。

　美み夜やは震えていた。銃を持つ手だけでなく、全身が震えていた。

　円えん四し郎ろうの低い口調に、美み夜や自身が窮地に陥る展開に思い至らせ、殺す覚悟の乏しさを自覚せざるを得なかった。

　震えながら、美み夜やは言った。

「私には、親が決めた婚約者がいてね。これまで正直相手が誰でもどうでも良かったのよ。その人と結婚することが決まっているなら、恋愛とか興味ないし、煩わしいこと考えずにいられるから。でも、あんたが変なことして、頭の中ぐちゃぐちゃにするから、このままじゃ絶対結婚できないじゃない！」

「『想おもうツボ』がよっぽど効いたみたいだな。俺なんかのことで頭の中いっぱいか。使ったことのない技グリツチだけど、そんなに効くとはな」

「だから、あなたを殺す」

　美み夜やは顔を赤くして円えん四し郎ろうを睨にらんだ。

「俺を殺しても、治りはしない。逆に一生俺のことを考え続けることになるだけさ」

「どうして好きでもないあんたのことばかり考えて生きないといけないのよ！　どうしてくれるのよ」

　銃を握る手に力が入った。

「知らねぇよ」

　円えん四し郎ろうは、美み夜やの左胸を鷲わし摑づかみにして、検査戦の時と同じ位置の経絡を、検査戦の時よりも強く刺激した。

「Ａクラスの俊しゆん英えいなら、俺の技くらい軽く超えてみせろ」

　円えん四し郎ろうが突き放すように言うと、美み夜やは地べたに座り、

「言われなくても、軽く超えてみせるわよ」

　と叫んだ。

「俺もお前の今の状態を悪用しないと誓うから、安心してくれよ。じゃあな」

　円えん四し郎ろうは、美み夜やをおいて、竜宮城を通り抜けていった。




（近道のつもりが寄り道になってしまった）

　メリルのことを思い出し、円えん四し郎ろうは少し早足で走る。

「でもあいつ、もういないかもしれないな」

　夕日を背に、ゴミ山を漁あさっていたであろうハシブトガラスたちが鳴きながら飛んでいく。

「助けた女が金目の品だけ盗とって姿を消す。なんてのはありがちな話さ」

　玄関前に着いた時、少女と大家が歓談する声が聞こえた。

　円えん四し郎ろうの心配はすべて、杞き憂ゆうだった。

「ただいま」

　そして目に入った光景は、床一面足の踏み場もないほど広げられた、印刷物の海であった。

　銀髪の少女と大家が、薄めの冊子に囲まれている。リンが先に気づいて顔をあげる。

「帰ってきたか。苦学生」

　出会った時と同じ白い拘束服で床に直じかに座っている。

　茉ま莉りも「おかえりなさい」と続く。

「円えん四し郎ろうくんのおかげで新しいオトモダチが増えたわ」

「それはよかったですね」

　踏みそうな場所にある冊子を手に取る。

　表紙の中でメガネの優男が後ろから別の男のネクタイを外そうとしていた。

『サディスティック課長の日常と劣情』

（例の趣味か）

　この程度では円えん四し郎ろうの心は動揺しない。一方で心を揺さぶられている少女が目の前にいた。

「リンちゃんが沼に入りかけているの。結構趣味も私に近いかも」

　茉ま莉りは嬉うれしそうに円えん四し郎ろうに報告した。

「それはよかったですね」

　そういう他ない。

「メリルはどうした？」

「コレをみた瞬間、頭がショートして、ボクと交代ってわけだよ」

「その光景が目に浮かぶよ。茉ま莉りさんは、メリルとリンの話は聞いたんですか」

「二重人格ってことでしょ。まあ、人は誰でも、いろんな顔があるものよね」

「こんな趣味を隠し持ってる人もいるわけだし」

　リンがケラケラ笑う。笑いながら、冊子を閉じて茉ま莉りに差し出す。

「だがしかし、どうにも長居し過ぎたようだ」

　身体からだをくらりくらりと揺らしながら、茉ま莉りの膝へ倒れ込む。

「メリルと交代だ。茉ま莉り、ここらの本はもう仕舞ってあげてほしい。メリルはきっとまた困惑するから」

「そうするわ。メリルちゃんは、たぶん、こっちには飛び越えて来ないタイプだからね」

　親指を突き出したリンの拳から力が抜ける。とすぐに拳に力が戻り、

「あっ、円えん四し郎ろうだ！」

　と飛び起きる。

「よう」

　メリルは、自室に冊子を運び込んでいる茉ま莉りを指差し、

「リンはいつも楽しそうに生きてて、わたしとは大違い。円えん四し郎ろうもあまり楽しそうにはしてないけど」

「陰キャラだからな」

「陰キャラ……」

　円えん四し郎ろうは「陰気な性格ってことだよ」とボソリと言った。

　茉ま莉りは立ち止まり、

「そういえば、神社でお祭りがあるみたいよ。楽しい催しもあるし、おいしいものもあるし、行ってくれば？」

　メリルは目を輝かせ「おいしいもの!?　行きます」と宣言した。

「俺は行かないぞ」

「え～。陰キャラ同士で行こうよ」

　メリルは円えん四し郎ろうの手を摑つかむ。

「あのな。犬も歩けば棒に当たる、っていうだろ。あれと同じで、人も歩けば金使うんだよ。わかるか。家で大人しくしていたらお金も使わずに心穏やかに暮らしていけるんだ」

　茉ま莉りは「円えん四し郎ろうくんは、陰キャを超えて、枯れたお爺じいさんみたいな生き方ね……」と呆あきれる。

　メリルは「お爺じいさん、行こうよぉ。わたしがお金出すから。いっぱい出すから！」と円えん四し郎ろうの手を引っ張る。

「家出少女におごられるほど、落ちぶれちゃいねぇよ」

　茉ま莉りは、

「生活費諸もろ々もろ全部は私が出してるけどね」

　と厳しいツッコミを入れた。円えん四し郎ろうはぐうの音も出ない。咳せき払ばらいをして、

「どちらにせよ、使う金はないぞ」

　茉ま莉りは、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを取り出し、

「咒幣コインあげるからいってらっしゃい」

　とメリルに言ったが、

「大丈夫です」

　と断った。

「そう？　咒幣コインがなくても、外歩くだけで楽しめると思うから、二人でいってらっしゃい」

　茉ま莉りは円えん四し郎ろうを笑顔でじっと見た。

　戦利品をじっくり一人で見たいんだろう。

　円えん四し郎ろうは、その笑顔の圧力に屈して出かける用意をした。





◇◇◆◆◆◆◆






　神社にちょっと参拝してすぐ帰ってくるつもりの円えん四し郎ろうであったが、思わぬ落とし穴があった。

　同じく神社に向かおうとしている親子連れに「おかあさーん、あの子の服なーに」とメリルが指を差される。それも一度や二度ではなかった。

「お前の服、目立ち過ぎ……」

　真っ白い服は夜には目立つ。それに加えて拘束服の独特の形状が茉ま莉りの修繕によりさらに独特となり、人目を惹ひく。何かのプレイにも見えなくもない。

　メリルはしばらく何も言わず黙って歩いていたが、

　呉服屋の前を通りかかった時、

「わたしも、あんな服が着たい」

　と円えん四し郎ろうが止めるより先に店に入っていった。




　呉服屋には、近くの神社で祭が催されているだけあって、簡単に着られる浴衣ゆかたが大々的に売り出されていた。

　浴衣ゆかたを選ぶメリルを見ながら、早く見終わらないかな、と興味なさげに浴衣ゆかたの値札を見たり、浴衣ゆかたの布の質感をなんとなく確認したりしていた。

「これがいい」

　とメリルが選んだ浴衣ゆかたは、右が黒で左が灰色。そして幾何学模様。

「この模様は……」

　店員が「はい。聖痕に似た図柄を採用させていただいています」というと、奥にいた店主が、

「聖痕を精魂込めて描きましたってか、ははは」

　と自分のオヤジギャグに大笑いしていた。店員が白い目で店主を見ている。

「そんなんだから大事な根付落とすんですよ」

　店主の顔はみるみる曇り、

「ぞんなごどいっだっで、おぎにいりのをだじであるいでみだがっだんだもん」

　むせび泣き、滴したたる鼻水が流れるがままになっていた。

「あればじんだねごにぞっぐりだっだがらー」

　店員の女性は、

「この人のことは気にしなくていいから」

　とメリルが選んだ商品を受け取った。

「四万八千ポイントになりまーす」

「結構高いな」

　円えん四し郎ろうは、服なんかによくそんなカネ出せるなぁ、と自分が支払うわけでもないのに感じた。

　店員から汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを借りて決済するメリルの様子を後ろから見ていると、円えん四し郎ろうは店員からやや冷ややかな視線を感じた。

　彼氏だったら出してやれよ、という視線だが、円えん四し郎ろうはすまし顔で流す。

　彼氏ではないし、たとえそうでも自分は支払えないのだから。

「ここの決済確認ボタンをお願いします」

　五万ポイント以下は少額決済とされ、簡単な手続きで行える。

　メリルの所持残高を表示する。他人の財産を盗み見るのはマナー違反だが、

（見えてるんだからしかたがない）

『累計咒幣コイン使用額：censored』

　咒幣コインの累計使用額は、社会的信用度の最重要指標である。社会階級はこれで決まると言っていいが、これがcensored、つまり普通の端末では見られない、非公開事項となっている。

　これは、社会的信用度を公開する必要のない存在、すなわち公社に関わる重要人物であることを意味していた。

　少なくとも円えん四し郎ろうはそのように噂うわさに聞いていたが、実物を見たのは初めてだった。

　おまけに、

『咒幣コイン残高：87b4d9523e1』

（桁を四つごとに区切って万、億だから……。八百七十億──いや、なんだこれ）

　桁もさることながら、数値自体がバグっている。

　メリルは家出をしている。この情報を加味すると、咒幣コインの使用を安穏と見過ごすことはできなかった。

「ちょっと待て」

　円えん四し郎ろうは直感的に、確認ボタンを押そうとするメリルの手を止めた。プランはない。

　時間稼ぎに店員に、

「浴衣ゆかたですけど、『お買い上げ』じゃない場合もあるんですか？」

　と聞く。

「はい。レンタルがございます」

「じゃあ、そっちで」

「一万六千ポイントになります」

「試着とかってできますよね」

　円えん四し郎ろうは店員に確認してから、メリルに、

「一旦着てから考えた方がいいぞ」

「それもそうだね」

　店員に「お着替えはこちらでどうぞ」と試着室に案内される。

　円えん四し郎ろうはメリルに「ちょっと話がある」と一緒に試着室に入った。

「お前、服を買うの諦めろ」

　店員に聞かれないよう小さな声で言った。

「なんで？」

「家出してるんだろ？　使ったらここにいたことがバレるぞ」

「あ、そうだね」

　メリルは、しかし、浴衣ゆかたをじっと見て、

「でも、一度着てみる」

「着るだけだぞ」

　と、試着室を出ようとする円えん四し郎ろうを、メリルは引き止めた。

　そして両手を広げて『脱がせろ』とのポーズをする。

「お前トイレとか普段どうしてたんだよ」

「おトイレは係の人に言えば連れて行ってもらえてた」

「そうかい」

　二度目なので、脱がせるコツはムダに摑つかんでいる。

　テキパキとボタン類を外し、いざ脱がせようとしたが、途中で止める。

（あ、まだこいつ下着つけてねぇ……。正式な浴衣ゆかたは下着をつけないとはいうが……）

　鏡に正対すると隠すべきところが丸見えになってしまうし、同時に見えているところが見えるので、

「右向け右」

　と身体からだの向きを鏡からそらせた。

　服を脱がせてから、わずか三秒で浴衣ゆかたを着せる。

「ちょっとお腹なかがキツイ」

（着崩れたら即丸見えだから締め過ぎたかな。いやコレくらいしないとヤバイぞ）

　メリルは帯を緩めようとするが、

「きっちり着るのが正式だからな。走るなよ。帯も緩めるな」

　セットでレンタルされた草履を履いて、メリルは店内を歩いた。

　浴衣ゆかたの模様のおかげで透けはないが、腰や尻のラインははっきりしている。

　もっとも、子どものような体形なのでセクシーさはない。

「ペタペタ音がする」

　メリルは草履の音を不思議がったが、

「サンダルがお前の身体からだのことを表現してんだよ」

　と円えん四し郎ろうは冗談を言った。メリルは、

「傷ついた。わたしはとっても傷ついた。だから円えん四し郎ろうはこの服をわたしに買うべき」

　と腰に手を当ててふくれっ面つらになった。

「いや、俺は払いたくても払えないんだよ。端末がぶっ壊れるか、よくて文鎮化だ」

「そんなことない」

　メリルに自分が咒幣コインを使えないことをはっきり伝えていないのを思い出した。

「じゃあ、証拠を見せてやるよ」

　円えん四し郎ろうは、店員に端末を持ってこさせた。円えん四し郎ろうが端末を手に持とうとすると、今度はメリルが、

「チョット待って」
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　と止めた。そして店員と何やら話すと、人差し指を円えん四し郎ろうの顔の前に突き出した。

「あっちむいてホイ」

　メリルの指の動きなど、円えん四し郎ろうの目には止まっているも同然。一瞬でメリルが指そうとする方向が右だとわかる。円えん四し郎ろうは上を向いた。

　その時端末から、ピロリンと支払い完了を告げる音が聞こえた。

「えっ」

　円えん四し郎ろうが音の方を見ると、円えん四し郎ろうの指の先に店員が端末をくっつけている様子が見えた。

　端末の画面を見ると、

『決済完了。ありがとうございました』

　と表示されていた。しっかり確認しようと店員の端末を奪うように円えん四し郎ろうが手に取る。

　すると、ッーン、と端末は文鎮化した。

「おい。戻ってこい！」

　端末の縁を軽く叩たたくが、端末は応答しない。

　気がつくとメリルが、店を出ようとしていた。

「なんで、一体なんでなんだ？」

「絶対内緒～」

　得意そうに歩くメリルを追って店を出た。




　咒幣コインを使えた興奮が円えん四し郎ろうを包んでいた。

　これはとんだ拾い物かもしれないな、とあの日落ちてきたメリルを拾った自分を褒めた。

　メリルの着ていた服を腰に巻き、

「さっきのは、一体どうやったんだ？」

　使えないことを証明するために携行している汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを片手にメリルから何度も聞き出そうとした。が、

「わたしを一週間ちゃんと匿かくまってくれるなら教えなくもないかな」

「匿かくまう。匿かくまう！」

　思わず大きな声が出て、周囲の視線を少し気にした。

　神社が近づき、通りの人の流れが激しくなっていた。メリル以外の浴衣ゆかた姿もたくさん混じっていた。はぐれれば面倒なことこの上ない。

「草履、歩きにくそうだし、迷子になりそうだ。手をつなぐぞ」

「うん」

　二人は手をつないで縁日へ向かう。

（それにしても、あの金額欄は異常だ）

　先程の『87b4d9523e1』を思い出す。

（汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーが壊れたら金額そのものが出ないはず。なんでアルファベットが混ざっているんだ？）

　メリルは道に現れ始めた屋台を見ながら指を咥くわえている。

「さっきも言ったけどメリル、今後お前は咒幣コインを使うな。わかったな」

「うん。欲しくなったら、あっちむいてホイするね」

　円えん四し郎ろうは、生まれて初めて奢おごらされることに感動を覚えた。

　使うあてもなかったのにこれまでブラックバイトで働いてきたのは、こんな日がきっとくると信じていたからだ。そしてついにその日が来た。これまでの苦しみが報われた気がした。

　メリルは小声で「ほら、リン。円えん四し郎ろうは信用できるよ」とつぶやいた。

「なんだって？」

　メリルはりんご飴あめ屋の前に円えん四し郎ろうを引っぱって、

「すごくキレイ。これ食べたい」

「さっそくだな。了解。おっちゃん、端末を用意してくれ」

　円えん四し郎ろうは腕まくりをして、右腕をグルグル回し、左腕は端末の方へ突き出した。

　メリルが店のおじさんに説明する。今度は円えん四し郎ろうにも聞こえる声で、

「あっちむいてホイした瞬間に画面の『確認ボタン』を押させて」

　おじさんは「わかった」と言いながら首を傾かしげた。

「行くよ～。……あっちむいてホイッ」

　円えん四し郎ろうは今度もメリルの指の方向を見切って躱かわす。

「どうだッ」

　端末はうんともすんとも言わない。

「『どうだッ』じゃねぇよ。遊んでないで早く支払──って、ええ?!」

　端末の画面が暗くなり、文鎮化するいつもの光景。

「なんで?!」「なんでだよ!?」

　そういうメリルと円えん四し郎ろうに、

「『なんで?!』って言いたいのはこっち」

　混乱するおじさんは、メリルに一度渡したりんご飴あめを取り返し、

「端末が動かなかったら商売あがったりじゃないか。おたくら疫やく病びよう神がみ？　貧乏神？　ちょっとあっち行ってくれ。シッシッ」

　屋台のおじさんは円えん四し郎ろうたちを追い払った。

　同じことはたこ焼き屋でも、たいやき屋でも起きた。

「希望の光が、消えた」

　円えん四し郎ろうにとって人生最大級の気分の落ち込みだった。

「おかしいなぁ。円えん四し郎ろうが真面目にあっちむいてホイしないからかなぁ」

　円えん四し郎ろうは、真剣であった。真剣にあっちむいてホイをし、咒幣コインによる決済がなされることを祈っていた。期待していた。

「あっちむいてホイに、希望の光を見た俺がバカだったよ」

　両膝に手を当ててうなだれた。

「こんなことになるなら、円えん四し郎ろうにこの服買ってもらえばよかった。この服レンタルだから、後で返さないとダメだよね」

「まあな」

　メリルは頰を膨らませる。

「わたし、この服気に入ったのに」

「あっちむいてホイがだめになった今、俺にはどうしようもないな。もう神頼みだな」




　石の大鳥居のそばに大きな石碑がある。『摩ま耶や神社』と刻まれている。

　この神社で祀まつられているのは商売の神様で、その神の全国総本社として広大な境内を有していた。さすがに公社の名前はないが、咒幣コインに関わる大企業や著名人の名前がずらり玉垣に並んでいる。

　神社の境内には普段はない出店が湯気と食欲をそそる匂いを漂わせる。

　高級摩ま耶や牛の焼肉やたこ焼き、ベビーカステラ、ケバブ、ミックスジュース。飲食以外では射的、千本引き、コリントゲームに近いパチンコ、輪投げ、ダーツ、ヨーヨー釣り、スーパーボール掬すくい、カラーヒヨコ屋が並ぶ。

　すぐに何か食べようとねだるメリルを「先にお参りしてからだ」と窘たしなめて、拝殿へ続く長蛇の列に並ぶ。

　メリルは他の参拝者の動きを見みよう見み真ま似ねで学んでいた。

　参拝者の手には汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーが握られている。

　参拝者の奉納額が、リアルタイムで拝殿脇のモニターに表示されている。

　時々数万の高額な賽さい銭せんが表示されるたび、列から驚きの声が湧く。

「参拝者を競争させるなんて、本当に商売上手な神様だぜ」

「円えん四し郎ろう、払えないけど、どうするの？」

　円えん四し郎ろうは咒幣コインは払えないが、不信心者ではない。参拝を行うときはきちんと賽さい銭せんを用意している。円えん四し郎ろうはメリルに、コインを見せた。

「これを使うのさ」

「これ何？」

「記念硬貨さ。一応お金だ」

「へぇ」

　法律上は咒幣コインと並んで貨幣として使用できることになってはいた。咒幣コインを支払えない円えん四し郎ろうは緊急時に備えて何枚か記念硬貨を常備している。

　ただ、誰も使用しないのでコインコレクターなどにしか認知されず、メダルゲームのメダルと混同されがちであった。

　神社も例外ではなかった。記念硬貨など使うものはおらず、当然賽さい銭せん箱などない。端末が数台設置されているだけであった。

　精霊は対価なく人の願いを叶かなえたりしない。咒幣コインを精霊に支払い、精霊の力で産業を発達させ生活を維持している世界の常識であった。

　真偽はともかく、商売の神というのも、精霊の一種とみなされている。

　順番が来た。

「咒幣コインが使えるように願うには、咒幣コインが使えないといけないなんて、ひどい話だぜ」

　円えん四し郎ろうのぼやきに、メリルは反応しなかった。

　メリルは、ただ黙ってお祈りをしていた。熱心に。切実に。真剣に。

（何を願ったのか訊きくなんて野暮だな）

　円えん四し郎ろうは端末のそばに、行き場をなくしかけていた記念硬貨を二枚積んだ。




　黒髪の巫み女こたちが紙コップを配っている。メリルが、

「メープルシロップかな？」

「メープルシロップ単体でもらって喜ぶのお前だけだ。たぶん甘酒か何かだろ」

　円えん四し郎ろうの予想はほぼ正解だったが、アルコール入りだったので、円えん四し郎ろうたちは貰もらえなかった。

　その後、キョロキョロしていたメリルが『おみくじ』の字に反応する。

　どうせ有料だろうという円えん四し郎ろうの予想に反し、

「今日は特別、一発いつぱ──一回無料です」

　茶髪の巫み女こが、いい間違えて少しはにかみながら案内している。

「百五十年祭の影響か、いろいろサービスがいいな」

　何をするにも列に並ばなくてはいけない状態はここでも同じ。

「メリル、列からハミ出るなよ。また後ろから並び直しとか嫌だろ」

「どれがどこの列だかわからない」

「前の人についていけばいいんだよ」

　無料という言葉に人は強く反応するものである。人だかりが激しく、手を繫つないでいるだけでは非力なメリルは簡単に流されてしまう。

　円えん四し郎ろうは自分の足の上にメリルを載せた。メリルが怪け訝げんな顔で円えん四し郎ろうの顔を覗のぞく。

「俺も小さい頃、親おや父じに並び方がわからなくてこんなふうにしてもらってた。こうしたら迷子にはならないだろ」

「うん」

　メリルは履物を脱いで手に持った。

「メリルには、家族の記憶とか思い出とかないの？」

「うん。気づいた頃には研究所にいたから」

「研究所？」

　なんで研究所にいたのかを聞こうとしたが、その前におみくじの順番がやってきた。

　メリルの方が順番は先だが、円えん四し郎ろうが例を示すため先にクジを引く。渡された八角形の筒を両手で抱えると、自動的にクジが筒から出てくる。はずだったが、

「あれれ」

　巫み女こが困惑している。

「いや、いいです」

　今日が特別なだけで、いつもは有料。つまりクジ筒は咒幣コインで動く装置なのだ。円えん四し郎ろうが触さわれば故障する。

　ため息一つ吐いて、メリルに順番を譲る。

　メリルは新しい筒からクジを引く。

「大吉、って何？」

　と、クジを見せてきた。

「今、運勢が一番いいってことさ」

「へーそうなんだ……。そうかも」

　メリルは円えん四し郎ろうの手を強く握った。

「さあ、縁日見て回ろうぜ。見るのはタダだ」

「メープルシロップ屋あるかな」

「多分ないな。でもパンケーキ屋なら、あるかもな」

　円えん四し郎ろうは、これだけ店があるならひとつくらい記念硬貨が使えるところもあるはずだと思っていた。

　だが、記念硬貨を見せるたび、

「なんだい、これ」

　という店員の、不審者を見るかのような視線が円えん四し郎ろうに突き刺さるだけだった。

　あっちむいてホイは依然として不発だった。

　別のりんご飴あめ屋もチョコバナナ屋もベビーカステラ屋も同じだった。パンケーキ屋はそもそも存在していなかった。

　完全にお菓子の口になっているメリルは、

「咒幣コインが使えないと何もできないじゃないかぁ」

　と不満を漏らし、とうとう、メリルは地団駄を踏んで、

「パンケーキも無いし。もう自分の咒幣コイン使うもん」

　と円えん四し郎ろうの汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを使って、自分の口座を開く。

　円えん四し郎ろうは、バグった残高と、先ほどメリルの口から『研究所』という単語が出たのを思い出す。しかも人格がふたつあると来ている。

　こいつは、公的にヤバイ奴やつかもしれない。

　完全に勘である。が、長い経験から、この勘はほぼ当たると知っていた。

「やめとけって。しょうもないことでお前の家出が今日で終わりになるぞ」

　端末をひったくって文鎮化させる。

「うぅ。だからさっき『大吉』が出たんだね。あとは、ずっ～と運勢下り坂、って意味で」

「落ち込み過ぎだ。パンケーキなんて、どこでも食えるだろ」

「どこでも食べれるなら、今円えん四し郎ろう作ってよ！　食べるまで帰らない！」

「無茶なわがまま言わないでくれよ」

　と言った時、同時に近くからも、

「わがまま言わないで」という声が聞こえた。

　あまりに同時だったので円えん四し郎ろうもメリルもそちらに視線を向けた。

　全く無関係な男の子がギャンギャンと顔を真っ赤にして泣いていただけだった。

「何回やっても無理よ」

　母親にそう言われても、男の子は悔しさで涙と鼻水を出しながら輪投げをしている。

　青い浴衣ゆかたの背中には、ヒーロー物のお面とツタンカーメンのお面がふたつ付けられていた。

　視線の先にあるのは一番遠い所にある棒だった。そこに入れると人気ゲーム機が景品としてもらえる。それだけに、棒は透明の箱に入った上、輪の厚さ分しかない箱の穴を通して棒に入れねばならず、難度が極めて高かった。

　輪はお世辞にも惜しいとも言えないところに飛ぶ。

　母親は「届いてないじゃん」と暗に諦めるよう仕向けた。が、男の子は、

「取れるまで帰らない」

　と頑かたくなに拒んだ。

　円えん四し郎ろうは、誰かにそっくりだというセリフが喉元まで出かかった。

　男の子が輪を投げる。下手クソもいいところで、投げた輪が柱に当たってメリルの顔へ飛んで来る。円えん四し郎ろうは難なく摑つかみ取とった。

　男の子は気にもせず、投げ続け、そしてすべて外した。

　円えん四し郎ろうが摑つかんだ輪を示して「この輪を投げていいかい？」と聞くと店員は余裕なのか、ええよ、と言ったので輪を投げた。

　ガコンと音がしたと思ったら、透明の箱の棒に、円えん四し郎ろうの投げた輪がハマっていた。

　メリルが両手を挙げて喜ぶ。店員が「ウソッ」と漏らす。

　しかしすぐに店員は「今のナシ」と言い始めた。

「いや、入ってるでしょ」

　円えん四し郎ろうは輪を指差す。店員は、首を振りながら、

「さっきのは他のお客さんが外した輪っかだから無効」

　と投げ輪を回収した。

　見ていた客も「いやさっき『ええよ』って関西弁で言ったでしょ」と円えん四し郎ろうを援護したが、

「ダメだって言ったらダメ。関西弁？　知らない知らない。ボク関東にある第三エリア出身だから。それに証拠もないでしょ。咒幣コインの支払い履歴ある？　無いでしょ。ちゃんと咒幣コイン払って遊んでくれなきゃ」

　とすっとぼけてから腕組みした。円えん四し郎ろうは、

「俺はこんなお遊びに支払う金は無いし。欲しいものもないしな」

　メリルも景品に食べ物がないので興味なさげである。

　立ち去ろうとした時、男の子の母親が、店員から輪を再び買って、

「お願いできませんか」

　と円えん四し郎ろうに差し出した。

　まだ男の子はやりたがっていて、輪を持つ母の腕にぶら下がっていた。

　円えん四し郎ろうはこの母親に少し同情した。

「じゃあ、二本だけいただきます」

　円えん四し郎ろうはメリルに一本渡した。暇つぶしして少しでも機嫌を直して欲しいと願う。

　まずメリルが投げる。男の子が狙う難易度の高いところは狙っていなかったが、見事に外れた。

「難しいなぁ」

　とあっという間にゲームオーバーである。

　次に男の子が投げた。

　輪は弱々しく、目的の商品とは違う明後日あさつての方向へ向かっていた。

　が、次の瞬間、ガコン、と大きな音がして男の子の輪っかが一番奥の棒でぐるぐる廻まわっていた。そしてもうひとつの輪がどこの棒にも引っかかることなく落ちていた。

　店員は一瞬間を置いてから「マジ!?　やられた！」と頭を抱えた。

「おめでとう」

　と男の子にいうと、

「ヤッター。ボクがやったんだ。ボクがやったんだ」

　店員は、端末でどこかに通話しながら、何度も通話相手に頭を下げていた。

　ほどなくして、一等の景品が別のところから届けられた。

　男の子は一等の景品を受け取り、跳ねるように大喜びした。

　母親は、男の子を褒めるとともに、円えん四し郎ろうに「ありがとうございます。ありがとうございます」と頭を下げた。

　男の子は、

「オニイチャンの、外れて残念だったね。これいらないからあげるよ」

　と特撮ヒーローのお面とツタンカーメンのお面をくれた。

　母親は「お礼に咒幣コインを」と言ったが、円えん四し郎ろうは固辞。

　母親も折れずに「何かお礼を」と譲らないので、

「代わりにりんご飴あめでも買っていただけますか」




　メリルはりんご飴あめを舐なめながら、

「なんで男の子の輪っか、一度変な方向に行ったのに、棒に入ったの？」

「男の子の輪っかに俺の輪っかをぶつけたのさ。ビリヤードみたいに方向が変わって入ったってわけ」

「どうして自分で入れずにそんな面倒なことしたの？」

「そうした方が男の子のプライドが保てるだろ。それに自分が取ったという快感が大事なのさ」

「でも円えん四し郎ろうが自分で確実に取った方がよかったんじゃない？」

「そう思うだろ。でもそうしたら、多分あの店員、ゴネてたぞ。『他の人に代わりに入れてもらうのは無しです』って具合に」

「そんなこと言うんだぁ」

「縁日はそんなもんさ。あそこの屋台のクジを全部買ってもアタリは入ってないだろうし、射的の的は固定されてる。高級摩ま耶や牛と謳うたってる焼肉屋も実際には安い肉を使ってるさ。ここでは、縁日は雰囲気を味わうもので、騙だまされても文句を言わない空間なのさ」

　戦利品である、特撮ヒーローのお面をかぶって見せた。メリルは、

「ふーん」

　とりんご飴あめをペロペロ舐なめた。メリルの足取りが少し重い。

「疲れたか」

「うん。ちょっと足が痛いよ」

　ちょうど見つけた長椅子には、お爺じいさんが先に座っていた。

　お爺じいさんがメリルの方を見ている。

　メリルの前に立つ円えん四し郎ろうはメリルの浴衣ゆかたを確認した。

　下着の付けてない中身は袖から見えてはいない。透けやズレもない。少し安あん堵どする。

「若い人は、気軽に好きなもん食べれてええですね」

「ん？」

「年取ると、りんご飴あめ食べたいって思ってもなぜだか恥ずかしくて買えへんのよ」

「へー。そんなもんですか」

　円えん四し郎ろうは、手を付けずに持っていたりんご飴あめを老人に差し出した。

　老人は一度は「そんなつもりは」と断ったが、

「貰もらい物ものなんで気にせずどうぞ」

　と渡した。老人は戸惑うように一瞬動きを止めてから、

「じゃあ、ありがたくいただくよ。あぁ何年ぶりだろう。ありがとう」

　りんご飴あめにかぶりついた。メリルは、

「飴あめなのに嚙かめるのこれ？」

　と驚く。円えん四し郎ろうは、

「飴あめはりんごの表面だけしかないから齧かじれるぞ」

　舌を赤くさせたメリルは、しかし、みるみるなくなる老人のりんご飴あめを見て、

「でもなくなるからいい」

　老人が食べ終わってもメリルはまだ舐なめていた。

「お礼といっちゃなんだが、代わりに何か買ってほしいものでもあるかい？」

　老人は端末を出すためか、ポケットのものをすべて取り出した。

　小袋に入った飴あめ玉だま三つ。家の鍵。メモ帳とボールペン。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ー。そして、猫の造形物に紐ひもが付けられた、キーホルダーのようなものが出てきた。

「あ、猫だ」

　慣れない外国で母国の文字を見つけたみたいに素早く、メリルが反応した。

「これはな、根付といって、昔着物を着ていた時代にこの中にタバコとか薬とか入れて、帯に挟んで持ち歩いてたもんや。まあおしゃれとしてつけてたわけやな。今じゃコレクターが集めてるもんで使うもんやないけど、落とした人がおるってことは、今も使ってる人もおるってことかなぁ。でもこんだけ人がいるから、ぶつかって落としたんやろう。今頃泣いてるんちゃうか」

　猫、根付、泣いている……。

　円えん四し郎ろうの中でキーワードがグルグル回る。

「あんたらはこれでも人が多いと思ってるかもしれんけど、昔はもっと子どもがおって、こういう縁日では人でごった返しとった。政治家は長老派とか急進派やいうて争っとるけど、もっと子どもが生まれる政治をせんといかん。権力争いしてるヒマがあったら仕事をせぇと──」

　老人の話の途中、円えん四し郎ろうの中に、呉服屋の主人の顔がひらめいた。

「あっ。思い出した。その根付、落とした人知ってます」

「へー。そうかい。ほんまは警察に届けなあかんけど、警察に届けても警官すぐ横取りしよるからな。兄ちゃんに渡した方がええかもしれんな」

　老人は、託すように両手で円えん四し郎ろうの手の中に根付を収めた。

「警察も咒幣コインの使用量が多い上級市民には甘いくせに、下々にはちょっとした違反行為で賄賂要求したり、腐ってる。今日も家から歩いてくる途中──」

　老人の話は長くなりそうだった。

「あの。この根付の持ち主に早く返してあげたいんで、もう行くね」

　まだ座っていたいとグズるメリルの手を引っ張り円えん四し郎ろうは席を立たった。




　呉服屋に戻ると、メリルの「まだ神社にいたい」というグズりなど可愛かわいく見えるほど、まだ店主はまだグズってズビズビうめいていた。

「あー、なんでこんな混雑した日に根付ぶら下げて出かけたかなー」

　鼻水をすすりながら、脱力して店の机に覆いかぶさるようにサボっていた。

　店員は、隣で伝票作業をしつつ、

「ご自分で『たくさん人がいるところでこの良さが分かる人を探さないと』っておっしゃっていましたよ」

「あーそうかい。俺が悪いのかい」

「ええ。百％。完全に」

　店主は、ぐおーと頭を抱えていた。

　円えん四し郎ろうは「すみません」と声を掛けると、店主はティッシュで鼻を激しくかんでから、

「あら、お客さん。もうおかえりですか。そうでしょう。あんな人がたくさんいるところ行ってもろくなことないですよね」

「いえ、ちょっとお尋ねしたいことがあって」

　円えん四し郎ろうは全く見当はずれならちょっと格好悪いなぁと思いながら、

「さっきおっしゃっていた根付、もし俺が拾ったとしたら、どんなお礼とか出ます？」

「抱きしめる！」

　店主のジェスチャーは。普通の人なら肋ろつ骨こつでも折れそうな勢いであった。

　店員の女性に、

「それは誰もいらないと思います」

　とツッコミを入れられ、店主も考えを改め、

「そうだなぁ。咒幣コインで解決するってのも無粋だし」

「レンタルしてる浴衣ゆかたをもらうってのはどうですか？」

　店主はメリルの浴衣ゆかたを見てから、

「それくらい、根付マイハニーと比べたら全然安いもんだよ」

「本当ですね。やっぱ無し、は無しですよ」

「おうよ。咒幣コインと商売の神様に誓って噓うそは吐かない！」

「わかりました。じゃあ、これを見てください」

　円えん四し郎ろうは、老人から渡された根付を取り出して見せた。

「これや！」

　円えん四し郎ろうの手からひったくるように回収し猫の根付に頰ずりをした。

「もうどこにも行かないでおくれー」

　涙を流す店主を店員がハンガーでツンツンと突く。

「お客さんに言うことあるでしょ」

「ありがとうございます！」

　店主は土下座をした。店員は気にせず、

「ということで、その浴衣ゆかたの代金は店長が建て替えたということでよろしいですね」

「よろしくない！」

　店主は頭を上げてそういった。

　円えん四し郎ろうは、縁日の輪投げ屋を少し思い出した。店員は腰に手を当て、

「店長、神様に誓った約束破るとかダサいことしないでくださいよ」

　と少し蔑んだ眼めで店主を見た。店主は、

「違う違う。ちゃんと、その浴衣ゆかたは差し上げるさ」

「じゃあなんですか」

「あれだよ。神社に寄付した時にもらったチケットあっただろ。あれどこだっけ」

　店員は「それはこれです。一枚しか残ってないですけど」と店主に見せた。

「これは、神社の縁日の食事一回だけ無料になるチケット。わざわざ根付を渡しに戻ってきてくれたんだろ。これもあげるよ」

「ありがとうございます。メリル。これで好きなものが食えるぞ」

　メリルが「やったー」と両手を上げる。

（喜んでくれるのはいいが、毎回、袖から中が見えそうだからやめてほしい）




　神社の中にあるお茶屋で、メリルはみたらし団子のタレと格闘しながらなんとか団子を頰張る。

「どうだ、美う味まいか？」

　メリルは一瞬うぇっっという顔をした。

「メープルシロップだと思ったのに、違う味がする……」

「勘違いしたか！　色といい、粘り気といい、タレとシロップは、見た目はほぼ一緒だもんな」

「わたしとリンみたいだね。でも、これも悪くないよ。メープルシロップには絶対敵かなわないけど」

「メープルシロップ団子か、食べてみたい気もする」

「あってもあげないよ～」

　境内に常設されているお茶屋なので、椅子とテーブルがある。客入りは多からず少なからず。ただ、奥の仕切りのある半個室では、人が入り切らないのか、身体からだの大きな男が半個室の入り口で立ったまま茶を飲んでいた。

「縁日の出店があるのに、お茶屋を選ぶメリルの自由さは面白いな」

　円えん四し郎ろうがみたらしを一本皿から手に取る。少し喉が渇いたところで、ちょうど、店員から「今日は特別サービスです」と甘酒が振る舞われた。神社の社殿の前で配られていたのと違いノンアルコールである。メリルは白濁した液体を怪け訝げんそうな顔で見てから、一気に飲んだ。円えん四し郎ろうは、

「急がなくても誰も盗とらないよ」

　と笑った。しかしメリルは、テーブルにぶつけそうなほどふらふらと頭を揺らし始めた。

「いやいや、アルコール入ってないから」

　金色の髪の毛が、脳トレの間違い探しのようにいつのまにか銀色の髪に変化していた。

「なんだ。入れ替わったのか」

　とリンが登場したのだと理解する。

「咒幣コインの使えないキミが縁日で一休みできているとは、一体どういうカラクリだい？」

　メリルが食べきれなかったみたらし団子を口にして、

「これはみたらし団子じゃないな」

　といいながら平らげた。メープルシロップの匂いがかすかにした気がしたが、円えん四し郎ろうはスルーして、輪投げや老人、呉服屋の話をリンにしてやった。

「わらしべ長者みたいになんか上う手まく立ち回ったようだね。それにしてもこの格好は少し寒い。いくらなんでも裸に浴衣ゆかたというのは、なんの罰ゲームだい？」

「ちょ」

　円えん四し郎ろうは、リンの口を塞いだ。

「声が大きいよ」

　そばに成人男性四人の一団がいた。五十代から二十代までバラバラな年齢の四人だった。

「さて、祭りも一段落したし、鍋屋にでも行こか」

　一番年上そうな男がそういうと、他の二人が「ええな」「やっぱそうやろ」と賛同する中、一番若い学生風の一人が「俺はええわ」と遠慮していた。

「コレだから童貞は」

　と他の三人はゲラゲラ笑った。

　結局、年上三人が連れ立って鍋屋に行くようであった。

　その話をリンも聞いていたのか、

「ボクも今鍋が食べたい」

「りんご飴あめもみたらし団子も食べただろ」

「それはメリル。ボクはみたらし団子も食べてない。早く鍋なべ男おたちを追わないと見失ってしまうではないか」

「なんだよ鍋男って。いやわかるけど。というか追いついても咒幣コイン使えないから」

「また上う手まく立ち回って乗り切ってみせてくれたまえ。ワラ男お」

「なんだワラ男って。それはわからん」

「わらしべ長者の男だから、ワラ男」

　そう言ってツタンカーメンのお面をつけた。

「それはファラオ」

　リンは立ち上がり、男たちを追おうとした。が、ちょうど、奥の半個室の一団が、話が終わったのかドヤドヤと出てきて出入り口を塞がれてしまった。

　一団は解散し、残るは巨きよ軀くの男二人と優男一人だった。

　その優男が振り返る。そして円えん四し郎ろうと目が合った。

「君は──」

「たしか政治家の烏からす丸ま──」

「天あま神がみ円えん四し郎ろうくんだったね。私は烏からす丸ま星せい次じ郎ろうだ。はじめましてかな」

　握手をした時、円えん四し郎ろうは手がみたらし団子のタレでベタベタなのに気づく。烏からす丸まは怒らず、

「なかなか甘そうな手だね」

　と何事もないようにそのまま話し始める。

「私は君を見るのは二度目だ。三さんの宮みやくんと検査戦してたのを見させてもらったよ。すごく面白かった」

「そうですか。でも負け試合を面白がられても──」

　ファラオのお面をかぶったリンが話を遮って「はやく、鍋行くぞ」というのを聞いた烏からす丸まは、

「こんな時期に鍋かい？」

　円えん四し郎ろうは、

「いえ、そこにいた人たちが鍋屋に行くって話を聞いて、尾行することに」

　烏からす丸まは一瞬固まり、それから、

「行き先はわかってるから車で送ってあげるよ」

　烏からす丸まは円えん四し郎ろうたちを駐車場に連れていき、車に乗せた。政治家らしく国産車だった。

　リンは小声で「早くしてくれないとメあリのル子が起きてしまう」と不平を漏らした。

　烏からす丸まは、二人の付き人に「ここで待ってろ」と指示。付き人は「セキュリティ上問題が」と反論したが、

「大丈夫。多分君たち二人分以上のボディガードがそこにいるから」

　とバックミラーで後部座席にいる円えん四し郎ろうを見た。円えん四し郎ろうは会え釈しやくだけした。

　走行する車両の中で、烏からす丸まが問いかけてくる。

「その銀髪のファラオは君の彼女かい？」

（関係を説明するのは面倒だな）

「そうです」

　というとリンは、

「違うだろ。違うだろー」

　と拳による厳重抗議である。

「違うそうです」

　円えん四し郎ろうはすぐ訂正した。烏からす丸まは、

「一般人はいいな。政治家がそこのファラオみたいなことすると首が飛ぶ」

　と苦笑いした。円えん四し郎ろうとリンの関係をこれ以上踏み込ませてはまずい。円えん四し郎ろうは、話題の流れを自分たちから離れるよう誘導する。

「祭りに政治家が来るなんて意外でした。こういう大衆的なところには来ないもんだと」

「いやいや。祭りと政治は元々同じなんだよ。政治の別名は政まつりごとだからね。百五十年祭はもちろん、前夜祭にも長老派と取り巻きの政商らが人気のアイドルやタレントたちを呼んだりチャリティイベントをしてどんちゃん騒ぎをする。これは超上級市民たちの内輪のイベントだがね」

「なるほど」

　車窓から見える景色はどんどん暗くなった。街の灯あかりが少なくなっている。

「人の活気がないですね」

「ああ。まともな人間が来るところじゃないからね。残念だけど、君たちは『鍋屋』には入れない」

「え？」

　リンの身体からだが強こわ張ばり、円えん四し郎ろうの服の脇をギュッと摑つかんだ。

（でも、捕まえるとか連れ去るとかなら、付き人二人を連れてこない理由がない）

　烏からす丸まも、

「緊張する必要はない。これは単なるドライブだからね。社会勉強といってもいいかな」

　暗闇の中、突如として屋台の列が現れる。

　赤提ちよう灯ちんの光の中、いくつもの人影が揺らめく。

「鍋屋街だ」

　古ぼけた二階建ての建物が並ぶ道沿いに屋台の鍋屋がいくつも並ぶ。

「ちゃんと鍋屋あるじゃないですか」

　車は徐行しながら鍋屋街を進んだ。

　赤い提灯ちようちんを掲げる屋台の隙間から見える店員は、十代から二十代くらいの女性ばかりであった。男が一人、ひとつの屋台に入ると、なぜか店員と二人で奥のビルの中に入っていった。

「鍋屋の商品は、鍋じゃない。店員なんだよ」

　烏からす丸まの声は低かった。円えん四し郎ろうは理解し沈黙した。リンも同じだった。

　車は鍋屋街を抜けた。再び暗闇がやってきた。

　真っ暗な駐車場で停車し、三人は車を降りた。

　遠くに赤提灯ちようちんの光が薄ぼんやりと見える。

「ここは行政が見捨てた地区なんだ」

　駐車場の端にはゴミが散乱している。ここは明らかに貧困層の地区だが、他の地区に点在するスラムとはレベルが違う。普通のスラムにはあるたくましい生活感が、ない。

　周囲の生気のなさにより、鍋屋の周りにある欲望の空気の塊がさらに浮き彫りになる。

「臭い」

　リンが鼻を袖で覆った。ゴムを焼いたような悪臭である。

「あそこをあのまま放置するのか、って言いたげな顔だね」

　烏からす丸まは地面に転がっていた注射器を蹴り飛ばした。

「この一画をどうこうしてもまたどこかで同じような街ができる。ああいう街から利益を得ている政治家もいる。いたちごっこさ。欲望をコントロールできない人間がいる限り、ああいう場所は生まれる。自分の命を売って咒幣コインに変えるよりはいくらかマシだが」

「見て見ぬ振りですか」

　円えん四し郎ろうは少し煽あおりたい気持ちが湧いた。烏からす丸まは円えん四し郎ろうを見てから、

「権力が腐敗するのはどういう場合か。学校ではどう習う？」

「対抗する勢力が無く、チェック機能が働かない時、ですかね。でも長老派と改革派で対立してるんじゃないですか」

「あんなのは大衆を騙だますためのプロレスさ。いやプロレスに失礼なくらいの代物さ。それに権力は議会から生まれるもんじゃないからね」

「咒幣管理公社カンパニー」

　と呟つぶやいたのはリンだった。

「そうだ。正解」

「どうして俺たちをここに連れてきてそんな話をするんですか」

　円えん四し郎ろうは車に乗ってからずっと抱えていた疑問をぶつけた。

　烏からす丸まは上着を車の中に投げ込み、

「君と三さんの宮みやクンの検査試合の様子を見て、君と話がしたかったからさ。咒幣コインをふんだんに使う三さんの宮みやクンを咒幣コインの力を借りることなく、簡単にあしらった君の姿に、私は何か希望のようなものを見てね」

「希望、ですか？　買いかぶりすぎですね。倒れたのは俺ですし」

「今の咒幣コイン管理公社は、明らかに世の中の人を階層化・固定化させて対立させているんだ。咒幣コインの影響力が落ちれば公社の力が落ちる。そうなればこれまで続いてきた、地位や身分の階層化や固定化も起きにくくなるだろう。コインバレーの風景も一変する。明らかに非効率で不平等な土地利用、上級市民の下級市民いじめもなくなるだろう」

　そうかもしれないと思うが、自分の領分ではなく、政治に関心もない。

　メリルが出てくるのではないか、と心配になる。メリルにここの空気は絶対合わない。

「そうですか。でももうそろそろ帰りたい時間です」

「ああ、ただそれだけのことで君たちを振り回して悪かったね」

　リンは「鍋もないし」と追加する。

　三人は車に乗り込み、再び神社の駐車場へと戻った。

　烏からす丸まが車の扉を開けるや否いなや、駐車場で待っていた付き人の一人が烏からす丸まに耳打ちし、通話機を渡した。烏からす丸まは険しい顔になった。

「──逃げただと。しかもまだ捕まえられていないだと？　でどんな子どもなのだ。金髪？　そんな色なら目立つだろう。なぜ見つからない」

　通話しながら烏からす丸まはリンの髪色を一いち瞥べつする。そしてもう一人の付き人と運転を交代した。

「──計画に支障がなければそれでいい。途中の経過は私に報告しなくても結構だ。研究も政治も結果がすべて。そうだろ。じゃあな」

　通話を切った烏からす丸まは名刺を取り出し、店の名前を書き込みながら、

「家まで送ろうと思っていたのだけれど、用事ができてしまった。許してくれたまえ」

　付き人が慇いん懃ぎんに扉を開け、二人の降車を促した。

　烏からす丸まは、

「私は『買いかぶり』なんてしない。大事な人材を見逃さない眼力が私の自慢なんだ」

　と拳を円えん四し郎ろうの顔の前に寸止めで突き出した。円えん四し郎ろうは烏からす丸まの拳に生気の無さを感じて避ける動作すらしない。

　烏からす丸まの指先から名刺が差し出される。円えん四し郎ろうは、

「ワイルドな名刺の渡し方ですね」

　烏からす丸まはハハハと応えた。

　車が去り、二人が残された。円えん四し郎ろうは、神社近くの駐車場と先程のスラムの駐車場とを比べていた。縁日にいる人々があまりにも眩まぶしく思えた。

「何か食うか？」

「もう何も食べる気がしない」

　リンはそう言って帰宅を促した。




　円えん四し郎ろうには、来た道と帰る道を変える習性がある。歩き回るのが好きだというのもあるが、待ち伏せ対策である。円えん四し郎ろうの習性というより、天あま神がみ無刀流の習性である。

　おまけにリンは長い間は覚醒できない。人通りの多いところで倒れられても面倒だ。

　今度は安全度の高い、区役所内の公園を通る。こんな時間に役所を利用する人はいない。広い公園は無人で、役所から光は漏れず、外灯の光も節約されていた。昼の賑にぎわいのせいで、芝生は一部『養生中』の場所を除きところどころ剝げて、芝生を囲む砂利道と同じになっていた。

　響いていた、砂利道を歩く音のひとつが止まった。

「ダメだ。眠い。交代の時間だ」

　とリンが立ち止まり、フラフラしだしていた。

　芝生を囲む立木のそばにベンチを見つけ、横にした時にはもう髪の毛は金色になっていた。

「立てるか？　メリル」

「ここはどこ？　あ、わたしのメープル団子が！　絶対リンが食べた！」

　跳ね起きると同時にバカみたいに大きな声を周囲に響かせた。円えん四し郎ろうは顔をしかめた。

「寝ぼけてないで、しっかりしろ。もうすぐ『お客さん』が来る」

　大きな目で円えん四し郎ろうに、何言ってるかわからない、と訴えるメリルの手を引いて、大型車がすれ違えるほどの広めの道に移動する。

　足音もなくぐるり囲まれる。管理者と思おぼしき背の低い中年男性と、二十歳を超えたくらいの体たい軀くのいい男たち。

「お迎えに参りました」

　中年男が慇いん懃ぎんにメリルに頭を下げる。ペイズリー柄のネクタイを締め、後ろで手を組んだ、代表者然とした男だった。

「迷子になられたようですが、もう大丈夫です。一緒に帰りましょう」

　メリルは円えん四し郎ろうの後ろに隠れ、

「嫌」

　と短く拒絶した。

「あまり時間に余裕はないのです。お命にかかわります。所長もサラ様も大変ご心配されておられます」

「心配してるのはリンの命じゃなくて、計画がうまくいくかってことだけ。それにあの所ひ長とは信用できない。わたしは、兵器になんてならない！」

「力ずくというのは不本意ですが、仕方ありません」

　中年男は周囲の連中に「あなたたちの獲物ゲームです」と文字通り指で指示すると、

「私は私のゲームをします」

　汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーをいじり始めた。

　あたかも円えん四し郎ろうなど眼中にないというように、後ろのメリルの腕に手を伸ばそうとする男。

「ちょっと乱暴にすぎるんじゃないか」

　円えん四し郎ろうがそう言い終わるまでに、別の男が円えん四し郎ろうの顎に向けて拳を放ってきた。

　円えん四し郎ろうは、受け流しながら男の鼻に当て身を入れ、メリルへと伸びた手を撚よる。

　鼻血を出した部下と腕の関節を外されたもう一人を見た中年男は、

「何をしているのです。誰が遊んでもいいと言いましたか。高い給金をもらっているエージェントでしょう。ＥＧエンチヤギアを使って手早く処理するのです」

　円えん四し郎ろうは、メリルの姿を確認する。

（この履物じゃ逃げれないな）

「メリル、お前といると退屈しないな」

　と笑った。

「そうでしょ」

　メリルは笑った。

「お前はじっとしておけ。下手に動くな。あとは全部俺に任せろ」

　円えん四し郎ろうは、貨幣として使い所のない記念硬貨数枚をここぞとばかりグッと握りしめた。

　男たちは軽く相談している。脱臼男は他の男に関節を入れ直してもらっていた。

（みえてるだけで相手は六人か。問題ないな）

　鼻血男と脱臼男はリベンジとばかりにＥＧエンチヤギアで身体能力を引き上げて迫ってくる。

（そのＥＧエンチヤギアは脚力強化がメインか）

　鼻血男の上段蹴りは、唸うなりを上げるが、円えん四し郎ろうは足首を摑つかむ。

（ＥＧエンチヤギアで底上げされてる分、利用できる力が増えて楽だぜ）

　相手運動エネルギーの方向をメリルに迫る他の男へと誘導するように変えてやる。

　回転しながら投げられた男の身体からだが、三人を巻き込みながら茂みへ飛んでいく。

「いいことを教えてやるよ。ＥＧエンチヤギアは身体能力を向上させるけど、それに運動神経はついていけない。どれだけ訓練しても生身の感覚とはズレが出るんだ。だから、ＥＧエンチヤギアを使えば使うほどスキだらけになるのさ」

　再戦の脱臼男は、さきほどのリプレイかと思うほど同じ流れで再び腕を外されていた。

「こっちのおっさん、腕にＥＧエンチヤギアつけてたみたいだけど、それはさっきので壊れてたみたいだな。どのみちＥＧエンチヤギアは俺に通用しないけど」

　中年男は画面から顔を上げ、

「ちょっとあんたたち、何ダラダラしてんの。スキを見て少女だけさっさと確保すればいいでしょうが」

（残り四人……）

　エージェントたちは役割分担し、

（三人が俺の相手をして、そのスキに一人がメリルを狙う。そんな魂胆だろう）

　一人がメリルの背後から、残りは円えん四し郎ろうの正面から向かってくる。

　正面の三人を、凄すさまじい速さでひねり飛ばす。

「円えん四し郎ろうッ」

　メリルに呼ばれるまでもなく、彼女の様子は円えん四し郎ろうの知覚の範囲内に収まっている。

　メリルの浴衣ゆかたにエージェントの手が伸び、引っ張ろうとする。抵抗しようと身体からだをよじり、浴衣ゆかたが少し乱れ、胸元が開きかける。

「おいおい、中が見えちゃうだろ！」

　その寸前で、エージェントの手の甲を身に食い込むほど強く摑つかみ、指を浴衣ゆかたから外す。同時に鳩みぞ尾おちに当て身と、鼻柱に頭突きを入れる。動きに無駄はない。が、

（少し後手に回った）

　速さ重視のため、エージェントを無力化させることはできなかった。

　円えん四し郎ろうは自身の不ふ甲が斐いなさに、活を入れるため、頰を自分で張り、

「相手が格下だと思って手抜いてんじゃねえぞ、俺。切実さ、切迫さ、真剣さ、緊急さ、至急さ、真面目さ、非情さ、が足りねぇ」

　円えん四し郎ろうは、大事なものを守るという気概を増すため、メリルを自分の大事なものだと仮定する。

「メリルは俺の女。メリルは俺の女。メリルは俺の女」

　一種の自己催眠をかけて自分の能力を引き出す、天あま神がみ流では初歩技術のひとつである。

「よくも『俺の女』に手を出してくれたな。この貸しは高く付くぜ」

　能力を上げなくてはならないと感じたのはエージェントたちも同じだった。いや、円えん四し郎ろうよりも当然、切実だった。

　エージェントたちが聖痕に汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを当てはじめた時、

「遅ぇんだよ！」

　現状一番の速さで一番近い男へ突進。活性化アクテイベートする暇を与えない。

　これで決着をつけるつもりなのでメリルから少し離れるのも厭いとわない。左手から記念硬貨が、手の届かぬもう一人の男の眼球へ的確に放たれる。手刀を顎に喰くらわせて一人を処理。

　目を打たれて、むやみに腕を振り回す男を足払いで倒し、鳩みぞ尾おちに膝を、喉に肘を入れて無力化完了。

　口から泡を吹く無力化した男たちに視線を送ることなく、次のターゲットに流れるように接近するが、

「アクティベート」

　残り二人のエージェントの聖痕活性化アクテイベートを許した。

　一人がパンツスタイルの女だったと今さら気づく。

「チッ。面倒だな。でも」

　相手が何かをする前に倒せばいい。この単純な考えは、しかし、脆もろくも崩れる。

　足元が泥に変わる。

　女エージェントが、

「これで終わり」

　と勝利宣言。

　円えん四し郎ろうは、

「だからなんだっていうんだ？」

　足場の差なんて初速の差しか生まない。

　と左足を踏み込み、右足を動かそうとした瞬間、

「何！」

　足が固まり、動かせない。足元が凍りついている。踏み込みが強い分、脛すねまで沈み込んでいた。

（ッ！　やられた！）

　もう一人の男が、地面に手を置いている。手を置いた場所から円えん四し郎ろうに向かって氷の帯が伸びている。

（氷系の特性をもつ奴やつか）

　引き抜こうとする円えん四し郎ろうに、

「草の根を含んだ泥って、凍ると弾丸も通さない硬度になるのよ」

　と不可能と悟らせてくる。

　円えん四し郎ろうは記念硬貨を握り力を底上げした拳を地面に振り下ろす。ヒビが入る。

「驚いたわ。でもムダ」

　入ったヒビはすぐに修復された。

　瞬間的であっても、同じ場所に居着く状態は、いかなる武術においても避けるべきとされる。凍りついて全く動けないならもはや絶体絶命。

　自分の未熟さに唇を嚙かむ。

　戦闘技術が相手を遥はるかに上回っているという自惚うぬぼれ。メリルの浴衣ゆかたが開はだけないように、なんてバカなハンデを勝手に背負う慢心。

　反省する点は山ほどあるが、それは後でのことである。

　足の指の感覚は冷たさですでにない。

「でも、坊や。大したものよ。生身の人間としては、だけど」

（これが特性を使える者との本当の差か……）

　地面に手を付けたまま、男のエージェントが拳銃を構えて円えん四し郎ろうを警戒しつつ、女の方がメリルの腕を摑つかむ。

「もとの居場所に帰るわよ」

「嫌っ」

「あんたに拒否権は無いの」

　男が、

「こっちのガキはどうする？」

「正直、追いかけられたら面倒でしょ。逆に、この娘こを運びながら相手をするのは骨が何本折れることか」

　男は、円えん四し郎ろうにやられた他のエージェントの呻うめく声の方を見た。

「それもそうだな」

　男は、拳銃を円えん四し郎ろうに向けた。

「悪く思うなよ」

　拳銃の引き金を引く。銃口から静かに火花が出る。

　弾丸がかすめた円えん四し郎ろうの頰から、血が流れた。

「チッ、こいつ避けがった。これならどうだ」

　男は更に引き金を引く。弾丸の軌道は完全に円えん四し郎ろうの身体からだを捉えていた。

　が、やはり円えん四し郎ろうは倒れない。

「バカな……。素手で受けやがった」

　円えん四し郎ろうは潰れた熱い弾丸を指の間から滑り落とした。

　男は信じられないというふうに円えん四し郎ろうをまじまじと見た。

　素手などではなく、掌てのひらには記念硬貨が忍ばせてあったが、相手の誤解を解いてやる義理はなかった。

　銃口の向きで軌道が読める拳銃への対応は円えん四し郎ろうにとって何も難しいことはない。

（このままこっちに近づいてこい）

　手をこまねく男に、女が、

「死角から狙いなさい。でも近寄り過ぎは危険よ」

　円えん四し郎ろうの狙いは読まれていた。手が届くほどの至近距離から狙ってきたら引き寄せて倒すつもりだった。

　男がゆっくり、地面の氷を維持しながら死角へ移動した。

（これは最後の手段だけれど、結局死ぬかもな）

　円えん四し郎ろうは、別に死ぬのは怖くはなかった。幸か不幸かそう育てられていた。こういう状況はそれこそ、死ぬほど想定させられていた。想定通りの死が来る。それだけだった。

「メリル、目をつぶれ」

　男は死角にいたが、銃を構える様子、そして慌て始める様子さえも感じ取れる。

　円えん四し郎ろうは笑みを浮かべて身体からだをねじり、拳を自らの足首めがけて振り下ろす。

　両足を捨てる。虫のように。それが円えん四し郎ろうの起死回生の一手。

　が──。

「円えん四し郎ろう！　動いて！」

　メリルの叫びは、光のように円えん四し郎ろうのそばを駆け抜けていった。

　いや、実際にメリルは、光っていた。

　各おの々おのが動きを止め、視線をメリルに送った時、円えん四し郎ろうの足がスルリと地面から抜けた。

　それからの円えん四し郎ろうの動きは、足止めされていた分の力が溜たまっていたかのようであった。

　男が慌てて放った弾丸は、円えん四し郎ろうの掌てのひらの記念硬貨でそらされ、メリルに近寄ろうとする女の進路を横切った。

　拳銃を構え直そうという男に、

「させるかよ」

　すでに円えん四し郎ろうの拳が頰にめり込んでいた。男が倒れるより早く、女の目の前に疾走する。

　女は、再び自らの特性で、地面を変化させる。しかし、

「なんで?!」

　変化は円えん四し郎ろうの足元ではなく、女自身の足元に生じ、女はもがいた。

　底なしの沼のように女が、地面に埋まっていく。

　力の暴走、ではない。

　メリルの周りだけは何も変わっていない。

　メリルの額が虹色に光っている。今までなかった聖痕が表れている。その聖痕は、円えん四し郎ろうが今まで見た誰のものよりも強い光を放っていた。

　円えん四し郎ろうは女にゆっくり近づいた。

　円えん四し郎ろうが纏まとう強烈な殺意を、女は身動きも取れずに浴びていた。

「殺さないで、殺さないで」

　沼は円えん四し郎ろうが歩いても沈まない。円えん四し郎ろうが歩くところは土に戻る。

　沼に沈みゆく女の顔に向かって拳を思い切り振りおろす動きをしたとき、女は泡を吹いて意識を失った。

「殺される覚悟もないなら、こんな稼か業ぎようやめとくんだな」

　沼が女の顔まで迫ろうとしていた。

「メリル、もういい」

　メリルは安心したように笑う。

「助かったぜ」

　という円えん四し郎ろうに応える間もなく、メリルは脱力して膝から崩れた。

　倒れかけたところを抱きかかえる。メリルの両手が円えん四し郎ろうの腰に回る。

　メリルの意識が聖痕の光とともにゆっくり消えた。

　円えん四し郎ろうは、周囲を見渡す。しんとしていて、遠くのバイクのエンジン音が耳に入るだけである。

　エージェントは他にもういないようであった。

「いいかげん、離してもらえないかな、キミ」

「悪い。悪い」

　髪の色が銀色に変わっていた。額の聖痕は完全に消えている。

「たいしたもんだね」

　近くに倒れていた男の頰をツンツンと突いて意識があるのかを確かめながら言う。

「いや、全然だ。メリルが助けてくれたおかげでな」

　円えん四し郎ろうは、倒したエージェントが再び起き上がってこないか、キョロキョロと警戒した。

「メリル？　ああ、あいつ、精霊と交渉したんだね。珍しい。よほどキミが不ふ甲が斐いなかったんだろう」

「ああそのとおりだ。呆あきれるほど不ふ甲が斐いなかったよ。俺のことより、メリルのことだ。特性持ってて魔術使えるんだな」

「使えるなんてレベルじゃないよ。メリルが本気を出せば、どんな術でも使うことができる」

「どんな術でも使えるってなんだよ。普通ひとつの特性しか使えないだろ」

「メリルの特性は《交渉人タフネゴシエーター》」

「交渉人？　聞いたことがないな」

「通常、ボクもキミたちも、精霊に一方通行のお祈りをして拙い魔術を使うくらいしかできないけど、メリルはコミュニケーションできるのさ。ボクらが見ることも聞くこともできない精霊とね。しかも多種多様な精霊と」

「何でもできるってことか？　まるで全能だな。信じられないな。でもエージェントが攫さらいに来るならそうなのか……」

「そう思うのは勝手だけど、メリルはそこまで全能じゃない。というか無能だ。万能にして無能なんだ」

「無能？」

「メリルは《交渉人タフネゴシエーター》だけど、交渉できるとはいっていない。メリルは精霊と交渉する言葉すなわち技能を持たないのさ。バカだから。だからほとんど自由に力を使えない」

「でも、メリルはエージェントと同じ性質の魔術を使ったぞ」

「そうだろうね。メニューが読めなくても外国のレストランで注文できるだろ。『あっちの人と同じ料理をください』みたいに。それくらいはできる」

「なるほど」

　理解できているわけではないが、円えん四し郎ろうは倒れたエージェントの腰や脇腹をまさぐりながらそう言った。

「ところでさっきからなんだい。金目の物でもいただくのかい。ボクの下僕がコソドロなんてとても恥ずかしいから止めたまえ」

「誰が下僕だ。誰がコソドロだ。言いがかりにも程がある。これは、身体からだの複数の神経に刺激を与えることで、数日間の記憶を飛ばすことができるんだ」

　記念硬貨を挟んだ拳をグリグリと回すジェスチャーをしてみせる。

　意識を取り戻しかけたエージェントに対しても、

「それと、こことここのツボみたいなところを同時に押すと、ちょうど二日、眠りから覚めなくなる」

　リンは感心しながら円えん四し郎ろうの作業を観察する。

「そんなことができるんだ。驚いたな。神様は、とんでもないバグを人間の身体からだに残していったんだね」

「人間が完全無欠な存在だとでも思っていたのか？」

「ボクくらい完璧な人間になると、他の人間のダメっぷりを忘れてしまうのさ。ところで、あの端にいる男はどうするんだい？」

　リンは顎でしゃくってみせた。

　中年男はまだゲームに興じていた。

「大した集中力だな」

　円えん四し郎ろうは呆あきれる。

　リンを連れて、ゲームに勤いそしむ中年男の前に来る。なおも男は顔を上げない。

「あんたたち、やっと終わったの？　高い給料払って雇ってるんだから、テキパキ動いてよね」

　返事が無いのに気づき、ようやく顔を上げて円えん四し郎ろうと目が合った中年男は、

「えっ？」

　円えん四し郎ろうはニッコリと笑って、

「仕事中にゲームはダメだよ、おっさん」

　顎にパンチ一発。声を上げる間もなく、中年男は倒れる。円えん四し郎ろうは中年男の身体からだを弄いじる。

「ところで、どうしてわざわざツボ押しをするんだい」

「記憶を消すやつか？　戦っている最中にも色々技を使っているからね。『あの時、ここを殴られた瞬間、意識や視野がおかしくなった』とか学習されて、悪用されると困るのさ。天神無刀流うちの秘伝だからね。正義の味方は秘密が多いのさ」

「正義の味方ね……。ヒーロー気取りかい？　さて、ボクたちはいつまで逃げ切れるのか？　それまでに周囲にどれだけ多大な迷惑をかけるのかな。ちゃんと考えて行動しているかい？」

「どういう意味だ？　お前たちの望む通りにしてやってるのに、その言いぐさはないだろう」

「悪く思わないでくれたまえ。ボクたちが頼れるのは今の所キミだけなのさ。だからキミがしっかりしてくれないと困るってことだよ。それじゃ、ボクは眠るとするよ」

　リンの身体からだが円えん四し郎ろうへと倒れ込み、そして髪の毛が金色に染まる。

「ちょっと、怖かった。円えん四し郎ろう、大丈夫？　ケガ痛くない？」

「不ふ甲が斐いなくて悪かったな」

「そんなことないよ」

　メリルは大きく横に首を振る。

「帰るとするか」

　歩き出そうとすると、メリルの足が止まる。

「どうした？」

　と足元を見る。草履の鼻緒が切れていた。

（中が全裸の状態で浴衣ゆかたでおんぶしたら大惨事だし、動きにくい……）

　円えん四し郎ろうは少し考えてから、メリルを横に抱きかかえた。

「これ、お姫様抱っこってやつ！」

「いや、恥ずかしいから、大きい声出すな……。裸足はだしで歩かせるぞ」

　メリルは顔を赤くして円えん四し郎ろうをじっと見た。

　円えん四し郎ろうは、リンのいうとおり、よく考慮して行動する必要性を感じていた。

　メリルとリンに訊きかねばならないことがまだまだある。

　メリルを見ると今度は少し恥ずかしそうに目をそらした。

「ちょ、ちょっとくらい遠回りしてもいいんだよ」

「まっすぐ帰るぞ」

「ぇー」

「言っただろ。犬も歩けば棒に当たる。今日は『棒』に当たり過ぎた」
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　帰宅。

「おかえり。あらら。浴衣ゆかた買ったの？　でも色々汚れてるわね。シミになるから洗ってしまいましょ」

　茉ま莉りはそう言ってメリルを風ふ呂ろに入れた。

　そして風ふ呂ろから上がって来たのは、メリルではなくリンだった。

　しかも、独立学校の制服を着ている。

「そんなのどこで手に入れたんですか？」

「手に入れたも何も、これは、私の服よ。サイズは後で直すつもりだったけど、結構大丈夫っぽいわね」

「茉ま莉りがこんな小さな服を着てたなんて思えない。将来茉ま莉りみたいになれるのだろうか」

　リンは主にバストを気にしていた。

「大丈夫よ～。夜よ更ふかしさえしなければ。寝る子は育つ、ってね」

「なら、難しいかもしれない」

　リンは少し暗い顔をした。

　円えん四し郎ろうは、そんな話をしてる場合じゃないだろうと、少し苛いら立だつ。

「リンか。こっちにこい。話さなきゃいけないことがあるだろ」

　リンを自室に連れて行く。

「キミを巻き込んでしまったのは申し訳ないと思ってるよ。だけど、キミを巻き込んだことは、ボクたちにとって決して間違いではなかったと思っている」

「あのエージェントたちは誰だ。なぜ逃げている。それは二重人格であることと関係しているのか」

「一度に聞いてくるね。ボクはボクが直接知っていることだけ話そう。メリルの話はメリルに聞いてもらおう」

　リンは少し間をおいてから話し出す。





◇◇◆◆◆◆◆






　海の底のような重力のないふわふわとした世界は、膝を抱えて浮かんでいるだけで、心地いい。それはいつもと変わらないはずなのに、いつもはＢＧＭのように聞き流している、この世界に降ってくるリンの声を、今日はなぜだか聞いてしまう。




　──ボク、ことリン・チューリッヒはサラ・チューリッヒの娘として生まれた。代々咒幣コイン管理公社の研究所で働く学者一家に生まれたボクは、母親の職場で育てられた。ボクはとっても可愛かわいかったから職員からはアイドルとしてそれはそれは可愛かわいがられたもんだよ。おまけに天才だったから、わずか五歳で術式を自作できるようになった。

　研究者たちの作った術式よりも効率のいいものを次々に作った。

　で調子に乗ったボクは、母様の作っていた術式に手を加えてみたんだ。それが間違いだったんだ。十歳だからね。若気の至りというには若いけど。

　まあボクの母親なんだから当然ボク並みに天才なわけで、経験の浅いボクから見てムダと思える術式が実は重要な安全装置になっていたわけで、それを調子に乗って次々削除。確率的にあまり起きない事故というのは得てしてセーフティ機能がない時に起きるものでね。

　ボク大事故起こしちゃって、気づいたら知らないコの身体からだになってたってわけよ。最初は身体からだが溶けて仕方なく整形したかと思ったけど、しばらくしてメリルという女の子の身体からだだとわかったよ。ボクの身体からだは溶けるどころか、跡形もなく完全に別次元の彼方かなたに持っていかれたってわけ。

　母様が、研究所でブラブラしていたメリルの身体からだにボクの魂を緊急避難させて、結果、ボクはメリルの身体からだに居い候そうろうさせてもらうことになったのさ。

　で、早くあのエージェントは何か、なぜ逃げたのかということを教えろって顔をしているね。わかったよ。

　あのエージェントは第五研究所のエージェントだ。たぶん。下請けの下の孫請けという可能性も否定はしないけど。下したっ端ぱのことなんてボクの知ったことじゃないからいいだろ。

　ボクたちが研究所から逃げ出して来た理由は簡単。ボクの魂を使っていかがわしいことをしようとしてるらしい、ってわかったからね。

　いかがわしいっていってもエッチなことじゃないよ。この子どもっぽい身体からだをどうこうしたいなんて思う大人はいないと思うよ。ああ、ロリコンやペドとかいうのもいるみたいだけど、研究所には多分いないだろう。知らないけど。

　魂を使うってなんだ、だって？

　簡単な話さ。

　ボクとメリルの魂を使って、兵器にする。ただそれだけのことだよ。

　具体的な内容はわからないけど、おおよそどうやるかは見当がついているんだ。

　元々ボクたちに知らされていた計画に多少変更を加えただけだろうからね。

　メリルの力が強力なのはキミも見ただろ。

　メリルが本気を出せば、なんでもできる。街ひとつ虐殺するくらいは余裕さ。

　けど、メリルは決して本気を出すことはないし、人を傷つけることなんて絶対に許さない。

　それに第五研究所所長がそんな非生産的な浪費をするはずがない。

　所長は、個性的だけど、極めて金銭欲のない人間だからね。

　所長の研究対象は、オルトの作成さ。

　オルトも知らないのかい。ま、それもそうか。

　オルトというのは、代替咒幣コインのことだよ。

　現行咒幣コインとは違う種類の魔力を媒体とする通貨だよ。

　咒幣コインを作れるのは、後にも先にも、賢人ミッドブックただ一人。というのが定説だけど、でも今はメリルという稀け有うな才能があるからね。

　だから、メリルに自分の魂を代償とさせれば、オルトが作れる。

　これがボクたちに説明された表向きの計画。

　それを考えると、所長の本当の計画は、オルトの作成の際にメリル以外にも多数の人間を巻き込んでしまおうというのが読み取れるんだ。

　なんだ、釈然としない顔だね。そうだよ。

　メリルは、はじめから死ぬ運命なんだよ。

　全然かわいそうなことはないんだよ。

　なぜかって？　うーん。

　そうか。そこから説明しないといけなかったか。

　メリルの身体からだにはメリルの魂とボクの魂がギュウギュウ詰めになってる、ってことはもうわかってるね。

　当たり前だけど、この状態は、普通じゃない。異常。ステータス異常だ。

　そんな状態では身体からだは長く保たない。

　ギュウギュウだから、たぶん身体からだがパーンってなるんじゃないかな。パーンって。

　だから魂をひとつにして安定させる必要があるんだ。

　もちろん、メリルはムダ死にはしないさ。

　魂を代償にして、オルトという遺産を残してくれる。

　というのが、当初の計画だったんだけどね。

　悩ましいのが、ボクたちはその当初の計画を実行しないと、二人共死んじゃうってことなのさ。パーンだよ。パーン。

　だから当初の計画通りに事を進めるため、キミの協力が必要なんだ──。




　メリルは、わかった。

　別にリンの声が聞きたいわけじゃない。

　リンが聞いている話を聞きたいのだ。

　でも、それを聞いているのはリンだ。わたしじゃない。わたしじゃない。

　いつもはそれでよかった。でも今日は違う。

　今日はすべてが違う。いつも感じるこの世界の居心地良さ。それが今日は感じられない。

　抱えていた膝を伸ばす。あの時の姿勢になる。

　膝裏と背中を支えてくれた腕の感触を思い出す。

　嬉うれしくて、嬉うれしくて、その嬉うれしい分だけ口く惜やしかった。

　円えん四し郎ろうは、決して、自分のヒーローにはならないから──。
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「昼飯でも食うか」

　昼休みに弁当を取り出そうと円えん四し郎ろうはカバンを開けた。弁当が見当たらない。

「あ、家に忘れてきた」

　それまでの間、頭の中にあったのは、メリルとリンのことであった。

　窓から見える、ドームを持つ建物を見る。独立学校の隣にある第五研究所の建物だ。一般人の立ち入りが厳禁された、ここから最も近くて最も遠い場所だ。

　今にも中からエージェントたちが駆け出してこちらに向かってきそうな気がして、落ち着かない。

　エージェントたちの昨日の記憶は消したつもりだが、万が一のこともある。討ち漏らしもいるかもしれない。こっちに来なくても、直接メリルのいる家を取り囲んでいるかもしれない。

　そんな確率の低いことよりも大事で、確実に急迫しているものがあった。

『メリルたちの死』

　すべての元凶は、ひとつの身体からだに二つの魂があることだ。これが解決すれば問題はなくなる。

　もちろん、にわかには信じがたい。騙かたりである可能性もある。誤解である可能性もある。

　仮病や誤解なら右往左往する必要もない。

　まず確認。それが必要であった。

　様々な心配は、腹が鳴ることで中断された。

　脳というのは大おお飯めし食らいで、考えるとお腹なかが減る。円えん四し郎ろうは集中して物を考えるので空腹が激しい。教室の端のクラスメイトにも聞こえるほど大きな音で腹が鳴る。

　でも、他の奴やつらが教室で弁当を食べるのを見ている他ない。

　そんな時、足あし尾おがクネクネしながら寄ってきた。

「天あま神がみ氏、今日は断だん食じきかニャ？」

　円えん四し郎ろうの口より先に腹がググゥと返事をした。

「聞いてのとおりだ」

　足あし尾おは満面の笑みである。

「機嫌がよさそうだな」

「腹ペコなら奢おごって欲しいかニャ？」

「お前の口から『奢おごる』なんて単語が出てくるとは。お前金欠じゃなかったのか」

「金欠？　何それおいしいニャ？」

　足あし尾おは両手の掌てのひらを上に向け、聞いたこともないというジェスチャーをする。

「テンション高いな」

「で奢おごって欲しいのかニャ？　欲しくニャいのかニャ？」

「一食くらい抜いても、どうということはない。いらん」

　腹は鳴る。止める方法も知っているが、むやみに身体からだを自分の都合に合わせると後々負担が来る。

「口では嫌がってても、身体からだは正直だニャ」

「いや、まじでいらんから」

「そこまで言うならしょうがニャいニャ～。って今ニャンて？」

「いらないって」

「こんな千載一遇のチャンス、もうニャいのに」

　足あし尾おは肩と猫耳をすくめて、教室の別の奴やつに話しかけに行った。

　円えん四し郎ろうにしたのと同じように「何か奢おごろうか」と尋ね廻まわるが、皆断っていた。

「なんだかあいつ、徹夜明けみたいな妙なテンションだな」

　実際足あし尾おは少し目の下にクマがあるように見える。そして少し瘦せたようにも見えた。

　足あし尾おが円えん四し郎ろうのところに戻ってきた。

「どうしてみんな断るのかニャ？」

「いや、自分から奢おごりに来る奴やつとか怪し過ぎるだろ。テンションがおかしいし。宝くじでも当たったのか？」

「宝くじ？　ニャカニャカ惜しいところ突くニャン。天あま神がみ氏」

　足あし尾おは、制服のポケットから一枚の紙片を取り出した。

「御覧じるニャ。これがハッピー・ミンツ・エクストラのチケットだニャ」

　足あし尾おはチケットを指先に挟んで高々と掲げた。

　クラスの一部から「すげぇ」という声が漏れる。円えん四し郎ろうは、他にもアイドルファンがいたことに少し驚く。話し好きな莉り々り利りだけでなく、吉よし原はらという地味目の生徒も足あし尾おに「見せてくれ」と頼み、チケットに両手を合わせて拝んでいた。

「お前ら、そんなもん拝んでも、なんの願い事もかなわないぞ」

「この尊さがわからニャいとは、かわいそうだニャ」

　吉よし原はらと莉り々り利りも頷うなずく。

「紙切れ一枚でそこまで興奮するなんて信じられないな。こういうのって紙のチケットじゃなくて、データで個人と紐ひもづけして端末でピッとするもんなんじゃないのか」

　円えん四し郎ろうの言い方に、心に潜む、端末でピッと決済することへの憧れが少しにじみ出ていたが、誰も気づかなかった。

　莉り々り利りは、
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「それは俗人の考えることだね。一流のアーティストは、ファンがコンサート終わった後も余韻に浸れるように物の形で残したい気持ちまで考えてるんだよ」

　吉よし原はらは「俗人にわかるように言えば、これ一枚で二十万くらいするプレミアもんですよ」

「俗人俗人と言うな」

　莉り々り利りは「このチケット、たぶん今はもっと高く取引されてるよ」と汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーの画面からオークションサイトの情報を見せてきた。

「今三十八万か……。ほぼ二倍」

　足あし尾おは、

「チッチッチ」

　と指を振り、

「甘いニャ。甘いニャ、君たち。俺っちのチケットは二枚あるのニャ！」

　指に挟んだチケットを振りかざす。莉り々り利りは、手を出し、

「一枚は布教用なんでしょ。入信します。ちょうだい。いえ、ください！」

「布教なんてする必要ないニャ！　これはもし彼女ができたらの保険だニャ！」

　吉よし原はらは「彼女ができる確率なんて微粒子レベルも無いんだから、ボクに売ってくれ」と頼む。

「なんで、微粒子レベルもニャいなんて言えるニャ！　単に今は出会いがニャいだけニャ！」

　円えん四し郎ろうは、

「出会いがあればすぐ彼女ができるって自信はどこから生まれるんだよ」

　莉り々り利りも「そうよ。見てくれは悪くないのに彼女ができないってのは、いかに中身の問題が深刻かってことなのよ。反省するべきよ」と手厳しい。

「貴様らにはいくら大金を積まれても譲らニャいニャ！」

　足あし尾おはチケットを胸ポケットにしまった。

「で、足あし尾お、お前、そんなもん買う金どこから湧いて出たんだよ？」

「さあ。ニャンのことかニャ？」

「短期間で大金を得る方法なんて限られてる。宝くじか、身体からだを売るか、あとは魂を売るかだ」

　莉り々り利りは「宝くじのわけないし……」と腕組みをした。

「お前、掘っただろ」

「俺っちの特性は《土木工兵サパー》なので土を掘るのは得意だニャ」

「そっちじゃない」

「俺っち、ノンケだニャ」

「尻のことでもない」

　円えん四し郎ろうは、鍋屋のことが頭によぎった。

「足あし尾お、しきりに話をそらそうとするってことは、当たりだな。その顔のやつれ具合。テンションの奇妙さ。お前、発掘マイニングして咒幣コインと交換しただろ」

「……」

　沈黙する足あし尾おの代わりに、吉よし原はらが、

「発掘マイニングって何？」

　と疑問を呈してきた。莉り々り利りが、

「おほん。私が教えてあげよう」

　教室の後ろにあるサブ黒板にチョークで書き込みを始める。

「咒幣コインというのはその名前のごとく魔力と通貨の性質があります。ですがもうひとつ重要な機能がありますよね」

　吉よし原はらは、

「それはわかるよ。取引帳簿機能だろ」

「そうです。咒幣コインの正式名称はconjuration of interhuman network。人じん間かん組そ織しき魔ま力りよく。ですから帳簿のネットワークでもあるのです。たとえば、足あし尾おくんが吉よし原はらくんに咒幣コインを五十ほど渡した時は、その記録が残ります。この機能が社会経済を支える基盤となっているのです」

「それとマイニングが何の関係があるのですか？　莉り々り利り先生」

〝生徒〟吉よし原はらが訊たずねる。

「咒幣コインを通貨として使用する場合ではなく、魔力として使った場合どうなるかわかりますか」

「それも普通に取引帳簿に書かれるだけでしょ。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを使う時に普通に会社に基本使用料支払ってるし」

「あー。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーで魔力を消費する時はそうですね。じゃあ、自己端末化アクテイベートして使う時は、どうですか？」

　吉よし原はらは頭を搔かいた。

「ボク、まだ自分の特性すら把握できてなくて……。自己端末化アクテイベートしたことない……」

「なるほど。それなら仕方ないですね。自己端末化アクテイベートするというのがどういうことかというと、魔力を対価に精霊に魔法を使うよう交渉できるのですね。ですから、精霊に咒幣コインを支払うことになります。その時、取引帳簿はどう書かれるのか。精霊に名前なんてあるでしょうか」

「精霊の名前なんてないな」

「そうです。ですから不可知者アンノウン名義の相手の取引として記録されます」

「人間相手の取引と変わらないってことか」

「ほとんど同じです。が、違うところがあります。それがマイニングと関係します。すなわち、人間同士を行き来しているだけだと、咒幣コインの総量は変わりませんよね。足あし尾おくんと吉よし原はらくんが最初百ずつ持っていたら、合計は二百。足あし尾おくんが吉よし原はらくんに五十支払っても、足あし尾おくん五十、吉よし原はらくん百五十になるだけで、合計は二百のまま」

　吉よし原はらはようやくわかってきたようで、

「でも、精霊相手の時は、総量が変わる。だって、咒幣コインは人間組織魔力。人間の間にしか存在できない」

「はいそうです。で、消えた咒幣コインはどこに行くか。精霊に五十払ったとして、どうやって咒幣コインを取り戻すのか。咒幣コインを咒幣コインで買うことはできませんので、咒幣コイン以外のものを対価にするしかないですよね」

　吉よし原はらは、はっと気づいて、

「生命力を対価に咒幣コインを得る……」

「そうです。それが、発掘マイニングです。精霊領域に消えた咒幣コインを掘り起こすイメージからそう名付けられています」

　学んだ吉よし原はらと莉り々り利り〝先生〟が、同時に足あし尾おを見た。

「べ、別に生命力を支払っても、身体からだはニャンともニャいし。大したことニャいよ」

　足あし尾おの声は少し上ずっていた。莉り々り利りは、

「『大したことない』って思っているうちにズルズルとハマって手遅れになってしまうのがマイニングの恐ろしさなのですよ」

　と足あし尾おの肩を叩たたいた。吉よし原はらも、

「悪銭身につかず、っていうよ。まっとうに働いて咒幣コインを貯ためようね」

　と肩を叩たたき、円えん四し郎ろうも、

「せいぜいコンサート楽しんでこいよ。ムダ遣いが本当にムダにならないように」

　と軽く額を指で弾はじき胸を叩たたいた。

「自分の人生、どう使おうが勝手だにゃ！」

　足あし尾おは、怒って教室を一人で出ていった。

　円えん四し郎ろうがトイレに行くと、知らない同級生が、足あし尾おがアイドルコンサートのプレミアチケットを入手したという話をしているのを耳にした。

　情報の伝でん播ぱが速い。足あし尾おが教室以外でも見せびらかしたのが一目瞭然である。

「フィットネスのお時間が来そうだな」




　独立学校の生徒は、一般社会においては優秀な生徒とみなされている。文部省の所轄の学校とは違い、特別な教育がなされる選抜されたエリートたち。一般人のもつ独立学校の生徒のイメージである。

　だが内実は、生徒の質はピンキリである。もちろん優秀な者も少なくないが、底辺は底辺だ。

　そもそも独立学校の生徒の入学条件は、『聖痕』を持つこと。能力、学歴、門閥、家の貧富は問われない。入学後は成績によりＡからＤまでクラス分けがされるが、入学前の条件ではない。

　そうなると、性格だけならＥクラス、といった輩やからも入学してくる。

　教室を出た足あし尾おは、柄の悪い三年生に階段の踊り場で絡からまれた。

「ちょっとこっちに顔貸せよ」

　リーダー格の逆だった金髪の三年が、笑顔で親しげに足あし尾おの肩に手を回す。足あし尾おは見ず知らずの上級生に絡からまれ、困惑する他ない。

　柄の悪いオトモダチに囲まれ、足あし尾おは体育館裏に連行された。

　体育館裏に着くやいなや、三年生は足あし尾おの鳩みぞ尾おちに一発拳を叩たたき込こんだ。足あし尾おの身体からだは膝から崩れ落ち、息もできないほどの痛みで地面に転がる。取り巻きがタバコを吸いながら、

「ふぅ。さすが。精密検査でパンチ力三百キロ出しただけあるっすね」

「だろ。特性《拳闘》なんだから当たり前っちゃ当たり前だけどな」

　両拳の聖痕が光っている。

「おい、豚。サンドバッグになりたくなかったら、お前が隠し持ってるイイもん出しな」

　足あし尾おは咳せき込こむ。頭の猫耳飾りは投げ捨てられた。

「なんのことだ？」

　足あし尾おに語尾で遊ぶ余裕はない。

「とぼけんなよ。なんかバカ高いチケット持ってるんだろ？」

　足あし尾おの胸ぐらをつかみ立ち上がらせると、腹に拳を押し当て、次の一撃を予告する。

「咒幣コインなら出せる」

「お前、センスねぇな。咒幣コインをカツアゲするバカいるかよ。記録が残って証拠になるじゃねぇか」

「でもチケットは渡せない」

「渡さなくてもいいんだぜ。でもコンサートに行ける身体からだかは保証しないけどな」

　取り巻きがタバコを足あし尾おの頭に押し付けた。

「アチッ、痛い痛い」

　足あし尾おはその場にうずくまった。髪の毛が焦げた臭いが漂う。

「おいおい。これでも、出してくれないのかぁ？　どのみちコンサートには行けないんだからさ。おとなしく渡した方が賢いと思わないか」

　足あし尾おはそれでも首を横に振る。

「さすが１─Ｄのバカだ。こんな簡単なこともわからないとは」

　足あし尾おを蹴ろうとした時、地面から現れた小さな土壁が足あし尾おを守った。

　土壁を蹴って痛めた足を擦っていた不良の「痛えなコラ」という声は、急にできた地面の穴に仲間とともに吸い込まれていった。

　足あし尾おは、

「十五メートル下でしばらく遊んでろ」

　と立ち上がろうとした瞬間、足あし尾おの足首を穴から伸びた手が摑つかんだ。

「誰が、遊ぶって？」

　仲間を肩に担かついだ男が、足あし尾おを引き倒し、仲間とともに穴から這はい出でてきた。

「ち、地下五階相当の穴なのに……」

「買ったばかりの増幅器アンプリフアイアをこんなクソ野郎のために使うハメになるとはな」

　手首につけた黒い腕輪が光る。

　不良の拳にあった聖痕の紋様が拡大し、腕まで線が伸びていた。

「穴を掘るのが得意なようだな。次は自分の墓穴でも掘るんだな」

　指先を少し足あし尾おの身体からだに触れただけで、足あし尾おは悶もだえ苦しんだ。

　不良たちが足あし尾おを羽交い締めにして、身体からだの隅々まで調べた。諦めた足あし尾おはがっくりとして抵抗を止めた。しかし、

「チッ。こいつ持ってねーぞ」

「そんなはずは!?」

　一番驚いたのは足あし尾おだった。

「持ってるみたいな素振り見せやがって」

　足あし尾おの頭を叩たたき、舌打ちした。

「明日までにもってこい。じゃないと明日また今日の続きをすることになるからな」

　と足あし尾おを解放した時、ふらりと生徒がやってきた。

「トイレが混んでたからこっち来たら、ここも混んでやがるな。って、足あし尾おなにやってんだ？」

「天あま神がみ氏！」

　足あし尾おは目に涙を浮かべて円えん四し郎ろうを見た。むろんその場にいる者すべてが円えん四し郎ろうを見ていた。

　しかし、驚きの表情はない。リーダー格の男が、

「出たな、噂うわさの裏番長」

　逆に驚かされたのは円えん四し郎ろうの方だった。

「『裏番長』？」

「どこからともなく現れて俺たちの邪魔をする奴やつがいる。どうやらお前のようだな」

　気まぐれに学校や街の裏路地で不良相手に軽いフィットネスをしてきたのは事実だがそんな呼ばれ方をされていたとは初耳だった。

「裏番長なんて妙な呼び方するのは、役職手当を振り込んでからにしてくれ」

「誰かわからなくてな。ようやく餌に食いついてくれたな」

「なるほど、足あし尾おは俺をおびき寄せるための囮おとりというわけか。でも俺は本当に偶然ここに来たわけで、お前らの企たくらみが成功したわけじゃないし、お前らと喧嘩ダンスしたことなんてひとつも覚えてない」

　リーダーが、

「じゃあ、思い出させてやるよ」

　そう言って邪魔な足あし尾おを穴に放り込もうとする直前、円えん四し郎ろうは、記念硬貨を上空へ弾いた。

「三人」

　すぐに「はぁ？」と疑問を口にした不良のうち三人が倒れた。

「これが落ちてくるまでに地面に寝る奴やつの数だ」

　円えん四し郎ろうは落ちてきた記念硬貨をキャッチする。

　リーダーの男は、

「ちょっとおもしろそうじゃないか。ちょうど手ごたえのある奴やつをぶっ飛ばしたいところだったんだ」

　と拡大した聖痕を見せつけてきた。足あし尾おが、

「あいつのあの腕輪、最新の増幅器アンプリフアイアだ。気をつけてくれ」

　と円えん四し郎ろうに忠告したが、

「何だそれ」

　と無知を晒さらした。リーダーの男は、

「通常の十倍出力できる、特別仕様の増ア幅ン器プだ。今の俺は三百キロの十倍の三トンの拳が繰り出せる。多分大怪け我がすると思うけどよ。生きてるだけマシだと思え」

　悪意を具現化したような嫌けん悪お感を与えるオーラ。そんな異様なものが纏まとわりついている拳で円えん四し郎ろうに殴りかかる。

　しかし、円えん四し郎ろうは一言。

「しょうもな」

　拳の先を直前で躱かわすと、リーダーの生徒の身体からだは一瞬にして、学校の敷しき地ちを越えて、研究所の敷しき地ち内へすっ飛んでいった。円えん四し郎ろうは、

「思いの外飛んだな。さすが増ア幅ン器プ。十倍飛ぶ」

　相手の力を利用する技術は今や武術にとって必須の技術だ。無論円えん四し郎ろうも極めている。

　円えん四し郎ろうは研究所の敷しき地ちの方向を見ながら、

「お前のことはよく覚えておいてやるよ。今頃、研究所の警備兵にこっぴどく怒られてるだろうけどな」

　と笑った。足あし尾おは、

「ありがとう。助かったよ」

　涙目で円えん四し郎ろうの手を両手で握った。円えん四し郎ろうは、拾った猫耳を足あし尾おの頭に付けた。

「泣くほどのことかよ。語尾も普通になっちまってるし。チケットを見せびらかしていた時のハイテンションはどこいった？」

　チケットと聞いて、足あし尾おは慌てだした。

「そうだニャ！　チケット、ニャくしたんだ！　どっかに落としたニャ！」

　周囲を探そうとする足あし尾おを止め、

「これだろ」

　とチケットを足あし尾おに渡した。

「どうしてこれを！」

「ちょっと拝借してただけだ。こんな感じになると思ってね」

「あの時！　教室で俺っちをデコピンした時だニャ！　何で盗とったニャ！」

　抗議の視線を円えん四し郎ろうに向ける。

「あんなチケット見せびらかしたら、すぐ狙われるに決まってるだろ。盗とってくださいと言いふらしているようなもんだ」

「今度から気をつけるニャ。こいつらの名ニヤ前まえを把握して、突き出すニャ」

「やめとけ。名前とか知ったら、一生ネガティブな感情を持つことになるぞ」

　足あし尾おは少し迷った。そして感情の折り合いをつけた。

「わかったニャン。それにしても、天あま神がみ氏は俺っちを心配して見に来たのかニャ？」

「ちょっと立ちションしに来ただけだ。それよりそのチケット、お前の命の代価だろ。大事にしろよ」

　足あし尾おはチケットに頰ずりしてから、

「俺っちに礼を尽くさせてほしいニャ」

「そうだな。いつか飯奢おごってもらおうか」

「了解致した。いいお店を見つけたら連絡するニャ！」

　足あし尾おから連絡先を書いたメモをもらった。

「連絡先もらっても、メッセージを送る手段がないんだよな」

　ポケットにメモを突っ込む。

「ところで、この者たちをどうするニャ？」

「どうもしないよ。放っておいて大丈夫だ。今日のことは覚えていないから」

　円えん四し郎ろうはすでに記憶を抹消する処置を手早く済ませていた。そして、

「じゃあな。本当にトイレ行く」

　と言い残して立ち去った。





◇◇◇◆◆◆◆






　少女が一人、誰にも気づかれることなく独立教育学校インデイペンデント・スクールに侵入していた。ランチボックスの入ったカバンを片手にぶら下げてうろつく。メリルという名を他の生徒は知らない。

（茉ま莉りからもらったこの服、落ち着かないなぁ）

　居心地の悪さを感じるのは、着慣れぬ制服のためだけではなかった。

　研究所と学校は隣接している。学校を上から覗のぞき込こむように研究所の建物がそびえていた。

　おまけにちょうどその頃生徒が一人、研究所へ向かって空を舞っていた。

（なんか今、人が飛んでいった気がするけど。そんなはずないよね。緊張してカラスと見間違えたかな）

「円えん四し郎ろうどこにいるんだろう」

　独立学校にも警備員はいるが、制服を着た生徒に対してはほとんどノーチェックで、隣の研究所が警備兵で溢あふれているのに比べると、天と地の差がある。

　校舎に入ろうとした時、ミノタウロス像の一体が動いた。

「ひあっ」

　思わず小さな声が出た。身体からだが勝手に震えた。

　一体が生きているかのように動く。残り一体に『修理中』の張り紙がなければ本物と思い込んでメリルは身動きできなくなっていただろう。

　それでも怖いメリルは像に目を合わさないように進む。

「下足箱はないのかぁ」

　学校には下足箱があるものと漫画で学んでいたメリルは、下足箱がなくて少し残念に思う。

　二手に分かれる大階段の上に、十二名の歴代校長とジョン・ヨハネスブルグの肖像画が右から左に並ぶ。メリルは、伏し目がちに右側の階段から上がった。

　廊下はツルツルとした石張りで滑りそうになる。

　生徒たちが休み時間を謳おう歌かしていた。

　女子生徒が廊下に飾っていた絵画に端末をかざして音声案内を聞いていたり、女神像の乳房をいじって下卑た笑いをしている男子生徒がいたり。

　女子生徒が三人、廊下に設置されているテーブルに向かい合って、談笑している。メリルは少し耳を傾ける。

「彼氏と前夜祭行くの？　私行くけど」

「えー、わかんない」

「何で行かないの？　そこで『一緒に前夜祭イブを過ごしたカップルの絆きずなは永遠』って噂うわさなのに」

「前夜祭に行ったことが咒幣コインにずっと記録されるだけでしょ」

「でも行くんでしょ？」

「うーん。今の彼氏とはなんかちょっと、しっくりこないっていうか」

「しっくりこない？　身体からだの話？」

「ちょ、何言ってんの？　性格の話！」

（『一緒に前夜祭イブを過ごしたカップルの絆きずなは永遠』……）

　女子生徒たちの歓談はやや猥わい談だんに近づいてゆき、メリルの理解の範囲を超えていったが、『前夜祭』『絆きずな』『永遠』という言葉は頭に残る。

　自分以外の者たちが楽しそうにしているのを見て、ただでさえ異分子と自覚しているメリルは強い孤独感に包まれた。これまでもそのような環境にずっと置かれていたが、今は、その孤独感から逃れる方法を知っている。

「あっ。円えん四し郎ろうだ」

　と後ろから話しかけた男子生徒は別人。円えん四し郎ろう探しに焦るあまりのミスだった。

「は？　円えん四し郎ろう？　天あま神がみのことか。あんな壊し屋と一緒にするなよ」

　と不満を言われるも、びっくりし過ぎて謝るのも忘れ、メリルはその場から逃げた。

　慌てて逃げたので、自分の現在地がわからなくなり、

（どどど、どうしよう。帰り方もわからない）

　あわわ、と混乱しかけた時、

「お前、こんなところで何してるんだ？」

　と聞き覚えのある声を耳にして、メリルは、

「円えん四し郎ろうぉおお。お弁当ぉぉおー。一緒に食べよぉぉぉお」

　と泣きついた。

「弁当届けにわざわざこんなところに来たのか……」

　学校の隣は研究所である。研究所から必死で逃げ、今も逃げている最中にもかかわらず、たかが弁当ひとつのためにここに来るなんて、信じられなかった。

　呆あきれる他ないが、涙目のメリルを責めてもしかたがない。

「午後の授業まで後少しだけど、あっちで食おう」




　人気のない第二学術棟の非常階段で、弁当を開ける。茉ま莉りの作るいつもの弁当、とは少しだけ違っていた。不格好なおかずが混じっている。メリルが作ったとすぐわかる。

「食事って、二人で食べるとおいしいよね」

「そうか？　誰と食っても味は変わらないだろ」

「そんなことないよ。一人で食べるより誰かと食べるとおいしくなるよ」

「誰かと飯を食うことぐらい今まであっただろ？」

　メリルは首を横に振る。

「わたしがご飯を食べる時は、いつも一人。リンが起きてる時は、リンがお母さんとご飯を食べる」

「研究所には他に誰もいなかったのか？」

「うーん。なんか、わたしと関わり過ぎると後々悲しくなるから、そういうことしない方がいいって」

　家畜に名前をつけないとか、感情を移入しないとかと同じ理屈。どうも胸むな糞くそ悪わるい話だった。

　円えん四し郎ろうはなんとなく、

「メリル、これ美う味まいからやるよ」

　卵焼きをメリルの弁当に入れようとする。すると、

「えー。これわたしが作るの手伝ったやつー。食べて食べてー」

「そうか。ん。ちょっと甘いな。おまえ、卵焼きにメープルシロップ投入しただろ」

「正解！　おいしいでしょ。メープルシロップおかわりあるよ」

「いや、いらねぇよ」

「おいしいのに」

　メリルは、白飯にすら、メープルシロップをかけて食べた。

「なんにでもかけるんだな……。メープルシロップ過激派だな」

　円えん四し郎ろうが不名誉な称号をメリルに与えても、黙ったままだった。そして、

「ねぇ、円えん四し郎ろう」

　そう呼ぶと、つばを飲み込み円えん四し郎ろうをじっと見た。

「前夜祭にね、一緒に行きたい」

　円えん四し郎ろうは箸を止めることなく、軽く、

「別にいいけど」

　と承諾した。

「やった。やった。ヤッター」

「お前、祭り好きだなぁ。でも前みたいにうまくいくとは限らないからな」

　それに、またエージェントが出るかもしれない。

「うん」

　と元気よく答えながら、目の前の弁当を勢いよく食べ始めた。

　二人は完食し、

「メリルも気をつけて帰れよ。学校出るまで送ってやる」

「うん」

　午後の授業開始が迫り、生徒たちの動きも少し慌ただしい。

「こんなに人がいたら、見つかりそう」

「木を隠すなら森の中というだろ。大丈夫さ」

「嫌な予感がするよ」

「心配性だな」

　メリルの予感は的中する。メリルが急に横を向き、ゆっくり円えん四し郎ろうの後ろに隠れた。

「いる。いる」

　左右の手と足が同時に出る、いわゆるナンバ歩きでひょこひょこ歩いている男を視認。特別教頭をしているヨハネスブルグ所長の姿が前方に小さく見えた。それがこちらに向かっている。

「ルート変更するぞ」

　円えん四し郎ろうはそう言ってメリルとともに一度後退。メリルを先頭にして進み、階段を見つけて上の階を通る。小声でメリルに、

「振り向くな。あと普通の速度で歩け。怪しまれる」

　また階段を降りるタイミングでちらりと廊下を見たところ、

（げ、ついてきてる！）

　所長の姿が先程よりも大きく見える。明らかに近づいている。

「カムフラージュするしか無い」

　円えん四し郎ろうは、メリルを階段裏で壁ドンする。学校によくいる、いちゃつく恋人同士を演じる。メリルの両足の間に、円えん四し郎ろうは膝を入れ密着し、顔を近づけてメリルの顔を外から見えないようにする。

「ちょっと恥ずかしい」

「我慢しろ」

　階段から人が下りてくる音がする。

　メリルはおもむろにバッグから縁日のツタンカーメンのお面を取り出しつけた。

（ちょ、お前何してるの。そんなお面、よけい怪しまれる）

　注意して取り払うヒマもない。

　後は見逃してもらうのを祈る他ない。メリルの震えを足づたいに感じる。

（通り過ぎろ！）

　そう祈ったが、所長の手が円えん四し郎ろうの肩を叩たたく。

「逃げてもムダだよ」

　カムフラージュは失敗。祈りは届かない。

「ようやく見つけた。こんなとこにいるなんて」

（避けたかったが、こうなったらやるしかないか）

　円えん四し郎ろうは、ポケットの記念硬貨を握りしめて臨戦態勢になる。階段裏は周囲の目の死角になっている。逃げる時間くらいは稼げた。だが、

（何かおかしい）

　普通あるはずの怒りとか不満とか、そういった負の感情が所長の顔からは読み取れない。

　所長は、続ける。

「伝えなきゃいけないことがあってね。百五十年祭の本祭の後、スケジュール空けといてね」

「え？」

「『え？』じゃなくて、君にちょっとした用事があるから。それともデートか何か予定あるの？」

　所長はお面をつけたメリルをちらりと見た。

「いいえ」

「ここだけの話だけど、咒弊コイン適応不全症候群を引き起こさない代替咒幣コインができーる予定だから、君の身体からだでチェックしたいんだ」

「人体実験ですか」

「ご明答！　鋭いねぇー」

「その実験、安全なんですか？」

「失敗しても命に別状はない、ようにはするよー」

　後半小声である。しかも、

「めっちゃ目をそらしてますよね」

「でも『ノー』とは言わせないよ。君の存在理由はそれにあると言っていいんだから」

（所長とここで言い争ってもしかたない。というより早くここからお引き取り願わないと）

「わかりました。予定空けておきます」

　円えん四し郎ろうは承諾した。

「じゃー、それだけ」

　所長は踵きびすを返かえす。円えん四し郎ろうがホッと息を吐く。

（乗り切った）

　しかしそれも束つかの間ま、所長は振り返り、

「そーそー。そこのお面の女の子、ボクの前ではお面くらい取ろーよ」

（終わった）

　円えん四し郎ろうは記念硬貨を再び握る。

　お面に伸ばすメリルの手がブルブルと震える。

　人目はない、と円えん四し郎ろうは拳を作り、所長の急所の位置を確認する。

　が、所長はにこやかに、

「冗談だよ。顔に聖痕があるんでしょー。気の毒になー。年頃の女の子だと気にするよねー」

　そう言って、後ろ手を組んでナンバ歩きで去っていった。

「危なかったな」

　メリルは硬直して動かない。髪の毛が銀色に変わる。お面を外す。

「リンか」

「ここは研究所附属の学校だな。メリルは何のためにこんなところに」

「弁当を届けに来てくれた」

　リンはしばらく沈黙してから、

「バカな奴やつだ。そんなハイリスク・ノーリターンなこと、よくしでかせるな」

「俺もそう思うけど、来てしまったものはしかたない」

「帰りはボクだから安心したまえ」

「たしかにその方が安全だな」

「当然。後は一人で大丈夫だ」

　リンは走り去る。円えん四し郎ろうも少しばかり後をつけたが、杞き憂ゆうだった。

　後は有言実行。リンは正門を堂々と抜け、帰宅した。
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　常に自信に溢あふれているリンだったが、帰宅の途上、腹部の違和感と、人格交代直前特有の猛烈な眠気と厳しい戦いをしていた。

「このダブルパンチは想定外だ。メリルなら確実に途中で倒れてただろうね」

　額の汗を拭ったつもりが、手にべっとりと血がついていた。

「聖痕からも血が出てきてる。いよいよ時間が無くなってきた」

　メリルが普段から消している聖痕の紋様も、血でくっきりと浮き上がっている。

　リンの右手はハンカチで額を、左手はお腹なかを押さえ、痛みを呪いながら帰宅した。

「おかえり。えっと、今はリンちゃんね」

　紙かみ屋や茉ま莉りが出迎える。お気に入りの薄めの冊子を片手にしていた。

　これだけ苦労して帰宅してきたというのに、その間茉ま莉りはお楽しみ中だったと思うと、苦言のひとつもいいたくなる。

「なんか腹痛い。茉ま莉りの作った弁当、腐ってたんじゃないか？」

「『腐ってる』のは自覚してるけど、私が作ったお弁当は腐ってないと思うわ。だって私もお昼に同じおかずを食べたもの」

「あっそ。それより、もうダメ。眠い。ペンダント壊されたせいで、人格交代の制御がめちゃめちゃだ。壊れてなかったら居場所がバレてしまうんだけど。これこそ痛いたし痒かゆしと言うやつだ」

　目についたソファに倒れ込む。

　玄関を閉めた茉ま莉りが、ソファの少女の髪色が変わっていく様子を観察する。

「あら、今度はメリルちゃんね。円えん四し郎ろうくんには会えた？」

　と金髪の少女に向けて訊たずねる。

「うん。ちゃんと弁当渡したよ」

　腹痛で声に力が入らない。

「でも浮かない顔ね」

　顔と言われて、二人の顔を思い出す。自分がいるとも知らずに間近に寄ってきたヨハネスブルグ所長の顔。そして、至近距離から覗のぞき込こんできた円えん四し郎ろうの顔。

　思い出すと心臓が再び激しく鼓動を打つ。

　恐怖と驚き。

　それは確かだったから、それ以外の何かがあるのはわかっていたけれど、自分の中でそう結論づける他なかった。

　再び想おもい起おこされたヨハネスブルグ所長の顔は、メリルにとって死の象徴に思えた。

　そう思えたことがメリルを少し混乱させた。

「そういえば、今週、百五十年祭の本祭ね。早いわね。なんだかテレビで言ってたけど、『一緒に前夜祭イブを過ごしたカップルの絆きずなは永遠』だそうよ。メリルちゃんも誰かと行ってくるといいわ」

　メリルは何も答えず、洗面所にゆき、鏡を見た。蒼そう白はくな自分の顔が映る。普段隠している額の聖痕から、血が薄く浮かんでくる。『眼め』の形の聖痕から溜たまった血が涙のように流れる。

　ひとつの身体からだに二つの魂を強引に押し込んだ副作用がいよいよ、身体からだにまで現れてきていた。

　背中にズンと重い悪お寒かんがまとわりつく。

　死は怖くないはずだった。受け入れていたはずだった。

　どの道、あと数日ほどで、自分の命は尽きる。

　ただ、苦しいものでさえなければいいはずだった。

　メリルは今度は腹痛に耐えかね、トイレに向かった。

　そこで見たのは自分の血の赤であった。

　トイレから出てきたメリルの顔がさらに蒼そう白はくになっているのを、茉ま莉りは見逃さなかった。

「どうしたの？」

「わたし、やっぱり死んじゃうんだね」

「え!?」

　驚くものの、人生の、そして女としての先輩である茉ま莉りの理解は早い。




　円えん四し郎ろうの帰宅。茉ま莉りが出迎える。

「今日も遅かったね。バイト？」

「う、うん。それよりメリルたちは帰ってる？」

　と訊きいた。

「今私の部屋で寝てるわ。晩ごはん用意するね」

「毎度毎度ご迷惑おかけしてます」

「いいの、いいの」

　夕食に赤飯が出てきていたので、

「どうしたんですか、これ？」

「いいの、いいの」

　と茉ま莉りは答えず、ニヤニヤと円えん四し郎ろうを見る。

「なんですか？」

「円えん四し郎ろうくんは、何人の女の子を泣かすのかなぁって」

「天あま神がみ無刀流は、女だろうと容赦しないので」

「たくさんの女の子をいっぱい泣かせそうだなぁ」

　嚙かみ合あわない会話に円えん四し郎ろうは首をひねるばかりだった。




　メリルはベッドの中に籠もっていた。

　身体からだの変調も一因だが、何よりも自分の中に目覚めた、

（死にたくない）

　という強い望みと、それが叶かなわない眼前の未来がメリルを混乱と憔しよう悴すいに陥おとしいれた。

　ベッドの中で何度ももんどり打つように激しく寝返りを打った。





◇◇◇◆◆◆◆






「別に入ってもいいぞ」

　円えん四し郎ろうはベッドの上から、部屋の扉をノックしようか迷っていたメリルに向けて話しかけた。

　メリルはゆっくりと扉を開けた。円えん四し郎ろうはベッドに腰掛けて、

「こんな夜よ更ふけにどうした？」

「うん。ちょっと寝られなくて。話がしたくなって」

　ベッドのホコリを払って、メリルにそこに座るよう促した。

　メリルはベッドに座ってからしばらく黙っていた。黙っていたのではなく、話す勇気を必死で奮っていた。

　円えん四し郎ろうはメリルが話し始めるのを黙って待った。

「わたしの人生って、なんだったのかな……」

　メリルの目にはすでに涙が溜たまっていた。

「わたし、死ぬの」

「誰だって死ぬさ。俺だって長くは生きられない」

「そうだね。円えん四し郎ろうも、長生きできないよね」

「そういう家系だからな」

「違うよ」

「ん？」

「円えん四し郎ろうはね、自分の生命力を精霊に差し出して力を出してるんだよ」

「そんなことしている覚えはないけど」

「自覚してないだけだよ。だから厄介で、自分で止める方法もないんだ」

「方法がないなら、諦めがつく。ま、死ぬことよりもどう生きたかの方が大事だからな」

「死んだ時に評価されないと意味ないと思う」

　メリルは真剣な調子で話した。いつもと違う口調に、長い間考えた末の結論なのだろうとわかった。けれど、

「他人に評価されても意味ないだろ」

　円えん四し郎ろうは一蹴した。

「他人じゃない。誰かに評価されるんじゃない。全人類に評価されて初めて意味がある」

「そうかな。死んだ時、その評価を知る自分はこの世にいねぇんだぜ」

「評価されることがわかっているから意味はある」

「そうかな？　全人類ねぇ。でもそんなの、俺が評価しないな。どうする。お前そんな生き方、いや死に方か、お前の中で意味なくなったぞ」

　メリルは円えん四し郎ろうが半分寝そうになるほど黙った。そして反論するように、

「じゃあ、円えん四し郎ろうは、どう生きてきたの？」

「そう言われたら困るな」

　円えん四し郎ろうはベッドに横になり、天井に突き出した手をじっと見た。

「俺は、俺の一族の短命の呪いを解いて、天あま神がみ無刀流を次の世代に継承させるために生きてきた。生存本能と保存本能のままに生きてきたわけだ。俺の生き方も、メリルの基準では無意味だな。ま、全人類、全員意味なく生きてるのさ。平等に無価値だ」

　円えん四し郎ろうは笑ったが、我に返る。起き上がる。

「メリル、お前もしかして、達成不可能な使命を全人類に設定して『自分は無価値だけど、他の人も無価値だから平等』とか思ってないよな」

「……」

「図星か」

「でも、わたし、たくさんの人を巻き込んだ事故を起こしたし」

「どういう状況だ？　詳しく言ってみろよ。おまえの勘違いとかかもしれないから」

　メリルは、えぇ、と言いよどんでから、話し始めた。
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　はじめからわたしはいらない子どもだった。親の顔は覚えていない。

　気がつけば、どこか遠くの知らないところに連れてこられていた。

　親のいない子どもを集めた施設だった。

　マダムと呼ばれる女の人がいて、あれしろ、これしろ、毎日ガミガミと子どもたちを働かせていた。

　少しでも逆らうとほうきで叩たたいてきたが、外から人が来ると違う人になったみたいに甘い声で子どもたちに話しかけたり、子どもにおやつを振る舞ったりした。

　外から人が来ると、だいたい子どもの誰かが連れて行かれた。

　施設を出ていくコはみんな「新しい家族ができた」とよろこんでいた。

　施設に入ったばかりなのに、その週末にはもう新しい家族が決まった女の子がいた。

　施設の子どもたちはみんなそのコの周りに集まって、

「どうしたらそんなに早く親が見つかったの？」

　と尋ねた。みんなこの施設から早く出て行きたがっていた。

「髪の毛の色を明るくしたらいいのよ」

　アドバイスに従って、髪の毛の色を金色に変えたら、大人たちがいっぱいやってきた。

　来たのは研究所の人たちだった。新しい家族とはなってくれなかった。

　どっちにせよ、マダムから離れられて嬉うれしかった。




　でも新しい家族なんていなかった。

　連れてこられたのは、研究所で、しばらくずっと検査漬け。

　身体測定と健康診断はすぐ終わったのに、なぜか自分のおでこの周りをやたらと調べられた。調べられている途中で、鏡に映った自分の顔を初めて見ることになった。

　額に目玉のような模様があった。何度もこすってみたが取れない。

　検査する大人はしきりに「すごい」と褒めてくれたが、何がすごいのかさっぱりわからなかった。というより、こんなところに落書きみたいなのがあって気持ち悪かった。視力３・０を褒めてもらった時の方が嬉うれしかった。

「面白い子だ」

　そういったのは、ジョン・ヨハネスブルグ所長だった。

「ちょっと実験につきあってくれないかい」

　断ったらマダムみたいに打ってくると思ったので、首を縦に振るしかなかった。




　実験場は、百五十年前に悪魔に汚染されたため誰も住まなくなったオアシスの跡だった。

　久しぶりの外だというのに、黒と灰色と茶色しか無い風景ばかりだった。

　長時間移動の果てに着いた残念な光景だった。

　一緒に来たのは、ごく少数の白衣の人ひとたちと軍人数名だった。その中には所長と女性の研究者がいた。リンの母親サラだと後で知った。

　実験場では、わたしは様々な術式を使わせられた。

「術式って何？　どうしてこんな変なもの使うの？」

「術式は精霊と意思疎通するための道具よ。咒幣コインを支払って精霊に魔法の力を借りるのよ」

　姿の見えない何か奇妙な隣人たちがいつもそばにいるのを感じていたが、それらが『精霊』なる存在だと初めて知った。けども、そのことを言うと、以前マダムが気味悪がったように、気味悪がられると思って、誰にも話さないでおいた。




　どうしてこんな荒野に連れてこられたのかすぐにわかった。

　教わった術式を使うと、たいてい爆発したり、建物などが壊れたり、熔とけたりした。

　所長は「お偉いさんとこに禁忌術式の『単眼巨人サイクロプスの雷霆ケラウノス』の使用許可をもらいに行く」と姿を消したが実験は続けられた。

　二日目でわたしは、打たれる覚悟で、

「もうこんなことはしたくない」

　と断ると、周りははじめ、優しく説得してきたり、お菓子で釣ろうとしてきたが、さらに断り続けていると、狭い部屋に閉じ込められて、それでも断ると、とうとう部屋から引きずり出されて、注射を打たれた。

　頭がぼんやりして、外から自分を見ているような気分になった。

　また新しい術式を使わされた。

　それを使えばどうなるか、すぐにわかった。

　今近くにいる白衣の人たち、死ぬ。

　偉そうにしている軍人の人たち、死ぬ。

　食事を用意してくれていた、話したこともない人たち、死ぬ。

　この術式を使ってはいけない。わかっていた。

　けれども、身体からだはそのとおり動かない。命令に従うしかない。

　術式を発動。

　結果は、予想と同じ。身体からだは思うように動かず、助けることもできず、ただ火の海の中に人が消えていく様子から目を背けることも許されない。

　もう咒幣コインは誰かのために使ったりしませんから、もうやめてください。

　そう祈るしかなかった。

　お前のせいだ、と笑う悪い精霊の声が、塞ぐことのできない耳の奥で気絶するまで鳴っていた。
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「それで自分は無価値と考えたわけか」

　メリルは首を横に振って、

「無価値よりもずっと、悪い」

　そんなことはない、と否定するのは楽で、そして効果がないというのは知っていた。

「俺が継承した天あま神がみ無刀流は、はっきり言って人殺しの術だ。天あま神がみ無刀流の関係者に殺された人間は数えきれない。無実の人間を殺したこともあるだろう。おまけに罪悪感を殺す技術を学んであるから人を殺してもなんとも思わない。俺たち天あま神がみ無刀流が社会不適合者なのは間違いない。俺自身はまだ人殺しはしてないけど、いずれ誰かを殺すだろう」

　メリルは、円えん四し郎ろうをじっと見て言った。

「わたしが、円えん四し郎ろうの最初になりたい」

「しかたねぇな」

　円えん四し郎ろうはメリルをベッドに押し倒した。メリルは待つように目を閉じた。

「目をつぶるな」

　メリルの細い首に両手をかける。わずかに力を入れる。

　その時、メリルが自身の服をギュッと握るのを円えん四し郎ろうは見逃さなかった。

「別にお前は死にたいわけじゃない」

　メリルは首を激しく横に振った。

「お前は、ちょっと生きるのに疲れてるだけだ」

　力を緩めようとするのを拒むように円えん四し郎ろうの両手を摑つかんだ。

　円えん四し郎ろうはそれを軽く無視して、腕をメリルの首から背中に回した。

　苦しい記憶が頭の中をループするのを弱める経絡を押してやる。

　抱きしめられるような体勢の中でメリルも円えん四し郎ろうの背中に手を回した。

　しばらくして、円えん四し郎ろうがメリルの身体からだから離れた。

「これでいいだろう」

　メリルの表情を確認する。円えん四し郎ろうを見るメリルの目は、もはや出会った頃の目ではなく、年相応の女の子の目であった。

「今のメリルの目は、前よりもだいぶいい」

「わたし、視力３・０だよ。もともといいよ」

「そういうことじゃないんだけど。まあいいや。もう寝られそうだろ」

「眠りたくないな」

「寝られないから俺の部屋に来たんだろ。寝ろ。俺は寝るぞ」

　言葉で冷たくあしらいつつ、隣でくっついてくるメリルが寝息を立てるのを確認してから、眠りについた。
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　メリルが寝てしばらくして、リンが起きた。夜に人格が交代するのは珍しくない。

　いつもならそのまま寝るが、ベッドに円えん四し郎ろうがいるので、起き上がる。

　円えん四し郎ろうの机の上にある汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを触ったので、円えん四し郎ろうは、

「何やってるんだ？」

　と問いただす。

「ペンダントのデータを見ているだけさ」

　ペンダント自体は円えん四し郎ろうに壊されたが、データは壊れていなかった。

　汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーの画面には、少女と女性が映っていた。

「ボクと母様だ」

　円えん四し郎ろうに見せた。よく見ると少女は中指を立てていて、カメラを睨にらんでいた。

「やんちゃにも程があるな」

「母様は仕事で忙しくてね。約束を反ほ故ごにされてキレててね。これが最後の写真だと思うと、もっと機嫌よくしておけばよかった」

「家出、というか研究所出をして、今心配してるんじゃないか？」

「子どもの頃なら、心配なんかしてるもんか、って応えるところだけど。母様が仕事に明け暮れていたのはひとえにボクのためだってわかってなかったからね」

「片親なのか」

「父はスパイ容疑の取り調べで激しい暴行を受けて死んだ。その影響で、通常の仕事には就くことも難しい母様は、拾われた研究所で、他の人より実績を残さないといけなくて。娘との約束を破ってでも働かずにはいられなかったのさ。このコインバレーでカネのない人間の惨みじめさは、あの貧民窟で見ただろ。本当に優しいんだ。母様は。軟禁状態のメリルもかわいそうに思ってたしね。でもボクは信じることができなかったんだ」

「それでグレたのか。ま、よくある話だな」

「そこまでだね、よくある話は。その後は珍妙だぞ」

「珍妙って」

「ちょっとした出来心で人生を棒に振ったんだよ。約束を破ってばかりの母様に対するほんの少しの嫌がらせ。ほんの少しの愛の確認だったんだ。居眠りしているスタッフの意識を操作マニピユレートして改変。ちょっと精霊が臍へそを曲げるくらいの、実験妨害をする予定だったんだ。これまでもちょくちょくやっていたけど大したこと起きなかったし甘く見てた」

　リンは再び自分の画像を見た。

「今度はそんなものではすまなかった。精霊にとってはいたずらをしたのが誰かは一目瞭然。術式に書いてあるからね。怒りの矛先は現場にいたボクに一直線だ。自分の身体からだが、どこか別の世界へとゆっくり引きずり込まれて消えていくのを観みて、うん、チビッたどころじゃなかったね。大洪水だったよ」

「引きずり込んだ奴やつもさぞ迷惑だったろうな」

「そうであってほしいね。魂まで盗とられなかったのは、母様が体を張ってつなぎとめてくれたからだ。母様は身体からだの一部を奪われ、そこまでしてもらってようやくボクは母様の愛を理解したのだ。小便臭いガキだったよ、ボクは」

「それにしても、人妻の身体からだも欲しがるなんて、なかなか守備範囲の広い精霊だぜ」

「全くだ。で、残った魂を、研究所にいたメリルの身体からだに入れて、めでたく今のボクたちになったというわけさ」

「メリルからすりゃ、とんだとばっちりだぜ」

「同意の上さ。メリルは優しい、というより、生存本能がほとんどなかったからね。結局生存本能が強い奴やつが生き残るのさ」

　リンは立ち上がった。

「戻るのか」

「まだ戻らないよ。茉ま莉りのベッドで寝るだけさ。この部屋にいると、種族保存本能が強い奴やつに何されるかわからないからね」

「小便臭いガキが何言ってやがる。茉ま莉りさんのベッドを濡ぬらすなよ」

　リンは、いたずらっぽく中指を立て、

「ボクが漏らさなくても、メリルはどうかな」

　そう言い捨てて部屋を出ていった。
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　学校から帰るなり、メリルが円えん四し郎ろうに泣きついた。

「リンがいじめる」

　メリルの顔には、落書きがされている。

「まず、顔を洗え」

　洗面所の鏡に映すと、落書きは、

『メリルのバカ』

『リンのアホ』

　と左右の頰にそれぞれ違う筆跡で書いてあるのがわかった。

「左頰の落書きはメリルが書いたのか？」

「うん」

「お前が自分の顔に書く必要あったのか？」

「あっ。そうだ、自分の顔だった」

　まるで失なくした顔が戻ってきたかのように、メリルは自分の顔を両手で触った。

「いつもこんなケンカをするのか？」

「ケンカをしたのは初めてだよ」

「で何が原因だ？」

　円えん四し郎ろうは、タオルでメリルの顔を拭いながら訊きく。

「わたしが茉ま莉りが作ったパンケーキを全部食べて、寝て起きたら、口の中にすっぱいウメボシとかいうのが入ってて、顔にラクガキされてて、ラクガキのお返ししたら、今度は残ってたメープルシロップ全部無くなってて、それから、それから……」

「食べ物の恨みは怖いな」

　円えん四し郎ろうがキッチンにいた茉ま莉りに、

「まだパンケーキ作れますか？」

「粉がもうないの。ごめんね」

　メリルはそれを聞いて、

「ということは、明日は、パンケーキ無し……。パンケーキのないメープルシロップなんて……。あ、メープルシロップさえあれば別にいいかも」

　茉ま莉りが申し訳なさそうに、

「メープルシロップもさっきので最後……」

　メリルは「えーん」とテーブルに顔を埋めて泣いた。

　泣なき止やんだと思うと、髪の毛の色が変わる。

　リンが現れた。

　茉ま莉りが、

「パンケーキは残念だったわね」

「別にいい。メリルほど好きなわけじゃないから」

　口ではそう言ったが、不満顔のまま、

「メリルはあんなことするコじゃなかったのに……」

　とつぶやいた。

　リンは洗面所に行って、消え残っていた顔の落書きを消し、他に身体からだに落書きされていないか、確認した。

　素足やお腹なかを見た時、もうないだろうと思っていたリンだったが、左手の袖のボタンを外してめくった時、あっ、と声を漏らした。

『いきたいとおもうことはわがままかな』

　小さい字で書いてあった。

　俳句かと見間違えそうになったが、そんなのを詠よむはずがないのはリンが一番知っている。

　リンは消すこともなく、黙って袖をもとに戻した。

　洗面所を出てリンは、

「ちょっと一人にさせて」

　と言って、茉ま莉りの部屋に入っていた。

　円えん四し郎ろうと茉ま莉りは、どうしたんだろうと、顔を見合わせた。




　茉ま莉りは、

「そうだわ。かわいそうなリンちゃんに何か用意してあげましょう」

　そういうと、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーをとりだし、何やらどこかに連絡をしはじめた。

「茉ま莉りさんはリンを可愛かわいがり過ぎ」

　円えん四し郎ろうは苦言を呈したが、

「何言ってるの？　一番可愛かわいがってるのは円えん四し郎ろうくんよ」

　そう言われてしまうと、ずっとヒモのように援助を受けている円えん四し郎ろうは返す言葉がない。

　夕食時に出てきたのはメリルで、食事中、珍しく茉ま莉りはどことなく落ち着きのない様子を見せた。

　その理由はすぐにわかった。

　夕食が終わる頃ちょうどに、金色の横文字の入った赤い箱が配達されてきた。

　箱から漏れる甘いにおいにメリルは敏感に反応し、

「デザート！」

　とぴょんぴょん跳ねた。

　箱からは、新鮮なフルーツが盛り付けられたスイーツがひとつ現れた。

　汚染される前の美しい地球をイメージした、半球状のスイーツだった。

「二つ買わなかったんですか……」

「かなり無理言って作ってもらったからひとつしかダメだったの……」

　かなり大きいサイズなのだが、これくらいならメリルはぺろりといけるだろう。

　待てをさせられた犬のように、スイーツを目の前にしたメリルは茉ま莉りからスプーンを出してもらうのを待つ。何かの拍子で器の中に顔を突っ込みそうだった。

「また全部食べるとかバカな真ま似ねするなよ。またリンとケンカになるからな」

「大丈夫。もう仲直りしたから」

　円えん四し郎ろうは、半球状のスイーツをよく見る。

「これどっかでみたことがあるような。確か、予約殺到で二年待ちとかじゃなかったでしたっけ？」

　茉ま莉りは、

「そうだったかしら？」

　とトボけながら、メリルにスプーンを渡した。

　円えん四し郎ろうはスイーツ談議をしていたクラスの女子の様子を完全に思い出し、

「これ、『絶対死ぬ前に食べたいスイーツ』ランキングの第一位の、プラネットアースってやつですよね。どうやって手に入れたんですか？」

「それは、ひ・み・つ」

　円えん四し郎ろうのおでこをちょんと指で触った。

　茉ま莉りが家の外で一体何をしているのか、もうそろそろ真剣に訊きくべきではないかと迷った円えん四し郎ろうだったが、目めの前まえで小さな異常が生じていたのでやめた。

　メリルがスプーンを握ったまま動かなくなっていた。

「スプーンに何かついてたか？」

　メリルは首を振った。

「わたし、これいらない。リンにあげる」

　さきほどまでとはまるで別人である。

　スプーンを置いて、席を離れ、ソファに横になった。

「虫でも入ってたのかしら」

　茉ま莉りと円えん四し郎ろうは、地球のようなスイーツを見たが、なんら異常はなかった。

　気がつけば、銀髪の少女が茉ま莉りと一緒にスイーツを覗のぞいていた。

　茉ま莉りがリンに、メリルに食べられた分の埋め合わせとして買ってきた、と説明すると、

「そこまでしてくれなくても。でもありがとう。食べるのがもったいないな」

　とミニ地球をまじまじとみる。

「私わたしたちのことは気にせず、ドンドン食べて」

　とすすめると、リンは「お言葉に甘えて」と口に運んだ。

「メリルちゃん、リンちゃんのためにとっておいてくれたみたいよ」

「どうせ円えん四し郎ろうが、何か罪悪感でも消すツボを押したんだろう」

　リンは淡々と言ったが、

「そんなツボがあったら、苦労しねぇよ。自分の罪悪感を消すのでさえ天あま神がみ無刀流で一番難しい修行が待ってる」

「予想通り。さすが天あま神がみ無能流だもんな」

「言ってろ。食ってろ」

　リンはそうする、とスプーンを口にドンドン運ぶ。

「おいしい。今まで食べた中で一番かもしれない」

　円えん四し郎ろうが、

「さすが『絶対死ぬ前に食べたいスイーツ』だな」

　と冗談めかして言うと、リンは、

「なるほど、メリルが食べなかったわけだ」

　と一人合点した。

「ボクがこんなおいしいスイーツを味わえるのは、ひとえに、メリルのおかげなんだよね……」

　リンの目から涙がこぼれた。リンはそれを拭うことなく、スプーンを口に運び続けた。

「わざわざ超特急で頼んだ甲か斐いがあったわ」

　茉ま莉りは嬉うれしそうにした。

「全部食べてしまった。罪深い味だった」




　夜、カツンカツンという音で円えん四し郎ろうは目を覚ました。深夜二時である。

　音源である庭に出ると少女がいる。銀髪。リンである。

「近所迷惑だぞ。丑うしの刻参りか？」

「やめろと言ってもやめないぞ」

「まるでプロ社員かよ」

　リンは一いち瞥べつもせず、白いオブジェに向かって槌つちと鑿のみを振るう。白いオブジェは心臓の形をしている。

「何なんだ、これは」

　リンは自身を指差し、

「墓だよ」

　リンがガツン、ガツンと槌つちを振るっているのを、出来上がるまで傍そばに座ってじっと見ていた。

「できた。完成だ」

　周囲の血管まであるリアルな心臓で、勢いで作ったにしては、なかなかの大作である。

「心もこんなふうにずっしりしていたらブレないのに」

　リンは誰に言うでもなく、石のオブジェをなでながらつぶやく。

　それまでこの場を支配していた鑿のみと槌つちを振るう音はもうない。二人も黙っていた。

「前夜祭が近づいている」

「そうだな」

「そういえば、メリルがお前と一緒に行くのを楽しみにしていたな。前夜祭は何があってもメリルと一緒にいろ」

「言われなくても、メリルが望む限りそうしてやるさ」

「違う！」

　リンは語気を強くして否定した。

「『何があっても』メリルと一緒にいないといけない」

　メリルとの個人的な約束以上のものであるとは理解した。

「了解した」

「円えん四し郎ろう。ボクたちが代替咒幣コインを作ったら、受け取ってくれるかい」

「それって、魂みたいなもんだろ？」

「違うね。魂は余剰次元に連れて行かれるから。精霊から魂の代わりにもらうものさ」

「だとしてもそんなもの、たった数日過ごしただけの人間が受け取っていいもんじゃないだろ」

「日数なんて関係ないさ。一日で親友になることだってあるし、百年の恋も一時に冷めることだってある」

「メリルの考えも聞かないと」

「メリルもボクも同じ考えだ。信じられないなら後でメリルに確認するといい」

　メリルが言うならともかく、リンが代替咒幣コインを受け取るよう頼んでくるのは釈然としないが、メリルの性格を考えると自分で言えない可能性は十分にある。

「キミは毎日生命力をムダ遣いして寿命を縮めている。でも代替咒幣コインを生命力の代わりに使えばキミの寿命はきっと伸びる」

「咒幣コインのように拒絶反応起こさなければ、だけどな」

「大丈夫さ。代替咒幣コインを発行する精霊は極めて良性だ」

「なんだか、命を押し売りされている気分だ」

「そう。これは命の押し売りだ。命の換金額が不明だから全部渡せないだろうし、所長の目をかいくぐる必要があるから大量には無理だろうけど、一部でも渡せれば十分だろう」

　リンはじっと円えん四し郎ろうを見た。その眼めは真剣以上のものであった。

「もらえるものは、もらっておくよ」

「それでいい。でも、必要とあれば、惜しみなく使ってほしい」

「せめて『生き金』になるように、ってことか」

「そうだね。さあ汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを出したまえ」

　円えん四し郎ろうは動かない汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーをポケットから取り出す。

「これを使ってそのまま代替咒幣コインを入れると、バグる。キミも見ただろう。メリルの口座を」

「ああ。数値がバグっていた」

「試験段階でそうなったのさ。なので、術式を改変する。ちょっと、キミの口座を見せて」

「いや、見せるも何も動かないから」

　円えん四し郎ろうは汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを使って動かないのを痛いほど知っていたが、

「いいから。とりあえず、あっちの心臓をよーく見るんだ」

　言われた通りにする。目めの端で、汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーの光を捉えた。

「終わったよ」

「メリルも『あっちむいてホイ』しろとか言ってたけど、なんでそんなことで動くんだ？」

「それはまだ企業秘密さ」

　汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを円えん四し郎ろうに返す。

「次に、聖痕を出したまえ」

　円えん四し郎ろうは、左手の甲を突き出した。リンは円えん四し郎ろうの手を両手で包むように握り、

「カニッツァの三角形だね。これにボクがかつて持っていた聖痕を上書きする」

　親指で聖痕を撫なでると、小さな花のような聖痕が付け加えられた。

「これでボクが与えるものすべてをキミは強制的に受け取ることになる」

「代替咒幣コインの術式とかどうしてそんなこと知ってるんだ？」

「ボクも母様の研究を手伝っていたからね。限定的な管理者権限をボクは持っているのさ。でもこれくらいしか今はできないけどね。さて贈与契約の予約も設定しておいた」

「咒幣コインって契約台帳でもあるから権限がある人間から丸見えなんじゃないか。お前が俺にしたことも筒抜けだろ。大丈夫か」

「たぶん、大丈夫。ああいうのは事件がわかってから見るものであって、事件前に見るものじゃない」

「なるほど」

「あと、お礼は百回も五体投地しなくていいよ。一度でいい。あとは二十三回の土下座で十分だ」

「一度たりともするか。土下座もしない」

「わがままだな」

「でもどうして俺の汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーは一瞬息を吹き返したんだ？」

「少しのお世話になったから少しだけ教えよう」

「もったいぶらずに全部教えろよ」

「バカチンが！」

　リンのビンタが円えん四し郎ろうの頰を襲う。

「痛いな」

　円えん四し郎ろうは油断したことを後で猛省することにした。

「効果確認完了だ。ボクらの命運はキミに託した」

「もっとマシな託し方は無いのかよ……。で、なんで汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーは息を吹き返したか、早く教えろ」

「こういうのは自分で気づいて初めて価値が上がるんだ。さあ、キミの特性を言ってみろ」

「《破壊者》だ」

「それが間違っているんだ。そんなカッコいいもんじゃないよ、キミもキミの特性も」

「なかなかディスってくるじゃないか」

「ああ、ディスることにしたんだよ。そもそも、もしキミの特性が《破壊者》だとしよう。そんな強力な特性、タダで使えると思うかい？　あと、触ったものすべてが壊れるのかい？」

「いや、中に魔力が入っているものだけだ。なんでだ？」

「それが答えなんだから、言うわけないじゃないか。破壊なんていう大きな効果を得るには、大きな対価が必要だ。なのにキミは自分の特性を発揮するたびに、大きな対価を払っていない。咒幣コインを払ってもいないんだから。咒幣コインじゃなくてキミの身体からだから日々流出している生命力をごく一部を払っているだけだ。咒幣コイン登場以前の原始的な魔術を行使をしているにすぎない」

「そんな魔術を使っている憶おぼえはないんだが」

「原始魔術でキミは無意識にしかも都度活性化アクテイベートしているのさ」

「本当の特性がわからないって話なんだが」

「キミにとっての『得意』なこと、『特異』なことをよく考えるんだね。それが君の特性さ。あ、言い忘れてたけど、さっきの術式改変でキミはもう汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーからは普通の咒幣コインは使えなくなってるけど、気にしなくていいよ」

「お前、さらっと重大なこと言ったな」

「どうせ元々咒幣コインは使えないんだから別に大したことないよね」

　リンは舌を出した。

「大したことないかどうかは俺が決めることだ」

　リンは、「大声を出すな。近所迷惑だろう」と家の中に入っていった。

「隣は空き家なんだけどな」

　残された円えん四し郎ろうは、同じく残された心臓のオブジェを見た。

「墓、か」

　誰の身体からだも骨も入らない墓石を見る。
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　何か少しでもいいから客観的な情報が欲しい。

　いつの間にか図書館に足が向いていた。

　独立学校の図書館は巨大だ。おかずレシピ本から最新学術論文まで幅広く置いてある。ただその巨大さに比して、利用者は少ない。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーで情報ネットワークから検索するのが普通だからだ。

　広大な場所を一人で調べられるものではない。図書館にある検索端末も使えない円えん四し郎ろうならなおさらだ。図書館の頭脳を利用する。すなわち司書である。

　円えん四し郎ろうは、窓口にいる少女に声をかけた。メガネのおさげの少女である。本を山のように積んでいる。円えん四し郎ろうが前に来ても顔も上げずに読みふけっている。

　小学生がいるわけがないが、飛び級でこの学校に来ているというのは有り得る話である。

「もしもし。図書委員さん、司書さん呼んで」

　反応なし。ページを捲めくるだけ。

「おーい、図書委員さーん」

　と言っても無視である。

　態度が悪過ぎる。円えん四し郎ろうは、読んでいる本を取り上げる。

「あー、なんてことを。いいところだったのに」

「お楽しみ中申し訳ないですが、無視はいかがなものですか、図書委員さん」

「無視なんかしてない。呼ばれなかったから対応しなかっただけ」

　少女は自分の名札を指差す。

『上級司書　相さが楽ら精せい華か』

「これは、失礼致しました」

「うむ」

　精せい華かは手を出し、本を返すよう促してくる。そして受け取った本をまた元のように読みながら、

「で、何が知りたいんだい？」

「サラ・チューリッヒという人の本を探してるんです」

「そんな君には残念なお知らせがある。君の希望する本は、ない」

「調べもせずにどうしてわかるんですか？」

「私を誰だと思っている。調べなくても知っている。彼女は著作がない。それに筆頭著者となっている論文もないよ」
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「いや、マジですか」

「マジだ。私は《愛書家ビブリオフイリア》という特性持ちだ。読んだ本はすべて覚えている」

「全部読んだの？」

「もちろんそんなことはしていない。だが、検索に必要な部分はすべて覚えている。その私が『無い』と言えば『無い』んだよ」

「そうですか」

　円えん四し郎ろうが帰ろうとすると、

「ちょっと待ちな。『無い』のは、サラ・チューリッヒが筆頭著者になっている論文だけだよ」

「ん？」

「彼女が協力した論文ならたくさんある。不自然なほどにね」

「不自然？」

「そう。不自然。これだけ協力しているのに著書ゼロはおかしいのさ。導かれる答えは、二つ。ひとつは、共同名義として使われているだけ。もうひとつは全部上級の教授たちに手柄を横取りされているか。だとしたらそれでも研究所を辞めないのがすごいね。名誉欲がないのかな。ところで、どうしてサラ・チューリッヒなんてマイナーな研究者を調べてるのかな？」

「友達の母親なんだ」

「なるほど！　ということは実在する人物なんだね。これはいい情報を得た」

「どういたしまして」

「さっきも言ったとおり、サラ・チューリッヒの研究は膨大だよ。君一人では探しきれないだろう。で、どんな研究を調べるんだい？」

「人の身体からだに別人の魂を入れるような研究です」

「ああ……」

　精せい華かは少し考えてから、

「それは、あるにはあるけど、実際に行うことは禁止されてる実験だよ……。だからその論文は今は閲覧できないはず」

「そうですか」

「だが、気落ちすることはない。『閲覧』が禁止される前に見た人物がいる」

「その人を知ってるのですか」

　精せい華かは『上級司書　相さが楽ら精せい華か』の名札を指差した。

「どんな論文ですか」

「まず、その前に君の知的水準を知っておく必要がある。君は、いや、君の家に本はどれくらいあるんだい？」

　そう訊きかれて、円えん四し郎ろうは少し困った。

　茉ま莉りの薄い本はどうカウントするべきか迷う。

「一緒に住んでいる大家さんが、すごくたくさん本を持っています」

　と答えた。精せい華かは、

「素晴らしい。その本棚を大切にしなさい。本棚を見れば君と君の家の知的水準がわかるんだよ」

「そうですね。痴的水準がよくわかるでしょうね」

　精せい華かは、続ける。

「つぎに、その実験をどうして知りたいんだい？　よく考えて答えるんだよ。答えによっては教えないから」

　円えん四し郎ろうはメリルの話をすぐにするべきか迷った。独立学校は研究所の附属だ。精せい華かも学校職員である以上、研究所側の人間なのだ。

「俺、先天的咒弊コイン適応不全症候群らしくて、咒幣コインを身体からだに入れられないんですね。だから、もし魂だけ別の身体からだに入ればなぁって」

「自分の身体からだを捨てて、死体の中にでも入るのかい？　気味の悪い話だね。そんな浅い考えの人間なら悪用も無理だろうから心置きなく話せるよ」

「考えが浅くてスミマセンね」

「結論を言おう。まず、死体に新たに魂を入れることはできない。でも、生きている人間に更に魂を入れることはできる」

「！」

　いきなり本命の話題が出てきた。

「サラ研究員の実験によると、人の魂を別人の身体からだに入れる術式は完成したが、できるのは入れることだけで、身体からだは全然動かない状態になる。すなわち、使い物にならない、ということだ」

「動かない……」

　メリルの身体からだでも動いているリンは例外的存在だとわかる。

「簡単な理屈だ。魂と身体からだがくっついてはいないんだから操作できない。入っているだけ。一卵性の双子でもダメだったそうだ。でも、」

　精せい華かはまるでそこに論文があるかのように宙空を見ながら話す。

「『人の身体からだを一時的に操作できる特性があれば、可能かもしれない。ただ、そのような限定的な場合にしか使えないこの術式に価値があるかは評価が分かれるだろう』だって。学者さんの言い回しだね。ストレートに、無意味って言えばいいのに」

「無意味、というより有害だ」

　円えん四し郎ろうは吐き捨てるように言った。その術式が、サラの娘リンをこの世に留とどめ、そして今の二人の葛藤を生んでいる。

「しかもダメ押しで『動物実験では、魂の再移転は成功せず、魂を複数入れられた個体は、三年以内にすべて死亡した』ともあるね。なるほど、禁忌に指定されるわけだ。これを使えば、完全犯罪ができるからね。確実にゆっくり殺せる」

「なんか、覚えているのに、今初めて読んだみたいに言いますよね」

「ん？　今初めて読んだんだけど？　普段は写真みたいに記憶するだけで、感情を入れて読んだりしないんだよ」

「そうなんですか」

「それにしても、残念だったね。君の先天的咒弊コイン適応不全症候群を解決する手段は今のところ存在しない」

（あ、そういう口実だったの忘れていた）

「そ、そうですね」

「でも、将来はわからないよ。今の所長、ジョン・ヨハネスブルグはそれはもう熱心に熱心に先天的咒弊コイン適応不全症候群を研究しているからね」

「そうなんですか」

「そうだよ。彼の奥さんが先天的咒幣コイン適応不全症候群で亡なくなったんだ。君が生きているのもそのおかげかもしれないよ。咒幣コインの副作用や、さらには許可がないとできない代替咒幣コインの研究や、咒幣コイン以外の動力の研究や発明もすごくしているんだから。第五研究所が栄えているひとつの要因が彼の存在だよ。ありがたや、ありがたや」

　精せい華かの顔はもっと話したいという顔だった。このままでは関係ない話に付き合わされそうであった。縁日での老人もそうだが、円えん四し郎ろうは不思議なことに話し好きから一方的に話されることが多い。今回も遮らねばずっと話される予感がした。

「じゃ、色々教えてくれてありがとうございました」

　と切り上げ帰る体勢をとる。精せい華かは物足りなそうな顔をしたが、

「またおいで～」

　と手を振った。




　円えん四し郎ろうの姿が見えなくなった後、精せい華かは読みかけの本に目を落とし、しばらくして、また閉じた。

「記憶力が良すぎるというのも、考えものだね」

　独り言を言って、端末を取り出す。

　研究所関連職員に向けて最近発せられた通達が画面に表示された。

　サラ・チューリッヒを含むいくつかの事項を調査している者がいれば、『即座に第五研究所に報告せよ』。

　そんな旨むねの通達が出回っていた。

「私だって、普通の人たちみたいに『知りませんでした』とか『忘れていました』とか『記憶にございません』とか、便利な言い訳ができれば、こんなことはしないよ」

　第五研究所に通報した後、精せい華かは机にうつ伏せになった。

　経験したことのない疲れに襲われていた。

「誰だって自分が一番かわいいんだ」




　図書館では解決の糸口すら何もつかめなかった。

　メリルたちの危機が現実のものであるという確証が得られただけだった。

　メリルたちの狂言や勘違いかもしれない、という心の逃げ道を完全に失った。

　無力感が全身を襲ってくる。

　自宅に帰ると、メリルかリンもちょうどよく自室で静かにしていた。

　円えん四し郎ろうも自室で静かに瞑めい想そうに入った。もうそうする他ないほど打つ手が思い浮かばなかった。得意の集中力は鳴りを潜め、雑念ばかりが頭に浮かぶ。
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　子どもの頃から先代である父親に教え込まれたのは、殺人術だった。

　天あま神がみ無刀流は、千二百年以上の歴史を持つ武道の流派。看板を掲げた道場など開かず、ごく少数の優れた人物にのみ技を継承する。継承できない弟子は死ぬ。

　厳しい修行の末に、円えん四し郎ろうは、奥おう義ぎを習得すると同時に、この流派を殺すことにした。すなわち、もう誰にも奥おう義ぎを教えることなく自分で最後の代にする。

　円えん四し郎ろうにとって、天あま神がみ無刀流の修行、血の滲にじむような努力は完全なる『ムダ』であった。有害とすら思った。

　修行すればするほど、円えん四し郎ろうを拒むかのように身近な機具が壊れていった。汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーすら使えなくなり、おまけに先代の借金も承継したため、日常生活も厳しい。

「何が『天あま神がみ無刀流に敵は無し』だ。『天あま神がみ無刀流に金は無し』の間違いだろ」

　そう思ったことは一度や二度では無い。

　それに、タイマンなら負けないだろうが、集団戦では限界があるとも悟っている。天あま神がみ無刀流千二百年の歴史に現代兵器の存在は織り込まれていない。衛星からの攻撃があれば気づくことなく消し炭になるだろう。それを踏まえてか、天あま神がみ無刀流の教えのひとつ、

『命を奪うは下げ、心を奪うは上じよう』

　相手が反撃できなくなるほど相手の心を砕くことが最上という意味が、現代では、相手から尊敬される人間になれという意味に変容し、円えん四し郎ろうからするとヘドが出そうなほど道徳的、欺ぎ瞞まん的教えになっていた。

　円えん四し郎ろうが今生活できるのは、先代が恩を広く売ったおかげであり、例えば茉ま莉りがほぼ無償で家を貸してくれるのはそのためだとは理解しているが、それも突き詰めて考えると、天あま神がみ無刀流なんか捨てて一般人として生きておけば、もっとマシな生活ができたはずで、先代に感謝する義理は持たない。

　だから、

（他人に恩を売って泥ばかり被かぶってた親おや父じみたいなことはせずに、メリルにもリンにもそのまま自分の運命を受け入れてもらえばいい）

　そう思い込みたかった。

　だが、助けたいなんていう偽善な思いを『殺せない』。

　自分の身体からだに染しみ付ついた技であの二人を救えないか、常に頭の中で考えている。

　メリルたちのあの眼めを──、

　死を覚悟した者の物悲しい眼めを──、

　死ぬよりも嫌なことから助けてくれと訴えかける眼めを──、

　円えん四し郎ろうはどうしても『殺す』ことができなかった。

（眼めなど無い。そんなの自分の心が生み出した幻影だ）

　頭でわかっていても消えない。

　その眼めは、もやは幻影ではなく、円えん四し郎ろうの心の実体であった。

　実体は殺せない。その実体を殺す時、その時は自分の心も死ぬ時だから。




　円えん四し郎ろうはゆっくりと目を開ける。

　自分にできることはわからない。このムダな天あま神がみ無刀流にできることはないかもしれない。

　だが、メリルたちが自らの運命に抗あらがう限り、自分も二人の意志と心を守ると決めた。
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　休日。円えん四し郎ろうは家にいた。

　学校も休み。附属の図書館も閉まっている。情報収集もできない。

　茉ま莉りは午前から「今日からしばらくまたお出かけしまーす」と出ていった。都市の間の移動には政府の査ビ証ザが必要で、一般人にはなかなか難しいはずだが、茉ま莉りは簡単に成し遂げる。政治家の愛人でもしているのかもしれないと邪推したことは何度もある。

　メリルはソファに寝転び足を振って少女漫画雑誌を読んでいる。

　その様子をじっと見ていると、メリルと目が合う。メリルはさっと雑誌で視線を遮った。

　円えん四し郎ろうは、『メリル、漫画読んでて大丈夫なのか。お前の人生ヤバイんじゃないのか。もう少しなんか行動するとか、情報を集めるとかしないのか？』というセリフが喉から出かけたが押し留とどめた。

　そんな説教はメリルには要らない。代わりに、

「メリル、俺に何かしてもらいたいことってあるか？」

　と訊きく。メリルは少し考えて、

「膝枕して」

　と言った。

「なんだそれ」

　膝枕がメリルを救う行動につながるようには到底思えない。

「ダメ？」

「別にいいけど」

「三日間」

「いや、長過ぎるだろ。それにリンが出てきたら勝手にどっか行くぞ」

　円えん四し郎ろうは冗談だと思い笑った。

「その時はその時考えればいい。このままでいたい」

　メリルは真剣に言う。円えん四し郎ろうは頭を搔かいてから、ソファに座った。

　円えん四し郎ろうの太ももを枕にしたメリルは、円えん四し郎ろうを見る。

「鼻の穴が二つある」

「ひとつだと思ってたのか？」

　メリルは、フフッと笑った。

　メリルの目は、出会った頃のような目ではなくなっていた。出会った幸せと悲しみに一喜一憂する凡庸で普通の人が持つ目だ。

「円えん四し郎ろう、わたし、おみくじ作ったの」

「自分で？　なんで？」

「円えん四し郎ろう、神社で引けなかったでしょ。かわいそうだったから」

「そうか。後で引くよ」

「うん」

　メリルは寝息を立て始めた。

　しばらくして釣られるように円えん四し郎ろうも眠る。




　円えん四し郎ろうが目覚めたのは、訪問者が来る少し前だった。

　円えん四し郎ろうの膝を枕にして眠るメリルを起こす。

　窓の外は暗くなり始めていた。

　誰か来る。

　気配を消して、窓から外を見る。

　庭の途中で、女が胃の当たりを押さえていた。

　慢性の胃炎。ストレスのかかる仕事をしているのだろう。

　女一人とスーツ姿の男二人。一人の男は紙袋を持っている。

　間違いなく、研究所関係者だ。

　警戒している動きと緊張感は見て取れるが、敵意や害意は感じられない。

　呼び鈴が鳴らされる。

「こんばんは。第五研究所のサラ・チューリッヒと申します。天あま神がみ円えん四し郎ろうさまのお宅でしょうか」

　聞き覚えのある名前だ。リンの母親、サラだ。

　サラの長い髪は、顔の右半分を隠していた。

　そして三人は研究所の身分証を提示した。法律上、これを見せられた市民は家の門もん扉ぴを開ける義務が生じる。従わなければドアを破壊されても文句は言えない。

　返事をして扉を開ける。

「こんばんは」

　そう言いながら円えん四し郎ろうは、家の周りが囲まれていないかをそれとなく確認する。道に自動車が停とまっている。運転手がいるだけだ。囲まれてはいない。

　この三人なら余裕で突破できる。

「ご用件は」

「先日の非礼のお詫わびと、娘たちがお世話になっているお礼をしに参りました」

　サラが頭を下げると、後ろの二人も頭を下げた。

（とうとうバレたみたいだな。前、何人か討ち漏らしたか。いやそれならすぐに来るはずか。防犯カメラか何かの分析だろう。それにしても母親本人が来るとは。情報を引き出すいいチャンスだ）

「そちらに謝ってもらう必要などありませんが、立ち話もなんなので。お茶は出ませんが」

　スーツの男がサラに風ふ呂ろ敷しきに包まれた箱を渡した。

「つまらないものですが」

　招き入れた客間のローテーブルで開披すると、リストバンドのようなものがあった。

　どっかで見たような気がして記憶をたどる。

「増幅器アンプリフアイアです」

　説明されて足あし尾おにたかってた連中を思い出す。

「結構お高いものだと聞いています。こんな物は受け取れません」

　円えん四し郎ろうは箱を突き返した。サラは、

「ご両親から結構な額の借金を相続して大変なのではないですか？　売って返済の足しにしていただければ」

　と箱を再び突き出した。

　公社の下部組織だけあって、研究所にも個人情報は筒抜けだ。

「あいにく今のところ債務不履行状態デフオルトにはなってないし、首が回らなくて困ってるわけでもない。いわれのないものは受け取れません」

　箱を再び突き返す。

「箱を開けてから言われてもね」

「開けたのはそっちです。なんなら代金は後でお返ししましょう」

　金品では立場を変えないことを明確にしたためか、サラはそれ以上突き出しては来なかった。

　長い沈黙が続いた後、沈黙を破ったのはサラだった。

「単刀直入に言うわ。こちらとしては穏便にメリルの身柄を引き渡してほしいだけなの」

　メリルはさっと、円えん四し郎ろうの後ろに隠れた。サラは、メリルにも聞こえるように、

「このままでは、メリルもリンも助からない。『人類全員の幸福のために死ぬ』のがあなたの生きるすべてだったんじゃないの？」

　サラの声と拳が少し震えていた。

「何言ってんだ？　おばさん」

「メリルが自分で言っていたことよ」

　メリルは黙っていた。円えん四し郎ろうはメリルに、

「否定しないようだからそう言ってたんだろう。だがな、それは大間違いだ。お前が死んで他の奴やつがどう思うかは知らない。幸せになる奴やつもいるかもしれない。でもな、確実に、幸福になんてならない奴やつがここにいるんだよ」

　自分を指差した。

「まあ、俺は本人の意思を尊重するだけだ。メリルはどう思う？」

「円えん四し郎ろう。ありがとう」

　メリルは、円えん四し郎ろうの背中に抱きついた。そして、

「それに、所長の話だと、結局わたしもリンも助からない。それならここにいる方がマシ」

　サラは眉間にシワを寄せる。

「リンが助からない？　一体何の話？」

「わたし、所長がわたしたちを殺戮兵器にするって言ってたの、聞いたもん」

　メリルが耳にした、メリルたちを兵器のようにする計画を告げたところ、

「実験は必ず公社の事前の許可が必要だし、責任者の私にそんな話は来ていないわ。ありえない話よ」

　と一笑に付した。
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　所長室で二人の男が密談をしていた。ローテーブルには資料が散らかっている。

「予定が変更できないのはわかっているんだろうな。そのメリルとかいう娘は回収できたのか？」

　烏からす丸まに言われてジョン・ヨハネスブルグ所長は頭を搔かいた。

「いやー、ただいま進行中……」

　所長は言葉を濁らせたが、すぐ反撃するように、

「というか、そう言う君こそ、メリルとドライブしてたそうじゃないかー。その時きちんと捕まえておいてほしかったね。烏からす丸まくん」

　資料の写真に写った烏からす丸ま星せい次じ郎ろうの顔を𠮟責するように指で小突く。

　道路につけられた監視カメラの写真。烏からす丸まが運転する車の後部座席に円えん四し郎ろうとメリルが乗った様子が写っている。

「その時は逃げたことも娘の顔すら知らなかった。私に否はない」

　烏からす丸まは、支持者には決して見せない、不快感を露わにした顔を見せた。

「それに、あなたこそ、学校内でこの娘とニアミスしているじゃないか」

　学校でお面をかぶったメリルに壁ドンしている円えん四し郎ろうの姿の写真を示した。所長が円えん四し郎ろうに話しかけている様子がしっかりとカメラに写っていた。

「ファラオのお面つけてたから顔がわからなかったんでーす」

　バツが悪そうに弁解した。

「ふつうこんな怪しい生徒がいたら注意するものだろうが。これこそ最大のチャンスだった」

「いや、その時はボクがピラミッドに埋葬されちゃってただろーね……」

　所長は手練のエージェントたちが、記憶障害になって帰ってきたレポートを烏からす丸まに見せた。

「全部天あま神がみ円えん四し郎ろうくんのせいだよ。天下無敵のボディガードだ。すごい《破壊》だ。いや《破壊の王》だ。キミ今度雇うといいよ、うん」

「今度があればね。で、今どうやってこの娘を回収してるんだ」

「母親に回収しに行かせたから、今度はダイジョーブ」

　サラの写真とプロファイルを取り出して資料の一番上に置く。

　烏からす丸まは興味なさげに手に取る。

「娘なら親についてくるということか。この女、年齢の割に老ふけているな」

「政治家がそういうこと言わなーい。苦労と罪悪感が現れてるんだよ」

「罪悪感？」

「娘を救うために同い年の女の子を殺す罪悪感だよ。政治家にはわからないだろうけどね」

「そんなものは親の子宮に置いてきた。この母親はもうひとつの計画は知らないということだな」

「もちろんご存じないね」

「罪悪感はないのかね」

「そんなものは妻のシキューに置いてきたよ」
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　研究所に入ってわかったことは、自分には研究の才能がある一方で、自分はこの地での研究が心の底から嫌いだったということである。多くの動物が死に、遺体には敬意が表されず侮辱的に廃棄された。人倫に悖もとる研究をしている者もいるが、心ある内部告発者は次々と姿を消した。

　それでもこの研究所以外に行き場所はなかった。

　死ぬほど嫌いな実験を死に物狂いでしなければならなかった。

　心はいつも死んでいて、娘の首に手をかける衝動に駆られたことすらあった。

　娘がラボで実験中に起こした事故は、最終確認を怠った私のせいだ。リンのいたずらを見抜けたはずだから。

　精霊を侮辱し、娘の身体からだは余剰次元の精霊領域に引きずり込まれていく。いたぶるようにゆっくりと身体からだが消えていく様子は、これまでこの研究所でやってきた実験への罰のようにも思えた。

　すぐ禁忌の魂移転ソウルトランスポートするのに迷いはなかった。

　私は、近くにいた研究員にメリルを連れてこさせ、術式を構築。

　ただ、メリルの同意が絶対条件だった。

　メリルの特性《交渉人タフネゴシエーター》を抑える技術はその頃はできていなかったし、あっても動作させる余裕はなかっただろう。

　優しいメリルの同意と協力があって、ようやく娘の魂は一時的に助かった。

　優しさにつけ込んだといわれようとも、娘のため、このメリルの魂を身体からだから追い出すという罪、紛れもない殺人の罪を背負う覚悟は今も変わらない。
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「第二計画が成功して娘が死んだ時、母親がどういう行動に出るか、ちゃんと考えているか。刺されても文句は言えないぞ」

「成功すれば、ボクは刺されても構わないさ。それに娘は死ななーい。次世代咒幣コインのための尊い犠牲として歴史の中で永遠に生きるのだからー」

　ジョン・ヨハネスブルグ所長は両手を大きく広げた。

「あなたの人生は、現行の咒幣コインを駆逐することにあるのだな」

「そーです。キミのような政治的野心ひとつもない、功名心も利己心もない、純粋な動機で生きているのさー」

「俺の政治的野心も純粋だ」

「さすが政治家。物は言いよーだね。これは皮肉じゃなく、純粋にそー思ったんだよ」

　烏からす丸まは、ふん、と鼻を鳴らした。
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「責任者、とおっしゃいましたね。でも、本当にあなたは、研究所の中でそのような立場なのですか？　あなたの論文を少し調べさせてもらいました。あなたの実績はすべて他の研究者に盗とられているようでした。あなたは、成功しては実績を盗とられ、失敗すれば責任を取らされる、そんな弱い立場なのではないですか？」

　サラは唇を嚙かむ。

「否定はしないわ。でも、『殺戮兵器』？　そんな荒唐無稽な話、ありえないわよ。所長の特性は知ってる？　《金細工師オルフエーヴル》。繊細な仕事をする人よ。研究所にいる数少ない良心ある人よ。咒幣コインに見放された、あなたのような人にも配慮できる優しい人間であることは、退学処分を免まぬがれたあなたもよく知っていることでしょ」

「家族には優しい母親が、他人の女の子には残酷な運命を背負わせるのに躊ちゆう躇ちよしないことだってあります」

「それは私へのあてつけ？」

　サラの視線が円えん四し郎ろうに突き刺さる。しかし、死線を何度も潜った円えん四し郎ろうはその程度では身じろぎもしない。

「あなたの力量は知っているわ。おそらく私たちではどうすることもできない。けど、あなたの命は私たちが握っているのよ」

「公社がバックにいるからって、そう偉そうにされても」

「公社は関係ないわ。あなただけの話よ。あなた、寿命が短いことはわかってるのよ」

「さあどうだろう？」

「とぼけても無駄よ。学校の検査戦で予測されているわ。咒幣コインを使わず、特性を発揮してたら生命力使っているって見当がつくわよ」

「で一体なんでそれがあんたたちが俺の寿命を握ることになるんだ？」

「生命力の代わりに代替咒幣オルトを使えば、あなたの人生は伸びるわ」

　メリルが、あっ、と声を漏らした。

「親子だな。リンも似たことを考えているみたいだったぞ。なるほど。生き延びるために他人を犠牲にするのを責める奴やつはいないだろう。それに、俺は生きるために人を殺す罪悪感なんて簡単に消せるさ」

「なら」

　というサラを、手を突き出し遮って、

「だがな、なら他人を見殺しにできるだろうと、赤の他人に言われる筋合いはねえよ」

　ローテーブルに置いてあった箱を踏み潰した。

　サラも、引かない。

「このままじゃ、誰も救われない」

「そんなことはわかってる」

　メリルを研究所に行かせなければいけない。行かせた上で、所長の計画を止める。だが、上う手まくいく保証はない。

「だからまず、メリルのしたいことを、ひとつくらいは叶かなえてやってほしい」

　円えん四し郎ろうは静かにサラ・チューリッヒに頼んだ。

「できる限りは」

　円えん四し郎ろうの後ろに隠れているメリルは、

「円えん四し郎ろうと前夜祭に行きたいの！　少しだけ二人でいさせてもらったら、それが済んだらどうなってもいいの」

　サラは首を振った。

「あなたたちの位置は、結構前から把握していたの。すぐに来なかったのは、あなたの自由を許したから。そういう意味では私わたしたちは十分果たしたつもりよ。あなたを──」

　サラは一度言葉に詰まってから、続ける。

「あなたをこの世から消してリンだけにする計画はとても繊細だから、微調整が必要だから、準備に時間がかかるの。それを計算すると、もう今の時点で限界まで妥協しているわ」

「じゃあ、じゃあ、円えん四し郎ろうを研究所に一緒に連れていく。円えん四し郎ろう、いいよね。それならいいよね」

　円えん四し郎ろうは、「もちろん俺は構わない」と言うが、

「残念だけど、部外者を連れて行くことはできないわ。いいえ、普通の部外者なら大丈夫だけど、天あま神がみ円えん四し郎ろうくん、あなたはダメなの。特性が、計画を『破壊』してしまうから」

　メリルは、

「円えん四し郎ろうの特性は違うの。あれがバーってなってグルグルってなって、ドーってなるだけなの」

　円えん四し郎ろうも含めて、その場にいたものはメリルの言いたいことが理解できない。

「学校の中や、この家の大家のヒモみたいな生活を観察する限り、特性のコントロールができていないわよね」

「結局メリルの願いは何ひとつ叶かなえられないってことか……」

「申し訳ないと思ってる。でもそうしてもらうしかないの……」

　とサラは息を切らし、声を絞り出す。

「わたしね、ここにきて初めて、身体からだの奥からあったかくなる気持ちになったの。だから、もう少しだけ、今日と明日とあさってだけ。前夜祭の間だけ。お願い！」

　サラも泣きながら、

「私も、あなたの犠牲には感謝している。だから少しの間あなたを自由なままにしておいたの。けれど、もう限界。残りの時間はわずかなの。私だってどうにかしてあげたい。でもどうにもならないのよ！」

「こんな苦しい気持ちになるなら、何も知らずに言われるままに消えてしまえばよかった!!　円えん四し郎ろうになんかと会わなかったらよかった！」

　メリルは円えん四し郎ろうの背中をどんどんと叩たたいた。

「もうみんな嫌い。嫌い、大嫌い！」

　と円えん四し郎ろうにすがりつきながら泣きじゃくり、力が入らず膝立ちになる。

「もう待てないのよ……救える命があるのに。自分の娘を救えそうなのにそのチャンスを逃すなんてことは私にはもうできない……。娘を失った罪悪感。私はそれに押しつぶされてしまう」

「あんたのことなんてどうでもいい！　メリルはすべてを失う。なら今はそのメリルの意思を最大限尊重するのが筋だ！　いや、初めからメリルが何かを我慢する必要なんかないんだ。そこがわかってないあんたらと何を話してもムダだ。帰ってもらおう」

　円えん四し郎ろうは男二人の首の急所を突き、たちまち気絶させる。

　同時に、サラの左手を破壊する。左腕から金属片がバラバラと落下する。

「あんたの左手は義手だろう。右目も見えてはいないようだし」

　サラは髪で隠していた右目を見せる。義眼。紫の瞳の色は右だけわずかに濃い。

「娘の魂を固定するための代償よ。これだけじゃなくて左足も義足よ」

「じゃあ今度は、あなたの足を壊して逃げよう。前夜祭までなら余裕だからな」

　サラに立ち向かおうとした瞬間、

「リン！」

　サラの声とともに、後頭部を思い切り殴られたのを感じる。

　凶器はオブジェを作るときの槌つち。

　後ろの動きには気づいていた。

　泣きじゃくったせいだろう。メリルからリンに人格が入れ替わったのもわかっていた。

　はずなのだ。が、なぜか動けなかった。

　リンが、

「ボクの与えるものはすべて受け取るようにしたからね」

　床にうつ伏せになる。まるで床が回転しているように感じる。

（死に体だな）

　なぜリンが、とは思わない。

　メリルの意思を尊重することに、リンには全くメリットはない。おまけに母親を攻撃されるのも我慢ならないのは道理。

　リンに身体からだをグリグリと押されるのを感じる。

（そことそこを押されたか。まる七十二時間、寝ることになるな）

　円えん四し郎ろうがリンに教えた天あま神がみ無刀流の技を身をもって体験する。

　一度しか見せていないのに完璧にこなしたリンの筋の良さを褒めたいところだが、無理だ。口すら動かない。

　グラグラする視覚の中、リンがサラのもとに歩いていくのが見える。

　リンが振り返る。

「さようなら、天あま神がみ円えん四し郎ろう。あとはキミの運が良いいか悪いか。メリルがおみくじを作っていたから一度運試しをするといい。せいぜいムダなあがきをしてくれたまえ」
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　目を覚ます。うつ伏せに寝ていた。

　こんな色のクッションあったか？　と触って、女性の膝とわかる。

　膝の主は、三さんの宮みや美み夜やであった。円えん四し郎ろうは意外に思いつつも、気にもせずに、寝たままの体勢で、

「痛ぇ……。頭思いっきり殴りやがった……」

　後頭部を触ってみると、少し盛り上がり腫れている。

「無視とか信じられないんですけど。まず私に何か言うことあるでしょ」

「『こんばんは』？」

　美み夜やは目を三角にして、円えん四し郎ろうの後頭部を摘んだ。

「イテテ。冗談だ。介抱してくれてありがとうございましたああ」

　円えん四し郎ろうは仕方なく起き上がった。

「で、なんで倒れてたの？　玄関も開いてたし、何かあったの？」

「『飼い犬に手を嚙かまれた』って言葉、知ってるか」

「面倒を見てあげた人に裏切られることでしょ」

「そんな感じだ。実際は、嚙かまれたんじゃなくて、殴られたんだけどな。そっちは何しにきたんだ？　俺をうつ伏せ膝枕しに来たわけじゃないだろ」

　美み夜やは顔を紅潮させ、

「まず言っておくけど、一切あんたに気はないから。それにさっきの格好になったのは、頭の後ろ腫れてるから仰向けにできないし、うつ伏せにして鼻が詰まって窒息したら私の責任だし怖いから膝枕しただけだから。病院に連れて行こうか考えてたりしたけど、あんた結構頑丈そうだから、死にはしないだろうし、救急車とか遅いし最近有料化したから、あんた貧乏だからかえって迷惑かも知れないと思うし、じゃあ私がそれを払うってのも赤の他人の私がどうしてそんなことしなくちゃいけないのかって思ったし、事件なら警察に──」

　縷る縷るよくわからない弁明をし続けるのを聞き流しながら、

（なんで、リンに殴られなきゃいけなかったんだ？）

　と考えていた。

（結局リンにとってはムダなお節介をしてしまった、ということか。ムダな努力だったな）

　頭に浮かんだ『ムダな努力』という言葉を拭ったのは、メリルの存在だった。

　先行きのないメリルの気持ちの方が大事であった。

（今からメリルのところに行ってやるとしても、何ど処こにいるのか）

　本部の研究所にいるとは限らない。一般社会に秘匿されている支部研究所の場所を、当然円えん四し郎ろうは知らない。

「──そもそも、Ａクラスの私がどうしてＤクラスの落らく伍ご者の面倒を見ないといけないのって、話よ。そっちが頑張ってＡクラスに入ろうっていうやる気があるなら別だけど。まあ、それでも咒幣コインを使えない人がＡクラスに入ろうっていうのは、いくら頑張っても無理というか、ムダなあがきというか、努力する人は嫌いじゃないけど、自分の身の程、身の丈を知らない人には近づいてきてほしくないと言うか──」

　美み夜やの話を円えん四し郎ろうは単語をつまみ食いするように聞き流す。

（『Ａクラス』「Ｄクラス』『面倒』『やる気』『無理』『ムダなあがき』……）

　円えん四し郎ろうの頭の中に、一条の光のようなものが差し込む。

（『ムダなあがき』だ！　『ムダなあがき』！　リンはそう言ったけど、あれは本心じゃない。ムダなお節介だというつもりなら、黙って研究所に戻ってるはずだ）

　円えん四し郎ろうは、美み夜やが、

「ねぇ、話聞いてる？」

（リンは他にも何か言ってた。そうだ。メリルが作ったおみくじで運試ししろ、とか言ってた）

「聞いてる聞いてる」

　と聞き流しながら、『メリルのおみくじ』なるものを家の中をひっくり返すようにして探す。

「見つけた」

　それは本棚の下にあった。

　菓子箱に書かれた『おみくじ』という字は不器用で、ひと目でメリルによるものとわかる。箱の蓋には長方形の穴があるが、振っても肝心のおみくじは引っかかってそこからは出ない。その様子を見た美み夜やが、

「何しているの？」

「見ての通りおみくじ引いてるのさ。出ないんだけど」

　美み夜やが、

「そんなの箱開ければいいでしょ」

「情緒もクソもない女だな」

「汚い単語エフワード使うあなたに情緒とか言われたくないわ」

　結局美み夜やの言う通りに蓋を開け、箱から溢あふれ出でたおみくじを二人で拾う。美み夜やは、意地悪そうに声を変えて拾ったクジを読む。

「『きょうのあなたのラッキーアイテムは代替咒幣コイン』ですぅ。そんなものは手に入らないからあなたは今日一日アンラッキー」

「まあ、殴られてるし、アンラッキーではあるな」

「『パワースポットは研究所本部のドーム』ですぅ。一般人は立ち入り禁止なので、そんなところにはいけません。だからあなたはやっぱりアンラッキー」

　ここぞとばかりに煽あおってきた美み夜やであったが、

「『ラッキーアクションはアクティベート』って、これもできない奴やつじゃない」

　美み夜やは円えん四し郎ろうをいじるのをやめる。

「あなた、この子に相当嫌われてるんじゃないの？」

「かもな」

「『うんめいのひと　きょうあったおんなのこ』って。私？　私？　そんなわけないから。そんなわけないから」

「素しろ人うとの作ったおみくじに本気になるなよ」

「べ、別に本気になんてしてないわよ。でもわざわざよくこんなの作ったわね」

「俺のために作ってくれたんだろう」

「ん？」

「神社に行った時、引けなかったからな」

　その時の、メリルが悲しそうに円えん四し郎ろうを見る様子が思い出された。

（ムダな努力だ）

　そう思いきれない自分がいた。

「優しい子たちね」

　美み夜やは箱に入ったクジの枚数を数える。

「優しい子、たち？」

（美み夜やが知っているのはメリルだけのはずだが）

「だって、これ明らかに別人の字でしょ。二人以上で作ったんじゃないの？」

　クジを確認すると、

『代替咒幣コイン』

『研究所本部』

　この部分だけメリルの拙い字ではない。一度塗りつぶされ、別人に書き加えられている。

（これはリンの字だ）

　円えん四し郎ろうは塗りつぶされる前に何が書いてあったのか、透かしてみた。

　塗りつぶされる前のラッキーアイテムの欄には『メリル』と書いてあった。

「ところで、お前、用件はなんなんだ？」

「あなた、聞きたいことだけ訊きくタイプでしょ。嫌われるわよ」

「そんな嫌われ者の俺に、一体何の用だ」

「べ、別に、前夜祭の日に一緒にいたいとか、そんなんじゃないからね。私は、莉り々り利りに強引に頼まれて、『連休明けに追試がある』っていう学校通知を無断欠席中の朴念仁にわざわざ知らせに来たの。追試は、明後日あさつてだよ、明後日あさつて。大丈夫なの？」

「大丈夫だ」

　大抵のことは大丈夫となってきた円えん四し郎ろうは反射的に言ったが、

「いや、大丈夫じゃない。さっきなんて言った？　明後日あさつてが連休明け？　ということは、明日が百五十年祭本祭か!?」

　日にちの感覚が、まるで狂っている。それだけ意識を失っていたのだ。リンの仕業だと思い出す。

「そうだけど？」

「ということは今日が前夜祭！」

「当たり前でしょ。さっきから言ってるじゃない」

「まずい！　俺、行くわ。帰る時に鍵閉めておいてくれ」

　美み夜やに鍵を投げ渡す。

「ちょ、ちょっと！　急にどこに行く気？」

　美み夜やが円えん四し郎ろうの腕を摑つかむ。

「研究所だよ」

「は？　許可証も無しに、こんな夜中に？　捕まるわよ。捕まったら、退学必至よ」

「もともと退学してるようなもんだ。構わない」

「なんでそんな必要があるの？」

　円えん四し郎ろうは手に持ったクジを美み夜やに示しながら、

「このクジを作った奴やつが研究所に捕まってるからさ。助けに行く。それ以上の理由があるか」

　研究所に捕まる、という話だけでも物騒だ。それなのに、さらに捕まった人を助けに行くとなると、もはや正気かどうかを疑う。でも美み夜やからは、目の前の男の、ある種の異常性から考えると、むしろ正常な行動のようにすら思えた。円えん四し郎ろうの、さも当然というような態度を見て湧き上がったのは、捕まった女の子に対する嫉妬に似た感情。それを認めるわけにはいかない美み夜やは円えん四し郎ろうの狂気性を思うことでなんとか気持ちを押し留とどめた。

「あんたのことだから、強行突破するつもりでしょ。警備兵何人相手すると思ってるの？」

「何人でも構わないさ」

「脳みそ、筋肉でできてるの？　少し考えたらもっとマシなこと思いつくでしょ」

　そう言われて、円えん四し郎ろうは少し考えた。警備員ならともかく、完全武装の警備兵は一筋縄ではいかない。複数の特性を連携されれば厄介だ。

（正面突破が難しいなら搦からめ手てからが定石。横からか、上からか、いや下か）

「なるほど。少し考えたらマシな考えを思いついた。ちょっと汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーで足あし尾おと通話させてくれないか」

「通話くらい、自分で飛ばしなさいよ」

「俺、使えないから……」

「あ、そっか。ホント仕方ないわね。で誰？」

「足あし尾お」

　連絡先を探す。足あし尾おを助けてやった時にもらった紙を思い出し、渡す。番号が書いてある。

「『気が向いたら一緒にコンサート行こう』？　は？」

　円えん四し郎ろうと紙を二度見した。

「男同士でコンサートに行くとか、なんなの？」

「そんなことどうでもいいから、早く」

　美み夜やはフラットな棒読み声で「天あま神がみ円えん四し郎ろう君があなたとお話ししたいそうです」と足あし尾おに通話する。

　美み夜やが円えん四し郎ろうの耳に汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを当てて話す。

　足あし尾おの第一声は、

「こんな時間にどうして三さんの宮みやさんと天あま神がみ氏が一緒にいるんだニャ？」という、美み夜やとの関係を疑うものであった。今日は前夜祭。カップルたちが愛を語る夜だ。

「そんなことどうでもいい。それより、いい情報がある。もしかしたら今、お前が好きなアイドルを見ることができるかもしれないぞ」

「それは聞き捨てニャりませんな」

　食いついてくる足あし尾おに対し、

「研究所の敷しき地ちでコインバレーの上層部たちが開く前夜祭にお前の好きなアイドルも来てるみたいだ。前夜祭、一緒に過ごせるかもよ」

　円えん四し郎ろうはそう言いながら、恐ろしい考えが頭に浮かぶ。

（研究所の近くで一番人が集まるイベントは前夜祭だ。というより夜中に集まるなんてそこしかない。研究所の連中は、もしかしたら、そこに集まる人間を使って次世代咒幣コインを作ろうとしているんじゃないか？）

「足あし尾お、これは俺の推論で暴論かも知れないが、お前の好きなアイドル、命が危ないかも知れない」

「え？　え？」

「時間がない上に招待状もない。来るのか来ないのか？　来るなら今すぐ学校で落ち合うぞ」

　わかった、と聞く前に通話を切った。すると、

「え、今から何するつもり？　人工島の前夜祭会場に行くの？　その会場なら行かない方がいいかも」

「何の話だ？」

「いや、その、私も理由はよくわからないんだけど、親から前夜祭の招待状あるけど絶対に行くなって、破られたの」

「お前ん家ち、結構偉い家柄だったな」

　陰謀めいた話だが、上層部の一部には、どこからともなく危険情報が廻まわってくるという話を思い出す。

（だとするとますます、前夜祭で何か危険なことが起きる可能性は大きい）

「おう。ありがとう」

「何が、ありがとうよ、今頃」

「色々情報をくれたことにだ。鍵は、植木鉢の下にでも入れといてくれ。夜道だけど気をつけて帰れよ」

「心配してくれるの？」

「変質者を殺さないように気をつけて帰れよ」

　円えん四し郎ろうは美み夜やが止めるスキも与えず、家を飛び出した。
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　学校の校門で円えん四し郎ろうは目をつぶって案を練っていた。

（足あし尾おが来なければ強行突破だ）

　待つ時間が惜しい。あと一分経たてば一人でいこうと考えていた時、

「天あま神がみ氏、おまたせしたニャ」

　顔中汗だくの足あし尾おは、膝に手をついて息を切らす。

「遅かったな。それに、この程度で息切れとは運動不足だな」

「検問に引っかかって。学生だって言っても信じてもらえニャくて。端末で個人認証してくれたら、俺っちってすぐわかるんだけどニャぁ」

　人工島の入り口の検問用の無人端末は、円えん四し郎ろうが入学手続きの日に破壊して以来、ずっと目視による検問に切り替えられている。それをごまかすように、円えん四し郎ろうは、

「それでも、制服を着てたら誰でも通れるザル検問だろ。どうして引っかかるんだよ」

　足あし尾おの学生証の写真を見せてもらう。力士のような人物が載っている。

「なんで他人の学生証なんて使うんだよ」

「他人じゃニャいよ。昔は少しぽっちゃりしてたのニャ」

「なるほどこれじゃ検問に引っかかるな……。別人だ」

　かつての面影は微み塵じんもない。

「合格発表から入学までの間に、一生分の運動をしたのニャ。だからもう動けニャい。ちょっと休ませて」

「すぐ行くぞ。時間があまりないんだ」

「無理ニャ」

　足あし尾おがへばっているところに、学校の北西、すなわち研究所の北側からなんだか賑にぎやかな音が聞こえる。

「この声は、フランちゃん！」

　足あし尾おが背筋を伸ばし、疲れなど無かったかのように復活する。

「誰だよ？」

「知らニャいの？　ハッピー・ミンツ・エクストラのリーダー、フランちゃんだよ」

「知らないけど、まだ生きてるってことはわかった」

「フランちゃんが危ニャいの？」

「あっちにいる人間全員、死ぬ」

　足あし尾おは、少し言葉に詰まりながらも、真剣な顔つきになった。

「何をすればいい？」

「俺の言うことを疑わないのか？」

「噓うそをつく理由が思い浮かばニャいから」

「そうか。話が早くて助かる。で、やることは、体育館裏から穴を掘って研究所に入る」

「あそこにはいい思い出はニャいけど、たしかにあそこからなら最短距離で入れるニャ」

　夜の学校のセキュリティは、校舎内へ入るならば様々な機器をかいくぐる必要があるが、敷しき地ちのみなら高くない。人工島に入る段階でチェックが入っているからだろう。そのチェックも制服さえ着ていればザルも同然だが。

「穴掘れるか？」

「任せるニャ」

　足あし尾おが聖痕をアクティベートし、猫のような姿勢になる。

　足あし尾おが触れた地面がどんどんえぐれていき、あっという間にトンネルができあがる。

「急ぐので掘りやすいところを掘るニャ」

　トンネルは片側一車線くらいの幅で、中で動く可能性も考えてそれなりに広くしてもらっていた。当然タダというわけにはいかない。咒幣コインを消費する。

「これ、結構高く付くだろう」

「生き金を使うのに出し惜しみはしニャいニャ」

「気風がいいな。さぞ風通しのいいトンネルができるだろう」

「もうすぐニャ」

　そういうや、急に掘っていた土の下が崩れ、広い空間が現れた。

　同時に現れたのは、武装した警備兵十人。銃を構えていた。

「見通しも良すぎる……」

　フルフェイスの警備兵が銃口を円えん四し郎ろうたちに向け「手を挙げろ！」と叫ぶ。

「罠わなだったニャ！」

　足あし尾おはすぐに壁を塞ぐ。

「簡単に掘れたのは、侵入者を誘導する罠わなニャ！」

「そう簡単に侵入できるわけがないか」

　足あし尾おに障害壁を作ってもらいつつ逃げる。

　壁を砕いて追ってきた警備兵たちは、警告を発することなく発砲してくる。

「でもここで引き下がるわけにはいかない。足あし尾お、下はまだ掘れるか？」

「下へはまだ掘れるニャ。でも、下に行ってもまた上に上がる時はさっきの空間に誘導されるニャ」

「上等」

「足手まといになるのはいやだニャ。だからここで警備を引きつけるニャ。『こいつらは俺っちに任せて先にいけ』だニャ！」

「わかった」

「人生でこんなセリフが言える日が来るとは感激だニャ！」

　そういうと足あし尾おはさらに穴を下に掘っていく。

　今度は、屈かがんでようやく歩けるほどの細い穴をすばやく貫通させた。

「じゃあ、後は頼んだ」

　円えん四し郎ろうは足あし尾おを岩陰から蹴り出した。

「うにゃっ！」

　警備兵は、チャンスとばかりに、地面に転がる足あし尾おのもとへ群がった。

　円えん四し郎ろうはトンネルから警備兵たちの背面に出た。

　足あし尾おの「離せ。フランちゃんが危ニャいんだー」という叫び声がする。

「もう一人はどこだ！」

　と尋問されている内容が、円えん四し郎ろうのところまで反響して聞こえる。

（相手は十人だったな）

　円えん四し郎ろうは迷わず、足あし尾おのもとに戻る。背後から警備兵たちをたちどころに倒し尽くした。

「扱いが雑ニャ！」

「お前が自分で囮おとりになるって言うからだろ。変に抵抗してたら殺されてるぞ。地面に転がっておけば、殺されはしない。さすがは足あし尾お。地面に転がるのが上う手まい」

「褒めても蹴ったことは忘れニャい！」

　怒る足あし尾おにかまわず、円えん四し郎ろうは、警備兵の服を剝ぎ取ろうと試す。が、ことごとく破れてしまい、奪えなかった。

「どいつもこいつもＥＧエンチヤギアに頼り過ぎなんだよ」

　とりあえず、ほぼ裸にして、戦闘意欲を削そいでおく。

　ハシゴから地上に出る。三人ほど警備兵がいたが、これまた円えん四し郎ろうは音もなく倒し切る。

　その様子を見て、

「天あま神がみ氏は、色々鬼だニャ」

　円えん四し郎ろうは反応せず、第五研究所の中央研究棟の重厚な建築を見上げる。

「前夜祭の会場は北だ。お前一人でいけ。俺はこの建物に用がある」

「俺っち一人では絶対無理だニャ……」

「足あし尾お、大事なのは、戦って勝つことじゃないだろ。それともお前の大事なものが失われるのを指を咥くわえて眺めるつもりか」

「でも俺っち、今震えてるニャ」

　足あし尾おの手だけでなく、膝もブルブルと震えている。

「お前は、どんなに相手が強くても、どんなに相手が多くても、どんなに怖くても逃げずに立ち向かって来たじゃないか。お前はお前が思っているよりも勇敢なんだ。考えるな。前に進め。迷ってる時間なんて無いぞ」

　足あし尾おは敬礼し、

「わかったニャ、ゆくニャ。天あま神がみ氏も達者でニャ」

　と走ってゆく。

　研究棟から重く低い爆音が、全身を震わせた。

「こっちも時間が無いみたいだ」

　足あし尾おの後ろ姿から中央研究棟に視線を移す。
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　二つの無む垢くな魂が、余剰次元の精霊領域と人の精神領域との境界にいた。

「うまくいくかな」

「うまくいくよ。ボクが失敗なんかするわけ無いだろ」

「失敗したからわたしの身体からだに逃げ込んだくせに」

「言うようになったじゃないか」

「最後くらい、リンに言い返さないとね」

「もういかないといけない時間だね」

「さよなら、リン」

「さよなら、メリル」

　二人の魂は最後に抱擁した。そして片方が精霊領域へと消えた。
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「メリル、ありがとー！」

　所長は広いドームに響き渡る大きな声で感謝の意を示した。

「キミの名前は代替咒幣コインの単位として歴史に刻まれることになる！」

　所長は、振り上げた手で拍手を打ち、他のスタッフにも拍手を促す。

　沸き起こる拍手の中、少女一人だけが床に刻まれた術式の中心で静かに佇たたずむ。

　金色だった髪が、ゆっくりと銀色に変わり、額に『眼め』の聖痕が浮き上がる。

　まるでコンサートのアンコールを求めるかのように拍手は鳴り止やまない。

　長い長い万雷の拍手を止めたのは、閃せん光こうとそれにわずかに遅れて起こった爆発音であった。

　自然のものではない赤い雷が放たれ、ドーム型の屋根の一部が剝落した。

　研究員が、扇を描くように配置された機材モニタの間で、慌ただしく動き回る。ある者は資料を抱え、ある者は逃げようとし、ある者は逃げようとする者を連れ戻していた。

　中央にいる少女は、赤い閃せん光こうを放ったさきほどから、微動だにしていない。

　少女は全身を機材で覆われながら、まるで水の中のように髪の毛を揺蕩たゆたえさせて宙に浮く。ぴたりと寄り添うように、ボウリング球のような三つの球体も浮かんでいる。球体には少女の額の聖痕と同じ『眼め』が浮かんでいた。

　サラが、

「リン！」

　と叫び、少女の元に駆け寄ろうとしたが、短銃を持つスタッフたちに遮られた。

「邪魔！　どいてちょうだい！」

　所長がその様子を見て、

「サラ女史。あなたの素晴らしい知性と愛のおかげで、ボクの計画の第一段階が成功いたしました。感謝もーし上げます。ですが、まだ計画の第二段階が残っておりますので、しばらくそこでお待ち願えますか？」

　慇いん懃ぎんに礼をする。

「何をするつもり！　私の娘に何かしたら、殺すから」

　後ろ手にかけられた手錠をなんとか外そうとしながら、所長を睨にらみつけた。

「『殺す』結構ケッコー。好きなだけ殺してください。この計画の成功のためなら死ぬのも本望です。ヒヒヒ。煮ても焼いても水に沈めても構いません。ただ、今は少し静かに願います」

　所長は、暴れるサラに向けて子どもをたしなめるかのように、シーッと唇に指を当てた。

　そこへ隣にいた烏からす丸ま星せい次じ郎ろうが、所長に耳打ちする。

「ここは安全なのか？　先程の爆発も計画にあったのか？」

「コントロール下に置く直前の反発だろうね。心配ご無用。理論から想定される範囲内さ。台風の目と同じで、中心のここが一番安全だよ」

　烏からす丸まは、納得いかないというふうに、少し首をひねったが何も言わなかった。

「さ～て、さきほどメリルちゃんのおかげで手に入れた代替咒幣コインは四百億メリル。さすがメリルちゃん、いや、メリル様の魂。汚染された魔力の現行咒幣コインとは比べ物にならない澄み切った魔力の質。でもこれだとまだまだ現行咒幣コインの量には足元にも及ばない。だからメリル様に引き続きリンちゃんにも、さきほどゲットした代替咒幣コインを使用して、質量ともに桁違いな新たな次世代咒幣コインの代償になっていただきまーす！」

　サラの顔色は、怒気の混じった赤から絶望の白へと変わった。

「そんなこと、絶対にさせない！　リン、目を醒さましなさい！」

　所長は宣誓するように自分の胸に手を当ててから、

「ダイジョーブ。寂しい思いをしないよう、千人ほどの人も一緒に代償になってもらいますから。ほらご覧なさい」

　巨大モニターに映し出されたのは、咒幣コイン誕生百五十年祭の前夜祭の様子であった。着飾った紳士淑女が会食歓談している後ろのステージでアイドルが歌っている。

　外部の人間を代償にすることは、ドームの現場にいる研究スタッフにも知らされていなかったので、スタッフが各おの々おの確認をとろうとざわめく。

「烏からす丸まくんがリンちゃんのために、シークレットチャリティパーティを開いてくれてね。ボクら新しい世代に魂を差し出してくれる心優しい上流階級の方々を集めてくれたんだよ。ね」

　烏からす丸まはじっとモニタを見る。自分の活動を邪魔する政治的障害がどれくらい排除できそうか確認している。烏からす丸まに半ば無視される形になっても所長は気にせず続ける。

「これだけたくさんの人と一緒に代償になれば、リンちゃんも話し相手にクローしないこと請け合いだね。ってあれ？　なんか揉もめてる？」

　ステージのアイドルが歌の途中で舞台袖に去っていく。ステージに猫耳男が上り、係員に引きずり降ろされている。

「烏からす丸まくん。なんか不審者いるけど、警備はちゃんとしてるの？」

「ここは第五研究所の管轄だ。すなわち、警備の最終責任はキミだ」

「まいっか。さっさと第二段階に移りましょー。そうしましょー」

　そばのデスクに据え付けられていたＴ字レバーを握った。





◇◇◇◇◇◇◇






「メリルたちは、あそこにいる」

　円えん四し郎ろうは研究棟最上階のドームを見つめた。

　リンが改ざんしたおみくじが示すヒントを補強するように起きた爆発。そこだと確信するに十分であった。

　研究棟内部に侵入。ゲートを破壊し警備兵を眠らせ、周囲を確認するも、追手はもう無い。

「入り口の奴やつらで警備兵は品切れか。在庫管理がなってないな」

　ひたすら非常階段を上って最上階を目指す。

　上り切った非常階段の扉をこじ開けると、眼下にドーム全体が見渡せる、ガラス張りの廊下に出た。

　屋根に大穴が空いているのに少し驚く。

　異変の予兆を感じると同時に、巨大モニタに映る、警備兵に連行される足あし尾おの姿を見る。

（まあ、そうなるよな。でも、連行された方が安全だろう）

　と気に留とめず、視線をさらに下に向ける。

　術式の描かれた床の中心に、少女が宙に浮いているのを見る。

　髪の毛は、銀色。

「間に合わなかったか……」

　しかし、悲しみに暮れる暇はなかった。

「小さなあいつらの望みすべてをおシャカにするつもりは無ぇ」

　少女が宙に浮く、眼下のフロアは、先程の非常階段とはつながっておらず、唯一のルートであるエレベータも停止している。

　エレベータには『関係者以外使用禁止』と案内が貼られている。

（俺が来たのは外部見学者用の階段だったか）

　階段は職員が使うルートではなく、極秘計画実行中の場所につながっているわけもない。

　ガラス窓から階下を覗のぞき見る。現在地である廊下は、ドーム部分の二階部分に位置するが、一般的なビルの高さにして四階相当。高さだけ考えれば無傷で着地できる自信と技術は持ち合わせているが、機材や人がいる状況では安全に着地する保証はなかった。

　怪け我がは怖くない。怖いのは、怪け我がで動きが鈍り時間を失うことである。

　円えん四し郎ろうは廊下の消火装置から、ホースを取り出す。

　そして、ホースを身体からだにくくりつけると、迷わず、ガラスを突き破った。




　このとんでもない闖ちん入にゆう者を無視できる者は、中央で呆ぼう然ぜんと宙に浮く少女を除いて、存在しない。

　一斉に自分へ投げかけられた視線に気け圧おされることなく状況を冷静に把握。見覚えのある人間が三人いるのを確認。着地。ダメージなし。

　中央で虚うつろな目で宙に浮かぶ少女めがけて走る。

「邪魔だ！」

　進路上にいる白衣の研究所職員たちを、まるで紙切れか雑巾かのように軽々と突き飛ばし投げ飛ばしながら直進する。

　暴走列車のような円えん四し郎ろうにとって、前に立ち塞がる者は、皆同じだった。それが烏からす丸まと所長でも。

「どけ！」

　他の職員同様、衣服のつかみやすい場所、すなわち、烏からす丸まの場合も、襟と袖を摑つかんだ。はずだった。

（ん？）

　円えん四し郎ろうの腕が空を切った。空振りである。妙なことをされたと直感し、無意識に後ろに飛とび退のく。暴走列車はここで停止した。

　烏からす丸まによる手品のような現象を前に、冷徹な戦闘勘が、早く先に行かなければという焦あせりを鎮しずめる。対処する手はある。

（奥おう義ぎの『時じの先せん』を使えば、カラクリをすぐに見抜けるだろう）

　対処する手はあるにはあるが、この手は、意識を研ぎ澄まし集中することで体感時間をほぼゼロにする天あま神がみ無刀流の奥おう義ぎ。使った後は反動で集中力を著しく失う欠点がある。

　今はその時じゃない。

「あらら、珍客が。全く、警備がなってないね。ちゃんとしてくれたまえよ、烏からす丸まくん」

「ここの警備の最終責任者はキミだ。さっきも言った」

「そだっけ」

　とぼける所長を余よ所そに、烏からす丸まは円えん四し郎ろうを見据える。

「天あま神がみくん。君がどうしてここに」

「それはこっちのセリフです。これから何が起きようとしているか、ご存知なのか」

「知っているとも。私が計画したことだからね」

　この場にいる時点で関係者だとわかっていたので驚かない。

「多くの人を犠牲にする計画を、どうして」

「彼らはあまりに儲もうけ過ぎたのだ。権力の甘い蜜を吸い、弱きを挫くじき、強きにおもねる、醜い連中に、その代価を支払ってもらうだけだ。彼らの屍しかばねの上でこれまで虐しいたげられてきたたくさんの人間が救われる。救われる者の中には、君も含まれている！」

　所長が補足するように、

「あのね～。先天的咒弊コイン適応不全症候群にならない次世代咒幣コインができれば、君も自由に特性を発揮できる！　さらに君の場合は、寿命も伸びる。君ほどの人間が下流な処遇で苦しむ必要もなくなるんだよ！」

　烏からす丸まも所長も、円えん四し郎ろうのただならぬ力を知っている数少ない理解者であった。しかし、円えん四し郎ろうという人間を理解しているわけではなかった。

　そんな利益をチラつかされて説得できると思われたことにさらなる怒りを感じた。

「誰も救ってくれなんて求めていない！　ましてや他人を犠牲にしてまで救われようとは！」

　烏からす丸まは、

「それは君だけの意見だ。大多数の人間は、他人を犠牲にしてでも救われたいと願っている！　ましてやそれが社会制度を悪用し私腹を肥やす悪人が犠牲になるとなればなおさらだ。反対する者など、いないに等しい！」

　所長も烏からす丸まと共に説得を行う。

「我々は別にー私利私欲のために行動しているわけじゃない。これは全国民、いや、全人類のためになることなんだ。この計画を邪魔することは、おーくの人を苦しめるのと同じだよ！」

　円えん四し郎ろうは、正面に浮かぶ虚うつろな目の少女を指差し、

「そのためにメリルとリンが犠牲になる筋合いなんて一ミリたりとも存在しない！」

「お願い、リンを助けて」

　娘の救出を懇願するサラを、円えん四し郎ろうは冷たい目で見た。

「あなた方は、極悪人じゃなく、逆に善意のある人間なのかもしれない！」

　烏からす丸まの「ならば」という言葉を遮って、円えん四し郎ろうは、怒りを込めて言い放つ。

「その善意を、どうして、メリルのために分けてやらなかったんだ！」

　声の圧で雪崩が起こるように、崩落しかけていた天井の一部が剝がれ落ちた。

　烏からす丸まの視線に、落ちてきた破片の方向とのわずかにズレ。

　円えん四し郎ろうは烏からす丸まに向かって直進する。

「これはメリルの分だ！」

　円えん四し郎ろうの拳は、しかし、烏からす丸まの顔ではなく、裏拳気味に円えん四し郎ろうの右の空間へと放たれる。

　当たっていないはずの烏からす丸まの鼻から血が垂れる。

「これもメリルの分だ！」

　近くにいた所長も掌底一撃でスタッフの集まる一群に放り込んだ。

　烏からす丸まは、シャツの袖で血を拭く。

「見破られたか」

「どうせ、幻影を出す特性だろ」

「ああ。《影武者シヤドウサーバント》だ。政治家らしいせこい特性さ」

　構えたままの烏からす丸まは自虐的に言う。

「視線や反応の不自然さは消しきれない。天あま神がみ無刀流に敵は無い。次は確実に顎に当てる」

「そうだろうな。だがもう遅い」

　烏からす丸まは、所長が先程まで握っていたレバーをグッと引く。

「君の相手は、もう俺おれたちじゃない」




　少女のそばで待機していた三つの球体が、少女の周りをくるくると回り始めた。

「行け、リン。天あま神がみ円えん四し郎ろうくんを排除したまえ」

　所長がそう命ずる。

　球体がピタリと止まった瞬間、虚うつろな目をした少女の指先から紅あかい雷電が放たれた。

　円えん四し郎ろうとは全く関係のない方向へ。

　紅あかい雷電に当てられた機材が、真っ二つに熔よう解かいしていた。触れれば死に至る一撃。

「うわぁあああ」

　スタッフたちが出入り口に殺到したが、ロックされていて動かない。

　烏からす丸まが所長に、

「これはどういうことだ?!」

　と叫ぶも、当の所長は逃げ惑うスタッフたちに突き飛ばされ返事どころじゃない。

　なんとか立ち上がった所長が、生き残った機材で術式の稼か働どう状況を調べる。

「何これ。全然コントロール効いてないよ。ボクの術式は完璧なはずなのに。なんでボクらに『単眼巨人サイクロプスの雷霆ケラウノス』使ってくるんだい？」

　ようやく動き出したエレベータにスタッフが殺到し、順番争いをしている。

「散れ！　かたまるな！　格好の的にされるぞ！」

　円えん四し郎ろうが危惧した通り、紅あかい雷電が放たれる。

　言うより早く動いていた円えん四し郎ろうは、壊れた大型機材を床ごと引き剝がして雷の予想進路に放り投げる。

　雷撃は大型機材を容易に溶かしたが、人的被害は免まぬがれた。

「お前には誰も殺させねぇから」

　同時に、この術式のレパートリーの狭さから、ある仮説が円えん四し郎ろうの中に生まれた。

　スタッフたちが満員電車のようなエレベータに乗って消えていく。ドーム内から声が急速になくなる。

　一方、紅あかい雷電は確実に着実に施設を破壊していた。

「あれは、どうやったら止められるんだ?!」

　円えん四し郎ろうは所長に叫んだが、

「それがわかってたらとっくの昔に止めてるよ」

　とにべもない。

「『単眼巨人サイクロプスの雷霆ケラウノス』は、最大出力されたら街一個簡単に吹っ飛ぶ大禁忌術式だよ！　もっと見たいけどもう見たくない！　けど見たい。あー」

　所長は地団駄を踏む。

　大型モニタは、少女の後ろにあるためか、まだ生きていた。モニタに映し出されている外の様子は、別段変わりない。足あし尾おという一石が生んだ波紋は静まり祭りは続いていた。混乱極まるドーム内とは対照的であった。

　所長たちの計画は、明らかに失敗していた。

「リンを助けて！」

　サラは円えん四し郎ろうにすがるように悲痛な叫びを絞り出す。

　円えん四し郎ろうはサラの手錠の鎖を引きちぎった。

「リンを助けることは、できない」

　円えん四し郎ろうはサラを見つめて言った。

「あなたは、リンを助けに来たんでしょう？」

　サラは非難するように円えん四し郎ろうの腕を摑つかんだ。

「あいつの声を聞いてほしい」

　施設を破壊する音の合間に、ドームにこだまする、虚うつろな目の銀髪の少女の小さなつぶやき。

　耳を澄まして聞こえたのは、聴くに堪えない、侮蔑の言葉であった。

「ゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミがゴミが」

　サラに対しても無差別に紅あかい雷電は放たれる。円えん四し郎ろうはサラを抱えて避ける。

「どうしてリンが私を？」

　と震えるサラに、

「残念だけど、あれはリンじゃない……メリルなんだ」

　円えん四し郎ろうは、銀髪の少女を見据えたまま言った。口に出した瞬間、今までのリンの行動が理解できる。

（あの墓は、自分の墓だったんだな）

　リンの、死を決意するまでの逡しゆん巡じゆんを想像する。

　避けられない死を受け入れるのと、避けられる死を受け入れるのは別次元だ。

　心は最さい期ごの瞬間まできっと揺れ動き続けたはずで、リンとメリルの無為に見えたケンカも、きっと何かの通過儀礼だったのだ。

　リンの心境を想像することは、この場には全く不必要で、有害ですらあったが、円えん四し郎ろうは止めることができなかった。

　そして、達人同士の殺し合いなら確実に死に至るだろう数秒、呼吸を乱した。

「リン、初めてお前を尊敬したよ」

　弔うようにそうつぶやくと、円えん四し郎ろうは、リンのためにもメリルを救うことのみに集中した。

　その傍かたわらでサラはまだ「娘が死ぬなんてことあるわけ……」と、否定の言葉を最後まで言い切れずに、ただその場に崩れるように座り込んだ。

　所長の方は、

「なるほどー。あれはメリルが暴走しているのか！　それなら納得がいく！」

　とひとつの真実に辿たどり着つき、どことなく嬉うれしそうに言うので、烏からす丸まは眉間にシワを寄せて「どういうことだ」と聴く。

「ボクたちが作った第二計画の術式は、リンを前提に構築したものなんだ。だから、人が違うと当然上う手まく動かなくなる」

　烏からす丸まは「理由がわかったなら、今すぐ止める方法を編み出せ」と叫ぶ。

「方法は二つあるんだ。ひとつは近寄って装置を破壊。まあ近寄れないだろうからこれは却下。もうひとつの方を使おう」

　ジョン・ヨハネスブルグ所長は、メリルの足元をじっと見ると、端末を操作。

「骨折り損のくたびれ儲もうけという感じだねー」

　とつぶやきながら端末の決定ボタンを押した。

　烏からす丸まが「どうした？　何をしたんだ？」と訊たずねる。

「簡易軍事衛星『天帝Ⅴ─１』の『天衣無縫』って奴やつを使う！　本来敵の重要施設の破壊に使うものだけど、大は小を兼ねるって奴やつだね」

　烏からす丸まは「そんなものを勝手に使って大丈夫なのか？　簡易衛星は使い捨てだと聞いてるぞ」と不安げに訊きくと、

「仕方ないでしょ。暴走したメリルを外に出して被害が無関係な人を巻き込むのに比べたら安い安いー。それにエリアファイブはもう一つ衛星をもってるんだからひとつくらいなくなっても大丈夫大丈夫」

「で、準備にどれくらいかかるんだ？」

「あと三ビョーくらいで終わるよ。耳は塞いだ方がいい」

　そう言ったちょうど三秒後、周囲の視界が真っ白い光に包まれたかと思うと、耳を劈つんざく轟ごう音おんと旋風が、メリルのいた場所に屹きつ立りつする神こう々ごうしいまでの光の柱の顕現を祝うかのように踊り暴れ狂う。

「やったか？」

「やったでしょ。動かないから、外さないしね。これ一度使ってみたかったんだよね」

　ポケットに手をつっ込んで余裕の静観の姿勢をとったジョン・ヨハネスブルグは、しかし、口を開けて驚きよう愕がくする。

　収束し、細くなり始めた光の柱から、真紅の光が漏れ出ている。

　メリルは先ほどまで攻撃に使っていた紅あかい雷を上方に継続的に放ち、盾のようにして軍事衛星からの渾こん身しんの一撃を受け止めていたのだ。

「うそーん」

　所長は不まじめな調子で、でもそれゆえに紛れもない本心を口から漏らし、烏からす丸まは、

「効いてないだと!?」

　と怒るように所長に言う。所長は、それを否定するように、

「いや、効いてる」

「どこがだ。無傷じゃないか」

　メリルを指差す。

「効いたのは、メリルの財布さ」

　所長は、端末でメリルの代替咒幣コインの所持額を示す。

「最初は四百億。今は、百億。何発かの『雷霆ケラウノス』を考慮しても一発でサイテー二百億は削ってる。だからもう一度使えば、資産は底を突くから、メリルはもう耐えられない」

「誂あつらえたように、ちょうどもうひとつ衛星は残っているな」

　烏からす丸まも安心したかのように、落ち着きを取り戻し始めた。

「天あま神がみくん。君の出番はない」

　烏からす丸まにそう言われても円えん四し郎ろうは動かない。ただ自分ができることを考えていた。むやみにメリルを助けようと飛び込んで命をムダにするつもりもない。わかっているのは今は自分の流れではないこと。そしてこの流れのあとに必ず自分の流れがやってくることだ。

　所長は、先ほどと同じく、端末から衛星を操作。勝利を確信してか、

「５・４・３」

　とカウントダウンも始める。

「２・１・ぜええええええろ！」

　再び周囲は白に塗りつぶされる。

　先ほどと違うのは、光の柱が収束した時、そこにメリルの姿が無いことだった。

「今度こそ成功だ！」

　所長は、烏からす丸まとハイタッチしようと手を挙げたが、

「何が『成功』だ。こんな大失敗。どう責任をとるつもりだ」

「『天衣無縫』の威力調査実験とか、いろんな名目をつければダイジョーブだよ」

「たしかにさっきの『天衣無縫』はすごい威力だな。おかげで国の財布も大ダメージだ」

「まー百五十年祭だし。恩赦は多分すごいよ」

　烏からす丸まと所長は、すでに事後処理に意識を向けていた。

　そこに冷水を浴びせたのは、円えん四し郎ろうだった。

「喜んでるところ悪いけど、まだ何も終わってないよ。メリルは生きてる」

「大事な女の子を失って悲しいのはわかる。申し訳ないと思う。君もいい年だ。現実をよく見たまえ。人の瞳は前に付いているのは前を向いて歩くため──」

　政治家のなめらかな口上を、所長が遮る。

「いやーメリルは、生きている、ね」

　所長は、端末を示した。メリルの代替咒幣コインの残高だ。

『9878258321』

　所長は、

「メリルが消滅していたら、この数字も消えちゃうものなんだよね……」

　と消え入るような声で説明した。

　烏からす丸まは所長の胸ぐらを摑つかんで、

「さっき『もう耐えられない』と計算していただろ。またミスか」

　円えん四し郎ろうは、

「おっさん。メリルが生きてるのは、あんたのおかげだよ」

「私のせいだと？」

「そう。メリルは、たぶん、もう一度の直撃は耐えられなかった。だから当たらないようにしたのさ。あんたの《影武者》を真ま似ねてね」

「私を真ま似ねた、だと……」

　信じられない烏からす丸まに教えるように、円えん四し郎ろうは、落ちていた瓦が礫れきの一片を摑つかむと、誰もいないドームの一画に向けて投げた。

　中空で、カツンと石を弾く音がしたと同時に、三つの球体を伴ったメリルが姿を現した。

「そんなバカな」

「メリル、帰ったら天あま神がみ無刀流の目録か仮目録くらいは出してやる。相手の技を使って相手を欺くのは、天あま神がみ流でも上級技だ」

　烏からす丸まが「じゃあ、あのバケモノをどうやって止めるというんだ！」と頭をグシャグシャと自ら乱した。所長は、半笑いで、

「もうあとは近寄って装置を壊さない限り、むりー。お手上げ」

　と両手を上げた。

　そのふざけた言動に烏からす丸まは絞め殺すような勢いで所長の胸ぐらを摑つかんだ。

　その時、デタラメに放たれた紅あかい雷電が二階部分の廊下を破壊し崩落。

　真下にいた所長と烏からす丸まは、咄とつ嗟さのことに身動きが取れない。

　轟ごう音おん。

　死を覚悟した烏からす丸まは、自分が生きていることに驚く。自分と所長の襟首を摑つかんでいる円えん四し郎ろうを見上げる。

「助けてくれたのか。なぜだ。敵なのに」

「敵？　調子に乗るな。天あま神がみ無刀流に敵は無い」

　助けた二人を床に放り投げると、

「それにあいつには誰も殺させない。三人とも避難しろ。邪魔なんだよ。まだあれ、生きてるだろ」

　顎でエレベータを示す。

「君はどうするんだ？　逃げないのか？」

「今日は『何があっても』メリルと一緒にいるって約束してんだよ」

「たった一人でアレを倒せるのか？」

　烏からす丸まの問いに、

「誰も倒さないし、誰も倒させない。メリルを助ける。それだけだ」




　所長と烏からす丸まがサラをエレベータに押し込み、避難するのを確認すると、

「三文役者が消えて、やっと、二人っきりになれたな、メリル」

　もちろん、応答はない。代わりに紅あかい雷電が指先から放たれるだけ。

「ちょっと見ない間に、なかなかのじゃじゃ馬になったじゃないか」

　メリルの額の聖痕は、増幅器アンプリフアイアにより、その紋様が顔のみならず身体からだ全体に広がる。

「あの三つの球体をぶっ壊せばいいんだろ。壊すのは、嫌になるほど得意なんだよ！」

　円えん四し郎ろうは、近づくたびに精度を増してくる紅あかい雷電を最短距離で躱かわす。

　そして、ひとつの球体に手を伸ばした。

　まずひとつもらった！

　触れるものを破壊する特性で壊した、と感じた瞬間、至近距離から、顔に向けて紅あかい雷電が放たれた。円えん四し郎ろうは反射的に球体を盾にして、難を逃れると同時に、球体に当たり拡散した紅あかい雷電で崩落してきた巨大な瓦が礫れきの下に、球体を挟み込むように投げ入れた。
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「潰れろ！」

　体勢をわずかに崩したところに、フリーになっていた球体が、円えん四し郎ろうの身体からだにぶつかってきた。

　円えん四し郎ろうは壁まで飛ばされ、床に落ちた。やや照準の甘い紅あかい雷電が円えん四し郎ろうを追撃。辛くも躱かわす。

（照準の精度が少しずつ上がっている。指先からはもう目が離せないな）

　衝撃で脱臼した右肩を入れ直そうとして、自身の負傷の程度に気づく。

　右腕が折れている。あと肋ろつ骨こつも何本かやられた。

　呼吸するだけで胸が痛んだ。

　右腕と肋ろつ骨こつで球体ひとつ。割に合わない。

　しかし、その計算が間違っていることをすぐに思い知らされる。瓦が礫れきの下に投げ込んだ球体が、無傷の状態でメリルの身体からだを回り始めた。

「おいおい。なんでこんな時だけ、破壊できてないんだよ……」

　自分の特性でも失敗。瓦が礫れきによる物理的圧力どころか、紅あかい雷電直撃でも無傷。

「球体は実は囮おとりで、メリルが腕や頭につけている装置を狙うべきなのか。でもあれは多分増幅器アンプリフアイアだ」

　ただ、もう一度近寄りメリルに触れることができたとしても、身につけた装置を破壊できる保証はない。破壊できない可能性の方が高い。破壊できても増幅器だったならメリルの意識を取り戻せず、意味がない。

　イチかバチか。神頼みである。

「賽さい銭せんもできない俺に、神様が都合よく助けてくれたりしないか」

　メリルの両手の人差し指が、円えん四し郎ろうを指していた。

「いよいよ、年ねん貢ぐの納め時か」

　片手からの雷撃ならば、かろうじて避けることができた。精度が上がれば上がるほどかえって円えん四し郎ろうにとって避けやすくなる。しかしそれは、雷撃がひとつだけだったからだ。

（一撃目を避けたところに二撃目が来たら避けきれない）

　手頃な遮蔽物も尽きた。そして、二撃目で終わりというわけもなく、三発、四発と放たれることが予測できた。

　確実な死。

　それを裏打ちするように、メリルの目から、一条の涙が流れた。

　それが円えん四し郎ろうの途切れかけた勝利への執着を蘇よみがえらせた。

　円えん四し郎ろうは無意識にメリルに向かって走り出した。

　メリルの指先が光り始めた。

　円えん四し郎ろうは方向を変えない。

　メリルだけを見据える。

「見せてやる。天あま神がみ無刀流奥おう義ぎ『時じの先せん』！」

　すべての物が円えん四し郎ろうの前で止まったも同然となり、周囲の風景が身体からだと一体となって、壁のシミ・床にできたわずかな亀裂、落ちている書類のひとつひとつの文字のような微細なものですら鮮明に知覚できた。

　脳裏に『おみくじ』の文言がよぎる。

『パワースポットは研究所本部のドーム』

「ちょうど今いるぜ」

　屋根から大きな瓦が礫れきが円えん四し郎ろうの前に落ち、メリルの放った雷撃が拡散される。拡散された雷撃が円えん四し郎ろうの顔のすぐ横を通り過ぎてゆく。

『ラッキーアクションはアクティベート』

　円えん四し郎ろうはアクティベートして意識を失ったことを思い出しつつも、

『きょうのあなたのラッキーアイテムは代替咒幣コイン』

　メリルが作り、リンが改ざんしたおみくじ。

（お前らを信じる！）

　汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを取り出し、迷わず聖痕に当てる。

「アクティベート！」

　座学でしか知らなかった、アクティベート時の感覚。

　それは、魔力が流れ込み身体からだの芯から沸き起こる、微なる熱であり、自らの特性を特徴づける、術式の意味の身体的理解であった。

《破壊者》などと呼ばれていた特性が、いかにでたらめなものであったかは、自分を理解するという快感の前では些さ末まつなものであった。

「俺の特異で得意なものは、《集中》だ。今まで意識の集中にしか関心がなかったけど、それ以外もあったんだな」

　これまで破壊してきた物が頭によぎる。

「そりゃ、中の魔力を異常に集中させたら大抵の物は壊れるさ」

　これまで理不尽と思えた事象の理解が溢あふれてくる。

　円えん四し郎ろうは、先ほどまであった身体からだの痛みを忘れ、眼前の瓦が礫れきを飛び越える。

「リン。お前は俺に代替咒幣コインを受け取れと言ったが、あの時にはもう決意していたんだな」

　瓦が礫れきを飛び越えた先には、待っていたかのようにメリルが円えん四し郎ろうに照準を合わせていた。

　放たれる紅あかい雷。

　直進してくる雷を、円えん四し郎ろうは避けない。

　リンが代償となって生まれ、円えん四し郎ろうに譲られた、代替咒幣コインの魔力を手元に集中させる。

　むろん初めての試み。技に名前など無い。ただ、身体からだの中にある術式に従って凝縮した魔力の塊は、いつしか刀の形を成していた。

　赤い雷と、光の刀。

　互いの力は同等。

　ぶつかり合い、せめぎ合う。

　その均衡を破る、絶命必至の追加撃をメリルが放った時、

「相手の力が大きいほど、利用できる力も大きくなるのさ」

　円えん四し郎ろうの刀が、紅ぐ蓮れんの雷撃を、調伏するように巻き取る。『時じの先せん』発動中の円えん四し郎ろうにとって、止まっているのも同然の三つの球体は、まるでそうなる定めのごとく一直線に並ぶ。

　手応えも感触もなく、赤く染まった刀が三つの球体を串刺しにする。




　円えん四し郎ろうはメリルの眼めの奥をじっと見据える。

　虚無なその眼めのさらなる奥から、円えん四し郎ろうを呼ぶ声がする。

「やっと来たね。待ってたんだ」

「遅れてすまんな」

　声なき会話。

「来てくれたから大丈夫。でも来てくれなかったら、世界滅ぼしてた」

「こんなゴミみたいな世界救っちまったな。まあいい。とりあえず一緒に帰ろう」

　二人で串刺しになった三つの球体を見る。

「みたらし団子みたい。おいしそう」

「メープルシロップでもかけるか？　食っても腹壊すだけだぞ」

「それより、天あま神がみ無刀流なのに刀使っていいの？」

　メリルはクスクス笑う。

「鉄製じゃないから大目に見ろよ」

　円えん四し郎ろうも笑う。




　三つの球体が、焼けたナイフに触れられたバターのように溶け落ちた。

　メリルの身体からだにつけられた装置も難なく切り落とす。

　同時落下するメリルを抱きしめ、着地。

「おかえり」

「ただいま」

　だがメリルの足取りはおぼつかない。

　円えん四し郎ろうも、忘れていた骨折の痛みが戻ってきていた。

　伽が藍らん堂と化したドームの唯一の出入り口は崩落した瓦が礫れきで塞がれていた。

　衛星により開けられた二つの穴の周囲も崩落寸前で近寄りがたい。

　仕方なく、突入時に使った消火ホースを伝って二階部分に上り、消火ホースを身体からだに巻き付けたメリルを引っ張り上げた。

　二階部分の非常階段から、階下の声がうっすらと反響してくる。

　円えん四し郎ろうは、ほとんど裸に近い薄着のメリルに上着をかけた。





◆◆◆◆◆◆◆






　玄関ホールに到着する。侵入時に破壊したゲート越しに、隊列を組んだ完全武装の集団が見えた。どこからか赤色灯のチラつきもしていた。

「普段やる気のない警察も軍も、さすがに重い腰を上げたな」

　これだけの事件を起こしたメリルが何事もなく帰れるはずがない。

　見えているのは玄関ホールの先だけだが、建物が包囲されていると考えるのが自然だった。

　リンからもらった代替咒幣コインは、メリルを救うために惜しみなく使ったので、残量がないことは調べずともわかった。

　頭がぼんやりする。集中力がない。『時じの先せん』を使った反動だ。

　おまけに腕も使い物にならない。

「メリル、腕を治す術って使える？」

「わたしは、何の術も使えないよ。壊すのも治すのも。リンのくれたお金ちからももう無いし」

「お互い大盤振る舞いしすぎたな」

「円えん四し郎ろう、全部使っちゃったんだ……。寿命、伸びないね。ごめんね」

「気にしなくていい。はじめからそんなもんに頼る気はなかったしな。それに、今そんなこと考えてる場合じゃないぞ。ここから逃げないと」

　自分一人なら特攻して血路を切り開ける可能性もあるが、メリルを連れては無理。抵抗した分、より危険性が増す。

　困り果てて立ち尽くしていた時、

「やー、無事だったようだね。さすがだよ」

　所長が声をかけてきた。

　円えん四し郎ろうは構える。

「君たちをどうこうするつもりは全くなーいよ」

　所長は、床にへたり込んでいるサラに目を遣った。

　サラの前にメリルが歩み寄った。

「こうするしかないって、リンと一緒に決めたの。ゴメンなさい」

　サラはメリルをじっと見て、手を伸ばした。

「よかった。あなたが無事で」

　サラは円えん四し郎ろうの方も見て、

「あなたたちが言ったとおりね。信じていれば……。メリル。今までごめんなさい。娘をこれまで生かしてくれて、ありがとう」

　メリルは、首を振った。

「素敵な友だちと過ごせて楽しかったよ」

　とサラを抱きしめた。

「円えん四し郎ろうくん。リンからメッセージがあったの」

　予約投稿によるメッセージがサラの端末に表示されていた。





◆◆◆◆◆◆◆






『天あま神がみ円えん四し郎ろう　様

　これを読んでいるということは、すべてうまくいったんだね。おめでとう。

　ご存知の通り、私はメリルの代わりに代替咒幣コインの代償となった。

　それは別にメリルに負けてそうさせられたというわけじゃなくて、私が自分の意思でそうしたということはハッキリさせておきたい。無用な疑いをメリルに負わせるのは心苦しいから。

　当初は知っての通り、メリルの身体からだは計画通り私が貰もらい受うけるつもりだった。

　それは、自分のためであり、お母様のため。生きたいというのは生き物の本能だから。だから生きたいと願っていなかったメリルの身体からだを、もらってやるくらいのつもりでいた。生きるつもりもないのに自分の身体からだに居座り続けるメリルに苛いら立だちすら感じていた。

　私は自分の身体からだすらなく、何も持っていなかった。しかもそれは自じ業ごう自じ得とくだった。だから、メリルに対しても傲慢でいなければ、もう惨みじめで卑屈になるしかなかった。『ボク』と虚勢を張ることでしか心を守る術はなかったんだ。

　メリルはそれをわかった上で何も文句も言わず自分の身体からだを差し出していたよ。

　所長の悪巧みがわかってすぐに君と出会った時、メリルも私も、すぐに君が私たちを助けてくれると直感したよ。なんという幸運だろうかと思った。

　けれども、本当に君が助けたのはメリルだった。

　あれほど生きる意味を持っていなかったメリルに生きる希望を与えてくれた。

　それまで一緒にいるのもムカつくほど生きる気力のなかったメリルが生き生きしだしたのは、嫌じゃなかった。でも反面、メリルの生きる希望が増せば増すほど、メリルからすべてを奪う私の罪悪感が増してきた。

　他人の人生を踏みにじる傍若無人な『ボク』は虚勢。本当の私じゃなかった。

　私はそんなことができる人間ではなかった。

　たとえメリルが許しても、メリルの身体からだを奪った後、私は罪悪感と苦しみに満ちた人生を送ることになっただろう。

　天あま神がみ円えん四し郎ろう、君は私も救ってくれた。そのことを君に伝えたかった。

　君の特異な特性が、君の日常生活にもたらす困難さは同情を禁じ得ないものだけれど、それがなければ決して私たちは救われなかったのも事実だ。

　そう伝えることで、もし君がその特性を少しでも呪うことがなくなれば、君に何もしてあげられなかったという悔いを残さず、君とメリルを見守ることができるよ。

　最後に。私は余剰次元の精霊界からいつもメリルと君を見守っている。

　だから、メリルを傷つけたら私が許さないからな！　覚えておけよ！

　天あま神がみ円えん四し郎ろうの永遠の守護者　リン・チューリッヒ




　Ｐ．Ｓ　あの時、ぶん殴って悪かった』
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　その間に、所長が円えん四し郎ろうに、

「捕まっても、君の処遇が悪くならないよー取り計らうよ」

　と言っていると、サラが、

「それじゃダメよ。メリルが捕まったら、危険な存在として確実に処分されるか隔離されるわ」

　所長が頭を搔かきながら、

「困ったね。なんとかしたいけど、あの公ほん社てん直属の軍隊は第五研究所の手には負えないんだー。政治家さんみたいに逃げ足が速ければよかったんだけど」

　そう言っていると、メリルが、

「ここから逃げる方法なんて簡単だよ」

　とさらりと言って、つかつかつかと、壁に向かって歩いていった。

「ここに入ればいいんだよ」

　ダストシュートの蓋を開けた。

「じゃあ、メリルだけ先にいけ」

　円えん四し郎ろうがそういうと、

「いや、円えん四し郎ろうと一緒じゃなきゃ行かない」

「おいおい。遊びじゃないんだぞ。お前さえ脱出できたら、後はなんとでもなるんだ」

「一緒じゃなきゃ、行かない」

「俺が一緒だと、底にあるゴミの転送装置を壊しちゃうだろ」

　特性が破壊でなく、《集中》とわかっても、触れた物を壊してしまうことに変わりはない。

「大丈夫！」

「だから──」

「わたしを信じて」

　メリルが自信たっぷりに見つめてくるので、

　円えん四し郎ろうは「わかったよ」と折れた。

　転送されなくても、ダストシュートの中に隠れるというのは悪くない手だ。

　サラは、

「私の命に代えても、あなたたちに累が及ばないようにするわ。そうでしょ」

　と所長の背中を叩たたいた。

「まあ、借りは返しますよー」

　円えん四し郎ろうは「よろしく頼みます」というと、ダストシュートを覗のぞき込こんだ。

　奥の方に、転送装置が仄ほのかに青白く紋様を光らせていた。

「お姫様抱っこして」

　とメリルが言う。円えん四し郎ろうが、骨折しているという泣き言も言わず言われたとおりにすると、

「そのまま『燃えないゴミ』にゴー」

　と腕を天に突き上げた。

「おう」

　円えん四し郎ろうはメリルを抱いて半信半疑で、ダストシュートに飛び込んだ。

　飛び込んだ時、メリルは円えん四し郎ろうにグッとくっつき、

「円えん四し郎ろう」

　と優しく名を呼ぶ。

　重なった視線が暗闇に溶けると同時に、メリルの唇が円えん四し郎ろうのそれと重なった。
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　落下したのは、壊れたベッドの上であった。

「このゴミ処分場につながってるのか」

　見慣れた『頭上注意』の看板もある。舞い上がるホコリの中で、メリルは、

「出会ったところに出たね」

　と円えん四し郎ろうの腕から地面に降りた。

　今日も遠くで、ドーンドーンという重い音が反響している。

「前夜祭くらい、ゴミを捨てずに過ごせないのかよ……」

　メリルがすかさず否定する。

「あれは、アレの音だよ」

　と指差す空に、大きな花火が開花していた。

「今日は前夜祭なんだね」

「あれは、フィナーレだろうな。もう間に合わない。祭りの会場に連れていけなくてごめんな」

「わたしは、円えん四し郎ろうがいる場所だったらどこでもいい」

　ゴミに囲まれているにもかかわらず、メリルは嬉うれしそうに円えん四し郎ろうを見つめた。

「さすがにここに長居はできないぞ。どこかに行かないといけないな」

　円えん四し郎ろうが独り言のようなことを言うと、メリルは円えん四し郎ろうの袖を引っ張り、

「あなたの家に行きたい」

　メリルの口から、聞いたことのあるセリフが漏れた。円えん四し郎ろうは笑って、

「知らない男について行ってもろくなことないぞ」

　言った覚えのあるセリフで返した。

「なにか盗とられたりするからね」

「俺は何も盗とらねえよ」

「どうかな？」

　メリルは顔を赤くして言った。

「いや、何も盗とってないだろ」

　円えん四し郎ろうは首をかしげた。
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「お待たせ」

　庭の心臓のオブジェの前でしゃがんでいた円えん四し郎ろうにメリルが背中から話しかけた。

「何してるの？」

「リンの墓に花をそなえていたのさ」

　そばにある心臓のオブジェを指差す。

「リンはそんなところにはいないよ」

　メリルは、茉ま莉りのお下がりではない真新しい制服に身を包んでいた。

「似合う？」

　自分の姿を見せるためにわざわざ円えん四し郎ろうを家の外で待たせていたのだ。

「前に見た時と変わらないな」

「全然違う！　袖の長さとか、スカートの長さとか」

　事件の後、結局研究所で暴れまわった円えん四し郎ろうたちはお咎とがめなしで済んだ。ヨハネスブルグ所長の図らいで、所長たちの大失態を口外しない代わりに、メリルの身分が保障された。端的にいうと、円えん四し郎ろうと同じ独立学校に所属することになった。

　もっとも、身分保障より、研究所に近い場所で監視したいというのが本音だろう。

　所長たちに嫌味を言ったり、イジったりする代わりに、円えん四し郎ろうは、

「おやおや？　違うのはそれだけかい？　茉ま莉りさんの胸囲と全然違う話は触れないのかい？」

　と意地悪な指摘をメリルにしてみせた。メリルは頰を膨らませた。

「円えん四し郎ろうなんて、茉ま莉りの頭の中でされるがままにされちゃえばいいんだ！　ふんっ」

「それは困るな」

「何されてるか知らないくせに」

「いや、知ってる……」

　自分が知らない男に組み伏せられている、茉ま莉りの描いた漫画も知っている。そういうのをリンが意外と好きだったのを思い出す。

　円えん四し郎ろうは心臓のオブジェに手を置いてため息をつく。

「で、リンに向かって何話してたの？」

「『おみくじを教えてくれたおかげで助かったよ』って感じかな」

　するとメリルは目を輝かせて、

「あの『おみくじ』引いたの？」

「ああ。言ってなかったっけ。リンがおみくじがあるって教えてくれたんだ」

「感想は？」

　背伸びをするようにして食い入るように訊きいてくる。

「一ヶ月も前のことだから感想とか言われてもな」

　何も思い浮かばない。

「まあ、よく当たっていたよ」

「でしょ」

「でもあの日一番ラッキーだったのは俺じゃなくて、烏からす丸ま星せい次じ郎ろうだろうな」

「なんで？」

「烏からす丸まは脱出後に上層部を上う手まく避難誘導したのを評価されて新しい地位ポストをもらったんだってさ。災い転じて福となす、とは言ったもんだよな」

「へー」

　メリルは興味なさそうだ。

（リンの母親は気の毒だったけど）

　さすがに円えん四し郎ろうは口にしなかった。一応サラも重い処分は免まぬがれ、現在は休職しているという。事件から二週間ほど経たった頃、サラからの便りがメリル宛に来ていた。

『娘を失う前よりも、失った今の方が不思議と娘の存在を強く感じます』

　とあった。

（俺に秘密裏に代替咒幣コインを渡したり、予約投稿でメッセージをよこしたように、リンは母親にも何か手当をしたのだろう）

　円えん四し郎ろうには、リンと母親の間のことはわからない。

「そういや、お前のおみくじで、よくわからないところがあるんだ」

「なに？」

「『運命の人』の欄がよくわからない」

「どういうこと？」

「どのおみくじにも『うんめいのひと　きょうあったおんなのこ』って書いてあるだろ」

「う、うん」

　メリルは身を硬くしてじっと円えん四し郎ろうを見た。

「一日何人に出会うと思ってるんだ？　多過ぎだろ」

「円えん四し郎ろう……。今朝は誰と会った？」

「今朝はまだ誰とも会ってないけど？」

　メリルは耳の先まで赤くして、

「ばーかばーか」

　と小石を拾っては円えん四し郎ろうに向かって投げた。

　円えん四し郎ろうは難なくすべて避けた。

「なんでそんな怒ってるんだよ」

「ばーかばーか」

　メリルはカバンを持って一人走っていく。

　円えん四し郎ろうが首を傾かしげていると、小石がひとつ、円えん四し郎ろうの頭にこつりと当たった。

　落ちた小石を拾い上げ、周囲を見渡す。

（今のは動けなかった……。まさかな）

　円えん四し郎ろうは小石を心臓のオブジェに置くと、

「待てよ。学校の方向そっちじゃねえから」

　メリルを追いかけていった。


（了）
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　あまり人には言っていないことを書こうと思います。ここだけの話。

　実は一時期ひきこもりをしていました。ひきこもりと言っても、部屋にずっといるひきこもりではなくて外に出ることは可能なひきこもり。広義の「ひきこもり」です。ネットで買った物の代金を振り込みにコンビニに行ったり（クレジットカードで決済できないのは、結構辛かった）、ネットカフェに漫画を読みに行ったりして、それ以外は家にいる感じ。

　一日に何度も酷い過呼吸になったり異様な不安感に襲われるので、働くなんてことが不可能でした。経済的な支援は親に頼りきり。親の目からはダラダラ生きているようにしか見えなかったでしょうが、ダラダラ生きているように見えても、内実は、溺れて藻も搔がいて水面の上に顔を浮かべようとしているような必死さで生きていました。ネットカフェに行っていたのも、漫画が読みたかったわけじゃなくて、文字が読めなくなるほど精神が荒廃していて、それでも文字を頭に入れなければますますヤバくなりそうだと、必死で文字から離れないようにするためでした。

　この「一時期」はかなり長かったです。年単位。失ったものはかなり多い。

　今はなんとかひきこもり状態から脱し、それまで働かなかった分、馬車馬のように働く羽目に陥っていて、日曜以外はほぼ労働。会社に最初に来て最後に帰る日々。たぶん間違ったライフスタイルでしょう。我ながら極端な人生を歩んでおります。

　そんな中、幸運なことにまた作品を世に出すことができました。その過程で直接的にも間接的にも多くの人の手を煩わずらわせたことでしょう。担当編集者さんはもちろん、その周囲の方々にも感謝しかありません。本当にありがとうございます。

　読者のあなたにも、ありがとうございます、と謝しや辞じを述べたいです。

　人生全体レベルの広い視点で見れば、ひきこもりの頃に世話になったコンビニやネットカフェも、この作品を生み出す助けとなったと言えば言い過ぎ、極端の感が否めませんが、こんな極端な人生です。そう言ってしまっても問題ないでしょう。そしてありがとうございますと届かぬ想いを胸に秘めて生きていくことにします。

　というわけで改めて、担当編集者さま、出版社さま、読者さま、コンビニさま、ネットカフェさま、私の人生に関わったみなみなさま、本当にありがとうございます。
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